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美しい私のイルカヤンヤ








＊＊＊１　オイ









　オイはとても幸せだった。

　胸の奥はいつも温かで、やさしい力が周りを覆っていて愛いとしさに満たされる。〝アーシェナ。美しい私のイルカヤンヤ〟そう囁ささやかれると泣きたくなるような喜びが溢あふれて心の中で叫ぶんだ。〝オイも、オイの大切な──〟

　そうして目が覚める。

　幸せも温かさも無い暗い場所で。
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〝オイ〟は朝も夜も分からない薄暗い部屋で目を覚ますと、まず部屋にある小さな机の上の燭しよく台だいに火を灯ともす。ぼんやりと頼りない明かりが土を掘って作った狭い室内を照らすと、その横に何時いつでも必ず胸に忍ばせるよう言われている小瓶を取り出す。その中にはキラキラ黄金に輝く液体が瓶一杯に溜たまっているのが見えた。

　オイはそれを確認してホッと息を吐くと、部屋の隅の扉を開ける。そうすると廊下に水の入った桶おけと盆に載せられた黒いパンと薄いスープが置いてあり、それを引きずる様にしながらも慎重に部屋の中に運び入れた。

　綺き麗れいとは言えない濁った水で顔を洗い、パンを齧かじる。冷めたスープを口にして、いつもより起きる時間が遅かったかと少し焦る。

　急いで食事を済ませると後ろにある棚から薬瓶を一つ取り出し、机の上にある黄金の液体を全すべてそれに慎重に注いで移し替え、空になった小瓶は再び胸元にしまいこむ。

　小さな手にその薬瓶を握り込むと、オイは部屋を出た。

　洞どう窟くつに蝋ろう燭そくの明かりがぽつぽつと灯ともる廊下を歩き、階段状になった狭い通路を通って目的の部屋までやってくると、腕を伸ばして扉をドンドンと二回叩たたいた。

『ハイレ』

　奇妙な声が応じたのを確認してオイは扉を開ける。

　そこは筒のような上に長細い部屋で、壁のほとんどが書物で埋まっている。その一角に実験器具の並べられた広い机があり、その手前に大きな男が座っている。

　白く長細い仮面に黒い洞うろが二つ空き、額に赤い点と線がある奇妙な面をかぶった大きな男。

「ご、ごちゅじんしゃま……」

　オイはびくびくしながらその男に近づき、黄金の液体を入れた薬瓶を捧ささげ持もつ。

『遅カッタナ』

　そう言って薬瓶をつまんで持ち上げた男にオイは更に身を縮めた。

　怖い。

　オイが物心ついてから何年もこうしているのに、この仮面の男が怖くて堪たまらなかった。この男に暴力を振るわれたりするわけではない。それでも何故なぜかどうしようもなく怖いのだ。

　ビクビクするオイを見下ろすようにしてから仮面の男はゆっくりと身体からだを動かし、大きな薬棚を開けると、そこにオイが持って来た瓶をしまう。

　その時扉が乱暴に叩かれた。

「おじ様！　入っても宜よろしくて!?」

　甲高い声にオイはさらにビクリと身を震わせる。しかしおじ様と呼ばれた仮面の男はオイの様子に頓とん着ちやくせずに『ハイレ』とぼそりと答えた。

「あら？　あんた居たの？」

　入って来たのは銀の輝くような髪と金色の目が美しい娘だった。

「お、おうひしゃま。ごきげんうる、うるわしく」

　オイは跪ひざまずき両手を高く掲げてそう言ったが、その娘は蔑さげすんだ眼めで「さっさと仕事に行きなさいよ」とオイを軽く蹴けり上げた。

　小さくうめき声を上げてオイは床に転がると、そのままゆっくり起き上がり「しちゅれい、しま、しましゅ」と蹲うずくまり、もう一度両手を掲げてから慌てて部屋を出た。
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『乱暴ニ扱ウナ』

　仮面の男はオイが出て行った扉を見ながら娘にそう命じた。

「嫌だわ、ちょっと窘たしなめただけよ？　いつまでも姿の変わらない化け物蜥蜴とかげ。本当に気持ち悪いったら」

　しかし娘はそう言って嫌そうに眉まゆをひそめてから直すぐに「あん、そんな事よりもおじ様。そろそろバーナドンヤに行っても良いでしょ？　お父様ももう良いんじゃないかっておっしゃられているわ」と笑みを浮かべた。

　それから銀髪の美しい娘はしなを作って「竜王陛下だってどれだけ心を痛めておられるか……二十年もお一人で本当にお可哀かわい想そう。ね？　良いでしょう？」と仮面の男に媚こびるような目を向けた。

『オ前ハ王妃ニ一番近イガ王妃デハ無イゾ』

「そんな事分かっているわ！　心配しなくても上手うまくやってみせるつもりよ。だいたいおじ様だってそのつもりでいたんでしょ？　ねぇ、竜王陛下のお側そばに行きたいの……あの方をお慰めして差し上げたいのよ…………」

　金の目を熱っぽく潤ませて大きな胸を態わざと強調するように腕で持ち上げた娘を一いち瞥べつすると、仮面の男は感情を窺うかがわせない声音で『マァ……イイダロウ』と請け合った。
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　オイは仮面の男の部屋を後にすると、そのままさっき上がって来たのとは違う階段をぽつぽつと下りて行った。ザアザアと地下に水音が響いているその横に、薄ぼんやりと発光する岩肌が見える。その下には小さな畑が作られていた。

　此こ処こがオイの仕事場だ。

　ギザギザした濃い紫色の葉の下にある黒い実を一人で収穫する。鋭い棘とげに刺されながら黒い実を力を入れて何度も引っ張って、そうしてようやく一つの実を捥もぐ。

　オイは物心ついた時から此処にいる。洞窟にある部屋とこの畑と仮面の男の部屋。それがオイの知る世界の全てだった。他の場所は何処どこも知らない。それなのに何故かオイは見知らぬ場所の夢を見る。

　キラキラと明るい世界。緑の木々と色とりどりの花々。空は青く時に虹にじ色いろに輝き、そんな眩まぶしい世界でオイは温かい何かに包まれて優しく声を掛けられる。

〝アーシェナ。美しい私のイルカヤンヤ〟

　夢の世界を思い出すとオイの小さな胸がシクシクと痛んだ。

　あれは何なんだろう。

　黒い実を収穫しながらオイは一人考える。それは二十年続くいつもの日常だった。
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　竜を戴いただくバーナドンヤの王国には美しく偉大な竜王がいる。

　人と亜人の住まうこの世界で竜人は治める者。その中でもバーナドンヤに住まう竜王は神の力を持つ最も高貴で偉大な王だった。

　そんな当代の竜王は金の竜王シシカラジビガと呼ばれ、三十年前に即位したまだ若い王だった。竜の寿命は長く、宮の守と呼ばれる純然たる竜種の寿命は３００年。人と竜が交わり生まれた半竜で１５０年。しかし竜王はそれよりも遥はるかに長い５００年の寿命を持っていた。１０２歳で竜王になりまだ１３２歳。

　まだまだ若竜といえるかの王には、しかし妃が居なかった。

　通常竜王となった者はまず妃を〝作る〟。

　竜の里と言われる隠れ里で、竜王だけが竜核と呼ばれる珠に竜王自身の竜気を注ぎ、十年ほどかけて自分だけの妃を誕生させる。

　それは竜王にとって唯一絶対の存在。

　当代の竜王もそうやって自分の妃を育てていた。

　小さな正妃の竜核に毎日竜気を注ぎ声を掛け、愛情深く愛しい存在を優しく大切に育んで、そうして十年。竜核の中で美しく成長した妃がそろそろ生まれ出いでて来ると思われた矢先、妃を孕はらんだままの竜核が嵐あらしに浚さらわれた。

　人の訪れる事の出来ない竜の里は神代と呼ばれる場所にある穏やかな空間だった。そこに居るのは精霊だけで、竜種以外は訪れる事も出来ない。

　そんなうつつとは切り離された隠れ里で、竜王妃が生まれ出るその瞬間突然激しい嵐が起こり、妃の誕生を待ちわびていた全てを粉々に蹴け散ちらし、激しい暴風が竜王妃を孕んだままの竜核を空高く持ち上げ何処かへと飛ばしてしまったのだった。




「何故妃の大事に貴様らは生まれなんだ!?　王と妃を守るが貴様らの使命ぞ!!」




　竜王は生まれ出でたばかりの宮の守の三竜をそう怒鳴りつけた。

　宮の守の三竜とは、当代の竜王と竜王妃を守り、側に仕える為ために生まれて来る竜種で、竜王妃が竜核から生まれ出て来るその時、前宮の守の力を譲渡され、竜核からそれぞれ生まれ出てくる存在だった。

　その時、嵐に嬲なぶられながらもなんとか三竜は竜核から生まれ出て、そのまま竜王の側に跪いたが、竜王はそんな三竜を詰なじり、何故竜王妃の竜核を守らなかったのかと怒声を上げた。

　そうして竜王は狂ったように妃を探させた。

　しかし一年経たち、五年が過ぎ、十年経っても竜王妃は見つからなかった。

　それでも妃が死んでいない事だけは、竜王自身が持つ生殖器官が機能している事から知らされてはいたが、そのまま二十年。無為な時間だけが流れていった。




　竜王はこの地から離れる事が出来ない。

　その為、美しく偉大な竜王シシカラジビガ金の王は、半身を捥がれたまま、たった一人王座に座していた。








＊＊＊２　偉大なるシシカラジビガ









「西の風ふう貴き国より参られたナルナツ＝クルカ姫、面を上げられよ」

　バーナドンヤ王国の白く壮麗な宮殿の中程にある謁えつ見けんの間で、数多くの使者と献上品を背後に、両手を広げ跪き頭こうべを垂れる姫に、竜王の横に控える侍従がそう声を掛けると、嫣えん然ぜんと微笑ほほえみながらクルカの姫は顔を上げた。

「偉大なる竜王シシカラジビガ。お初にお目にかかります。西の風貴国より参りましたナルナツ＝クルカ第一王女でございます」

　豊かな長い黒髪を美しく結い上げ、宝玉のような金色の瞳ひとみをもつ美び貌ぼうの姫に、バーナドンヤの重臣たちは「ほぅ」と称賛の声を漏らした。

「これは我が風貴国より持参いたしました貢品でございます。竜王陛下、ぜひお納めくださいませ」

　たおやかな指先を後ろに控えさせた品々に向けて、クルカの姫が再び顔を下げると、壇上に座る竜王シシカラジビガは鷹おう揚ように頷うなずき、「貴国の心遣いしかと受け取った。その方らも長旅は疲れたであろう。暫しばらくゆるりと滞在する事を許そう」とだけ言って席を立ち、謁見の間を出て行った。
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「竜王陛下、暫くとは？　恐れながらクルカの姫は正式に後宮へ入られるお方でございますぞ」

　竜王が幼い頃から仕える半竜人のマギム侍従長が、さっさと謁見を切り上げた竜王陛下に苦言を呈すと「煩うるさいぞ。だがら滞在を許しておるではないか」と内政官から上げられた書類に目を通しながら何処か忌々し気に竜王は吐き捨てた。

「陛下、正妃様がおられないお心の苛いら立だちは我々も十二分に理解しております。しかしもう二十年でございます。かつて正妃様以外の方を召し上げられた竜王様もいらっしゃらなかったわけではございません。どうか、どうかご世継ぎの事もお考え頂きたく………」

「其その方ほうの戯ざれ言ごとは聞き飽きたわ!!」

　深々と老いた頭を下げ跪くマギム侍従長に、竜王は怒気を滾たぎらせた。

「余の妃は銀の妃イルカヤンヤただ一人！　下らぬ雑事に奔走する間があれば妃を探せ！　今すぐ余の腕の中に妃を戻してみせよ!!」

「陛下」

　マギム侍従長を怒鳴りつけ、竜気を迸ほとばしらせる王に誰だれもが動けなくなっていると、後ろに控えていた宮の守三竜の一人、青のトラセラが静かに声を上げた。

「正妃様の御身は今も多くの騎士がお探し申し上げております。白のツェグも、赤のファガビも身を粉にして国を廻めぐっております。陛下、なにとぞ御心をお鎮め下さい」

　そうすると、カッと侍従長には向けなかった鋭い竜気を、王は青のトラセラへぶつけた。たちまち暴風が迸り、トラセラの体に無数の傷を作る。

「陛下！」

　マギム侍従長が慌てた様に声を上げると、竜王は「皆下がれ」と全てを拒絶する一言を吐き出した。
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「トラセラ様……申し訳ございませぬ…………」

「良いのだマギム侍従長。これしきの傷どうという事は無い。そもそも先日、正妃様の居場所が分かったかもしれぬなどと、不確かな情報で陛下の御心は酷ひどく波立たれたのだ。此こ度たびの風貴国の姫は間が悪かった」

　竜王の執務室の隣の控えの間に下がると、マギム侍従長がトラセラに頭を下げた。トラセラは長椅子に腰かけそう言うと、青の宮の小姓達がわらわらと慌てた様にやって来てトラセラの傷を手当てしだす。

「しかし、あれはまだ確証の取れなかった事を見とがめられた陛下の……」

「いや、陛下も内実そう考えてはおられる……しかしその上でなお堪こらえられぬ気持ちが溢あふれてしまわれるのだ。側妃の件も不本意ながらも考えの内にあるゆえ、あのように声を荒らげておられるのだろう」

「それは十分承知しております。後宮の宮を定め、姫君方がお住まいになられる事を最終的には是とされたのです。もし、万が一にも正妃様が戻られない場合、人の胎はらに種を付けるには時間が御座いませんゆえ……。しかし未いまだ一度として後宮に足を運ばれることはない…………陛下は竜王としてまだ十分お若いが、正妃様がお側におられない限り、竜王陛下が御世継をおつくりになれる期間はそう長くはない。もちろん正妃様がお戻りになられる事を私も切に願っておりますが、このまま数十年もその期間が空く事などがあればどうなるか……我々は何としてもバーナドンヤの竜王の血を絶やすわけにはいかないのです」

「そうだな……」

　手当を受けた腕を見ながら、トラセラはため息を吐いた。

「だが無茶はするなマギム侍従長。以前の様に陛下の竜気が強く当たる事などあれば、たとえ半竜人の其方であっても、もはや命は無いぞ」

「いいえトラセラ様。卑しくもこの私のほかにこの件を強く陛下に進言できるものはおりません。老身を賭としてお話申し上げるのみ。その果てに朽ちたとしても偉大なるかの方にお聞き届けいただけるなら何ほどの事もございません」

「マギム侍従長」

　頑迷な老人を見ながら眉を下げたトラセラが半ばあきらめの息を吐いた時、控えめに廊下側の扉がノックされた。

「何だ？」

「失礼致します。青の宮様、マギム侍従長。白のツェグ様がお戻りです」

　王宮傍そば仕づかえが頭を下げ、両手を上に翳かざしながらそう告げると、マギム侍従長が「ツェグ様が戻られたのか？　であればお通し申し上げればよかろう？」と不審げに声を掛けた。しかし傍仕えの男は「は、ツェグ様は白の宮へと青の宮様とマギム侍従長をお呼びになられておられます」と低頭して告げた。

　その答えに二人は思わず顔を見合わせた。
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「おお！　悪いなトラセラ！　マギム侍従長もわざわざすまんな！」

　わははと豪快に口を開け大きな声で言う宮の守三竜が一人、白のツェグに、青のトラセラとマギム侍従長は室内に促され椅子をすすめられた。

「何故我らを呼びつけた？　戻ったならまず陛下にご挨あい拶さつ申し上げるが先だろうに」

　トラセラがそう言うと、白のツェグは大きな体を少し縮ませて二人の前に座り、この男にしては似つかわしくない潜めるような小さな声で二人に囁ささやいた。

「それがな………正妃様を見つけたかもしれぬ」

「……なっ！」

　驚きよう愕がくするマギム侍従長が顔を上げたのを押しのける様に「それは真まことか！」と眉まゆを怒らせトラセラが立ち上がった。

「何を呑のん気きな！　それならば一刻も早く陛下にお知らせ申せ!!」

　いつもは冷静に物事にあたる青のトラセラらしからぬ様子に、侍従長も白のツェグもぎょっとしたが「いや、いや、待て待て、違うんだ」と軍人らしい武骨な手を前に出し、ツェグは慌てて頭を振った。

「何が違う!?　今其方が正妃様を見つけたと言うたではないか！」

「かもしれぬだ！　かもしれぬと言うたぞ俺は！　落ち着いてくれ！」

「む……ではどういう事だ。さっさと話せ」

　憮ぶ然ぜんとして再び椅子に腰を下ろしたトラセラに、ツェグは「興こう銀ぎん国のさらに東に地ち這はいの土地があるだろう？」と話し出した。

「地這。地蜥蜴とかげの国か？」

「そうそう、そこの領主が是非に竜王様へ娘を差し上げたいと興銀国にいた俺に使者を立ててな」

「まさか蜥蜴の娘を？」

　その申し出の図々しさにトラセラが眉を寄せる。マギム侍従長も僅わずかに不快感を表し、目を細めた。

　それほどに蜥蜴族は人と亜人の住まうこの世界で忌み嫌われている人種だった。

　最も高貴な種族である竜人の竜化の如ごとく体の一部を鱗うろこ化することが出来る者がいる為ため、自分達も高貴な人種と密ひそかに謳うたい自尊心が高い。しかし狡ずる賢がしこく悪心を持つ者が多く、又見目もそれを映した様に醜い者が多いと言われ、誰もが好んで関わりを持ちたいとは思わないような種だった。ただ、金を稼ぐことには長たけ、金銭的な力でもって一部では影響力の強い人種でもある。

　そんな種族がよりにもよって最も高貴で偉大な竜王のその側そく妃ひに、蜥蜴族の娘を出すなどと言い出したことにトラセラは嘲ちよう笑しようにも似た笑いを禁じ得なかった。

「だよな？　俺も正妃様をお探し申し上げるので忙しいし、馬鹿馬鹿しくて突っぱねてはいたんだが、その蜥蜴の娘が俺に手紙を寄よ越こして来てな……」

「それで」

　正妃様を見つけたかもしれないと言いながら、蜥蜴女の話をし出すツェグに、トラセラは怪け訝げんな目を向けながら先を促した。

「いや、その手紙の中にな、〝自分は蜥蜴領主の実の娘ではない。二十年前にこの地に捨てられていた〟とか何とか書いてあってだな………」

「はっ、馬鹿馬鹿しい。その手の話をまだする愚か者がおったか」

　過去何度も使われた手口に、呆あきれた様に整った顔を歪ゆがめるトラセラを見ながら「これなんだが」とツェグは胸元からその手紙を引き出した。

「!!」

「どうかされましたか？」

　その薄桃色の、さも年若い娘が好みそうな手紙を受け取った途端、トラセラが目を瞠みはり固まった。その様子に黙って話を聞いていたマギム侍従長が問いかけるが、トラセラは手紙を凝視したままブルリと震えた。

「これは……まさか正妃様の………………」

「そうだ。微かすかだが正妃様の竜香が香っているようだろう？　その香りが手紙に染みついてるのに俺は驚いて、すぐに地這の土地に駆けつけたんだ」

「な、真に正妃様が地這に……!?　いやそれではツェグ様！　その娘は一体いずこに!?」

　マギム侍従長も慌てて腰を浮かす。陛下に側妃を薦めながらも、正妃様が御戻りになられればそれが何よりも良いのだと理解している老いた侍従長は、早く吉報を知らせてくれと期待をこめた視線をツェグに向ける。ところが白のツェグはきまり悪そうに頬ほおをかいた。

「……いや、それが会えなくてな」

「はぁ!?」

「〝何度使者を送っても相手にされず、とうとう娘は気き鬱うつに体を壊してしまったので今は会えない。しかしそのようにお話しいただけるのなら娘の体調を見てなるべく早く宮殿へ娘を送る〟などと言われて……」

「それでのこのこ一人帰って来たのか？」

「いや、その……あちらから話を持って来たにも拘かかわらず、此方こちらが腰を上げてみればのらりくらりとした対応に苛立ってな…………蜥蜴の地に乗り込み、つい竜気を滾らせてしまってだな……蜥蜴共が泡を吹いてな……？　……泥土で出来たあちらの建物も少し壊してしまったり……して……だな……」

「なんと……」

　力無くもごもご言うツェグに、目を丸くするマギム侍従長と、眉まゆ根ねを寄せ長い指先できつく額を押さえたトラセラは深いため息を吐ついた。

「もう良い。直ぐにもう一度その地這にいる娘を確認しに行け！　体調が悪いと言うのなら王宮典医も連れて行くが良い！　あぁいや、やはり俺が行こう。お前は宮殿に残り陛下のお側へ付け」

「いや、典医まで連れてお前が行くなど……そこまでして正妃様でなかった場合はどうするつもりだ」

「違ったならその時はそれで仕方あるまい。この不確かな話を直接陛下に進言しなかった事だけはお前にしてはよく考えた。しかし今はこの竜香に頼り、僅か以上の可能性があるのなら陛下をお待たせするわけにはいかぬ。マギム侍従長すぐに手配を」

　トラセラがそう指示すればマギム侍従長はさっと頭を下げ「畏かしこまりました」と応じた。

「えーっと……じゃあ陛下には…………やっぱりまだ？」

「直接お会い頂いた方がよかろう。それまで不確定な話は決して陛下のお耳にお入れせぬよう」

「だよな。了解」

　立ち去るマギム侍従長を尻しり目めに何処かほっとしてツェグはそう答えた。








＊＊＊３　黒い実









　オイは今日も薬瓶に詰めた液体を〝主人〟に渡し、地下の畑で黒い実を捥ぐ作業を行っていた。強く力を入れて何度も引っ張り、そうしてやっとブツンと実を引きちぎる。

「は、ふぅ……」

　一つ取るたびオイの小さな両手は痺しびれるような痛みを訴える。腕に引ひっ掻かくようにしてついた幾つもの棘とげの傷もじくじくと痛んだ。それでもこれが自分の仕事だと、ふーふーと痺れた両手に息を吹きかけて痛みを散らすと、さらにもう一つと次の実に手を伸ばした。

「おい！」

　その時急に上から声を掛けられ、オイはビクッと肩を跳ねさせた。

「お、おうじしゃま」

　肩にかかる灰色の髪にずんぐりとした体の少年が数人の男と降りて来るのを見て、オイは慌てて地面に跪ひざまずき両手を掲げた。

「わざわざ此処まで降りて来てやったぞ化け物め！」

　そう言ってその少年はオイを蹴けり上げた。

　その衝撃に小さく呻うめいて転がり、土塗まみれになったオイを、周りの者達は「汚いバケモノトカゲめ！」とげらげらと笑った。

「おい！　まだこれっぽっちか？　最近弛たるんでるんじゃないのか!?」

　蹲うずくまったオイを尻目に、灰色の髪の少年はオイの横に置かれた籠かごを取り上げ、中にある実を見て不快気に眉を寄せた。

「もうしわけ、ごじゃ、ごじゃましぇん」

「今日はこれの三倍は持ってこい！　いいな！」

「はい、か、かしおまりましゅた」

　汚れた体を引き上げ、再び両手を高く上げ跪き地に額を擦こすり付け答えたオイに満足した少年は、中の黒い実を全すべて取り上げると「いくぞ」と周りの男達を引き連れ上にあがって行った。

　空になって転がった籠を見て、オイは泣きたくなった。

　一つ収穫するのにも力と時間がかかる。作業を始めてからどれくらいたったのか分からないけれど、オイの薄い腹がぐーぐーと鳴るくらい働いて、やっと三つ捥いだところだったのに……。

　ポロっとこぼれそうになる涙を強引に掌てのひらで擦って、オイは黒い実に手を伸ばした。




　　　　＊＊＊




　黒い実を地上の屋敷に持ち帰った灰色の髪の少年ロドムゼルは、そのままそれを部屋に持ち込もうとして、後ろから声を掛けられ立ち止まった。

「姉さん」

「ロード……だめよソレを持っていっちゃ」

　自分と違った銀髪の美しい姉、サファルリアがロドムゼルの手にある黒い実を見て目を細める。

「あ、明日剣の試合があるんだ！　絶対に勝ちたいんだ良いだろ!?　アレにはこの三倍取って持って来いって言ってあるから！」

「だーめ。私竜王陛下様に輿こし入いれするのよ」

「え？　ほ、本当に？　そんな……凄すごい、ね？」

「そう凄いの。だからコレは子供の遊びに使わないで頂ちよう戴だいね」

　そう言ってロドムゼルの手の中にある全ての実を取り上げると、赤い唇を吊つり上あげて、サファルリアはニッと笑った。

「それと、おじ様には言ってはいないけど、お父様に了承いただいてバーナドンヤの宮殿にはあのバケモノも連れて行くつもりだから。いつまでも当てにせず自力で剣も勉強も頑張りなさいな」

「姉さん!?」

　ひらひらと手を振り踵きびすを返したサファルリアに、ロドムゼルは驚きと僅かな怒りを見せ呼びかけたが、美しい姉は振り返らなかった。

「ちっ！　くそっ！」

　手の中に一つも残らなかった実にイラつきロドムゼルが壁を蹴りつけると、土を白く塗っただけの壁がメコっとへこんだ。




　　　　＊＊＊




　実を取り上げられてからさらに二つの実を捥いで、ふーふー息を吐きしゃがみ込んでいたオイに、食事と水の入った手て桶おけが届けられた。大きな目と口が一つ、ついただけの奇妙な生き物が、いつも畑にきてオイの捥いだ実と引き換えにそれらを置いて行く。これは仕事が終わりだという合図でもあった。

　今日は三つ取られて籠に入っている実は二つ。三倍収穫しろと言われたけれどそれが精一杯だった。一つ目の生き物におずおずと籠を差し出し「ふたちゅ……ふたちゅで、おゆ、おゆるしくだしゃ…………」とオイは跪いたが、一つ目の生き物は『ギュゥ』と鳴いただけでオイに関心は無いとばかりに籠から実を取り上げると、カチャカチャと身体からだを鳴らしながら上へあがって行った。

　あの生き物に咎とがめられた事は無くても、言いつけを守れなかったら罰を受けるかもしれないと震えたが、特にいつもと変わらなかった事にほっとしつつ、オイはペタリとその場に座り込んだ。

　いつまでたっても慣れない。

　奇妙な生き物にも。

　仮面の主人にも。

　王妃様にも王子様にも。

　この場所にも。

　オイは再び一人になった畑で、のそのそと手桶の水で汚れた手足を洗い一通り泥を落とすと、桶おけの水を畑に流す。そうして空の手桶と固いパンを持って部屋に戻った。

　桶は明日の朝また水が入れられて部屋の前に置かれるので、扉の外に出しておく。真っ暗な部屋に入ると手探りで明かりを灯し椅子にちょこんと座る。それからオイはパンに齧かじりついた。あっと言う間にパンを食べ終わると、そのままうとうとして固い寝台に潜り込む。

　今日も一日が終わった。

　明日も明後日あさつても、ずっとずっと同じ一日。

　もう二十年オイは同じ一日を繰り返している。

　昔からすこしも大きくならない小さくガリガリに痩やせた体。王妃様も王子様もほかの人間も皆大きくなるのに、オイはいつまでも小さいまま大きくなるそぶりすらなかった。他に変わらないのは御主人様と奇妙なあの一つ目の生き物くらい。

　──バケモノトカゲ。

「おい」と呼ばれない時はそう言って蹴られたり殴られたりする。

　痛い。怖い。悲しい。寂しい。

　それでもオイは一生懸命生きていた。

　唯一夢の中では、幸せな気持ちになれたから。

　キラキラした綺き麗れいな景色けしきを見て、誰かがやさしく囁ささやいてくれる声を聞く。〝アーシェナ。美しい私のイルカヤンヤ〟。そう呼びかけられると、嬉うれしくて幸せで泣きたくなるような気持ちが溢あふれてきて、オイはいつも小さく震える。

　大好きな優しい声を思い出し、もういっそ夢の中から出られなくなればいいのにと思いながら、オイは今日も暗い地下の穴倉の中で、ゆっくりと静かに目を閉じた。
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　その翌日、バーナドンヤの白の宮の竜が突然国にやって来て、ロドムゼルは竜王に輿入れするといった姉の話が本当だったのかと驚いた。しかし何故か姉はその時白の宮には会わずに、父も白の宮を追い返してしまった事にさらに驚いたのだった。

「直ぐに飛びつくよりもこうした方が良いっておじ様のご指示だったの。仕方ないじゃない？」

　姉が言う〝おじ様〟とは、いつも白い仮面を被かぶった人物で、ロドムゼルが生まれる前から地下に住んでいる不気味な男の事だ。正直自分達と血が繋つながっているのかどうか怪しいものだが、姉も父もあの男の事を何かと頼りにしている。

「ふーん」

　姉があの竜王国の金の王に嫁ぐのは名誉で誇らしい事だが、それでも自分の抱えている不満は隠せなかった。ロドムゼルはあのバケモノトカゲの作る黒い実が欲しかった。

　姉は頻繁に口にするのに、自分は月に一度も食べられない時がある。毎日何個か収穫されているにも拘わらずだ。もっと広い場所で沢山の者に作らせれば良いのに、どうもあの実はバケモノトカゲにしか作れず、収穫もあいつにしか出来ない不便なものらしい。

　あの実は食べると気力が充実し、不思議と力が溢れて来る。〝美容効果も高いのよ〟そう言う姉は昔と比べて格段に美しく見た目が変わった。幼い頃は自分と似たような体形にくすんだ斑まだらの灰髪だったのが、今は輝くばかりの銀髪で体はほっそりと、肌は白くなり艶つややかだ。

　全てあの実の御お蔭かげだとロドムゼルは知っている。

　自分だって姉と同じくらい実を食べられたら、同じくらい美しく強い存在になれるのに、それは許されない。何故なぜだか分からなかったが、此方にきて〝竜王の妃〟を目標に父が姉に実を食べさせていたのだと理解はした。

　だが、それでも納得は出来ない。特別な姉と特別じゃない自分。

　もうすぐ父が求めるまま姉は竜王の許もとに行く。あの実が作れるバケモノトカゲと一緒にバーナドンヤにいってしまう。そうなるともうあの実が本当に自分の口には入らなくなるんだと更に理解して、ロドムゼルは憮ぶ然ぜんと頬ほおを膨らませた。
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　竜の王国バーナドンヤから、宮の守の三竜の一人青のトラセラが、地這の土地に大きな宮車と沢山の騎士と典医を連れてやって来た。

「貴領から申し出のあった領主の娘サファルリアを、バーナドンヤ王国後宮に召すに値するか確認に参った」

　突然の竜種の訪れに、前回の恐怖を思い出し玩具おもちや箱ばこをひっくり返したような騒ぎになった地這のもの達だったが、そもそも申し入れを行っていた領主のグラニクは落ち着き払ってトラセラを領主の舘やかたに迎え入れた。

「これはこれは青の宮様。わざわざ当家の姫の為ために、再び宮の守である竜種の方にお越しいただき感謝の念に堪たえません」

　膨れた腹を抱えニタリと笑う蜥蜴とかげ族の領主グラニクに、「能書きは必要ない」とトラセラはピシャリと言い放った。

「そこもとの娘は、二十年前の拾い子であるとは真か？」

「あぁ、ええ、実はそうなのでございます。二十年前道に倒れ震えておったのをお助けし、私どもで大切にお育てして参りました」

　そう聞くとトラセラは腰に佩はいている青刀をスッと抜き放ち、流れるような動作でグラニクの首に突き付けた。

「ひっ！」

「バーナドンヤにおいて二十年前何があったか知らぬとは言わせぬ。何故そのような事があったにもかかわらず今まで申状を上げなかったのか聞かせてもらいたいところだが、まずはその娘御にお会いしたい」

　あまりにも自然に突き付けられた刃やいばに青ざめたが、トラセラの言に「お、おい！　サファルリアを連れてこい！」とグラニクは後ろにいた家臣に声を上げた。

　ひとまず刀を収めたトラセラの前に、暫しばらくして長く輝く銀髪を持つ美しい娘が姿を現した。蜥蜴族特有のすえた匂においは微み塵じんもせず、それどころか甘やかな薫香がふわりと辺りに舞うようだった。

「お初にお目にかかります青の宮様。サファルリアと申します」

　僅わずかに体を倒し略式の礼をして顔を上げた娘を、トラセラはじっと見つめた。

　──似ている。

　と、思うのも変な話だ。私はかの方に一度も直接お会いした事は無い。しかしそれでもこの娘から漂う気配は、あの方のものに良く似ているように思われた。

　──しかし。

　竜気が感じられず竜香も香っては来ない。似てはいるが正妃様では無い。残念だがそれだけは確実のようだとトラセラは落胆した。

　その時ふと、であればあの手紙から香った正妃様の竜香は何だったのかと疑問が脳裏によぎったがその時、「青の宮様」と涼やかな声に呼びかけられ、トラセラの意識が手前で腰を落としたまま微笑ほほえむ娘にひきよせられる。

「わたくし、二十年前の記憶がございませんの」

　徐おもむろに自らの事を語り始めた娘に、トラセラは目を細めた。

「青の宮様、お父様を責めないでくださいませ。情緒不安定だったわたくしをずっと温かく支え続けてくださったのですもの。正妃様が姿を隠されたお話はもちろん承知しております。二十年前、記憶の無いわたくしを見てお父様はすぐにでも竜王陛下にお知らせするつもりでしたのに、わたくしが怖がって、この地を離れて一人遠くに行くことになるかもしれないと……怯おびえておりましたの」

　悲し気に睫まつ毛げを伏せるサファルリアは美しかった。

「ですが、つい半年ほど前、竜王陛下の姿絵を手にしました。その時の衝撃は今も忘れられませんわ。この御方のお側に在りたいと、それから日に日に竜王陛下への募る思いを持て余し、ついに先日不ぶ躾しつけながら手紙を差し上げたのです。青の宮様、記憶もない私が陛下がお探しの正妃様であるなどとはとても申しません。ただ、何者でもないただの娘として、少しでも竜王様の御心をお慰めして差し上げられればと願ったので御座います」

　そう言って顔を上げる娘をトラセラは更に見つめた。心の底から清らかな思いを告げているのかどうか知れた事では無いが……それでも、この者の持つ気配はあの方をお慰め出来るかもしれない。と、そう考えた。

「よかろう。貴方をバーナドンヤにお連れしよう」

　先ほどまで考えていた手紙の件が、不自然にも頭の中から消え去った事には気付かぬままトラセラは娘にそう告げた。








＊＊＊４　狭い巣穴









「ん……」

　オイはいつもと違う感触に目を覚ましぎょっとした。

　──どこ!?

　真っ暗な場所なのは変わらないが、いつもと違って狭く圧迫感のある空間に居る事に驚き、起き上がろうとして天井で強く頭を打った。

　──痛い。

　──何。

　──怖い。

　ガクガクと揺れる何かの中に詰め込まれているのだと、オイはぺたぺたとあちこちに手をやって気付いた。

　──どこ？　何？

　──どうして？

　訳の分からない恐ろしさにはっはと浅く息を吐きながら更に手を伸ばすと、土の上に寝かされ、その先にチクリと指先に良く知る棘とげの感触がして、オイはサッと手を胸に握り込んだ。

　──畑？

　──こんな狭い畑の中に閉じ込められたの!?

　──何で？　どうして!?　怖い。

　──怖いよ。

　ひゅっと恐怖に喉のどが締め上げられた時、ガクンと大きく全体が揺れた。

「ひ」と小さく悲鳴を上げると、それが聞こえたかのようにドンと外から何かを叩たたきつけられ、オイはビクリと身を震わせる。そのままさっきよりも激しくガクガクと揺れ、オイはあちこちに体をぶつけ土塗まみれになった。




「あらやだ。本当汚いわね」




　暫くしてふいに天井が開けられた。

　激しい揺れと空腹にオイは胃液を吐いていた。土に汚れ得体の知れない恐怖に青ざめたオイは、何が起こったのかまだ理解できていなかった。

　ただ、目にした事も無い眩まぶしさを感じて、びくりと小さな手で顔を隠した。

「何よ？　気持ち悪い動きしないでちょうだい！」

　そう言って水をバシャっと頭から浴びせられ、声にならない悲鳴を上げる。そのままビクビクと顔を上げて、オイは驚いて目を瞠みはった。

「お、おうひしゃま？　……」

　そこには、王妃と呼ぶように躾しつけられていた銀の美しい髪を持つ見知った娘が立っていた。その姿を認めて辺りを見ると、自分は土の入った箱の中から上体を起こし、さらに王妃様との間には両開きの扉があることが分かった。

　部屋にしては小さなそこは、何かの物入棚のようだった。

「そうよ王妃様よ。アンタの巣穴は今日からソコになったから、しっかり働きなさい。いいわね？　実を毎日沢山とって私に渡すのよ」

　そう言われてもオイは意味がわからず、怯おびえて目をキョロキョロと忙せわしなく動かした。

　今までいた部屋よりもさらに狭い場所。固い寝台ですらない薄布を敷いた土の上にいて、多分白かった布も今は土を被ってどろどろだった。その奥には黒い実のなる苗が数本葉っぱを伸ばしていた。

　──ここで暮らすの？

　──これから？

「い、いや……おうひしゃま。お、おゆるしくだしゃ…………おうひしゃま……」

　小さなオイが満足に立つことも出来ない狭い場所。本能的な恐怖を感じてオイは必死で頭を下げた。

「煩いわね！　毎日実を取ればそのうち出してあげるわよ！」

　そう言ってバタンと乱暴に扉が閉められ、真っ暗になってしまった。

「おう、ひしゃま……!!　お、おうひしゃま!!」

　慌てて扉にすがって叫んでも、もう人の気配は無かった。

　──怖い。

　──怖いよ。

　オイは両手で顔を覆って怖さに耐えた。それでも暫くすると暗くら闇やみに目がなれて、ぼんやりと黒い実のなるギザギザした葉っぱが目に映る。

　──実……取ったら出してもらえる。

　王妃様の言葉を思い出して、オイはのろのろと葉に近づき棘に指をぐっと突き刺す。ブツっと深く傷つけられる痛みに目をすがめると、赤いオイの血が葉に染み込んでいくのを眺めた。この植物はオイの血を栄養源に大きくなり実を付ける。

　くーくーと鳴る腹を押さえて、オイはただ静かに、零こぼれて来る涙もそのままに葉に血をやり続けた。
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　バーナドンヤの竜王の住む宮殿の後宮に、新たな側妃が迎え入れられた。忌まわしい蜥蜴の地からやって来たその娘は、豊かな銀髪を持つ美しい娘だった。

「蜥蜴娘なぞ……正気か？　トラセラ!!」

　赤い髪を怒りに震わせトラセラを睨にらみ付けるのは、宮の守の三竜の一人、三竜唯一の女性体竜種、赤のファガビだった。

「ファガビ。あの者は蜥蜴族ではない。蜥蜴族で育てられた娘だ」

「はっ戯たわけたことを!!　蜥蜴族で育てられた者なら、その娘の性根は蜥蜴族だろうに!?　そんな者をよくも陛下に差し出せたものよな!!」

　いつになく口汚くトラセラを罵ののしるファガビは、「まーまー」と白のツェグに肩を押さえられた。

「ツェグ！　貴様もシャキっとせぬか！　蜥蜴なんぞをこのバーナドンヤの宮殿に持ち込ませるなぞあり得ぬとな!!」

　フーフーと威嚇して暴れるファガビに、ツェグは困った様に眉まゆを下げた。

「……お前は何も感じなかったのか？」

「あぁ？」

　ツェグの呟つぶやきに目を吊つり上あげてファガビが顔を上げれば、「どちらにしても、最後は陛下の御判断だ」とすでに形作られた状態に文句を言うなと暗にトラセラが諭す。

　その突き放したような物言いに、ファガビはキッとトラセラの冷たい美び貌ぼうを睨み付けた。

「竜気を抑えろファガビ。人が死ぬぞ」

「煩い！」

　ツェグの腕を振りほどき、ファガビはペッと唾つばを吐き出した。三竜の尊き女竜のする行いとは思えない態度に、トラセラは眉み間けんに皺しわを寄せこめかみを押さえた。

「我は認めぬわ！　たとえ陛下が何と言われようともな！　蜥蜴は臭くて堪たまらぬ！　この宮殿で陛下の御側にあるは正妃様ただお一人よ!!」

　そう言い捨てると、ずかずかと足を鳴らしてファガビは自分の赤の宮へと戻っていった。
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「赤の宮様おかえりなさいませ」

　ファガビの赤の宮の宮小姓の少女達がワラワラと出て来て、長く宮を留守にしていた主人を労ねぎらう。その横に赤の宮を任されている宮侍従のシスランも一度膝ひざを曲げ主あるじを迎え入れてから、「ファガビ様おかえりなさいませ」と頬ほおを緩めた。

「うむ。ただいま戻った。お前達変わりはなかったか？」

　気持ちを幾分落ち着けて慈愛溢あふれた表情でシスランや小姓に語り掛けるファガビに、先ほどの粗野な雰囲気は見られない。そこに居るのは気品溢れる美しき三竜の一人だった。

「宮では何もございませんが、竜王陛下が蜥蜴とかげ族で育てられた娘を後宮に入れたと中々の騒ぎでございました」

「あぁ、それはもう会おうた」

　優美な女体の曲線に合うように作られた甲かつ冑ちゆうを小姓たちに脱がされながら、シスランの話にファガビはウンザリと返した。そうしてつい先刻の事を思いだす。

　正妃様捜索に国中を飛び回り、とくに目ぼしい成果も無く、毎度の如ごとく項垂うなだれ御前に報告にはべれば、高貴なる竜王の近くに見知らぬ娘が佇たたずんでいた。

　確かにすこしばかりはあのお方に似通っている所があると思わないでも無かった。

　しかし胸の内で舌を出すような醜悪さを何故なぜ誰だれも感じられないのか!?　所しよ詮せん蜥蜴の者よと分かろうものを、それを良しとしたトラセラやツェグに、そして何より竜王陛下御自身に、ファガビは唖あ然ぜんとしたのだ。

「そうそう、その娘といえば宮中で怖い噂うわさ話がございますよ、赤の宮様」

　先ほどの事を憮ぶ然ぜんと思い出していると、一人の小姓がファガビの美しく肉の付いた足を揉もみながらそんな事を言いだした。

「其方そなた、そのような不確かな噂話をファガビ様にお聴かせするのではない」

　横に立つシスランがそっと窘たしなめたが、ファガビは例の蜥蜴娘の話に興味を持ち「良い、申してみよ」と先を促した。ファガビの宮の者はほとんどが女性だ。その姦かしましさをファガビも楽しみ、それ故に噂話が飛び出す事は尽きない。

「それが、その者の賜った花の屋で毎夜子供のすすり泣きが聞こえるとか何とか……」

「…………なんだそれは」

　ひゅーっとおどろおどろしく手を上げた小姓に呆あきれた顔を向けると、「ですが宮様、私もその泣き声を聞いたのでございます」と腕を揉んでいたもう一人が話に入って来た。「あれはきっと子供の亡者に違いありません」と言ってぶるりと震えた。

「馬鹿馬鹿しい。竜王陛下の御お膝ひざ元もとでそのような事、ある訳が無いではないか」

　シスランが眉を寄せて小姓らを見るも、「ですが確かに聞きました」と少女達は頬を膨らませる。

「もうよい。口を動かさずに手を動かせ。ファガビ様、真に申し訳ございません」

「あぁ、いや……」

　シスランがそう言って頭を下げたが、ファガビはその話が妙に気になった。

　──子供の亡者とな……。








＊＊＊５　花の屋









　竜王は謁えつ見けんの間で蜥蜴の地から来た娘を無感動に見下ろしていた。

　──ついに地這などからも娘を連れて来るか……愚かな。

　竜王の血脈を残そうと侍従長始め家臣が躍起になっているのは理解している。その必要性も僅わずかではあるが飲み込んでもいる。

　──しかしよりにもよって蜥蜴族から来た娘など……。

　いくらアレのような銀髪だとしても、私の唯一の銀の妃には遠く及ばないものを……。

　そうして竜王は目を閉じる。

　緑溢れる竜の隠れ里で、虹にじ色いろに光る竜核の中揺らめく美しい半身。アーシェナ。

　その自らが名付けた名を呼ぶのは王である自分だけ。この身の竜気を注ぎ育てた美しい私のイルカヤンヤ。長く輝く銀髪に白く嫋たおやかな長い手足。性の変異を前にした細い体。その目が開けられ、美しくきらめく宝石瞳が何色に輝くのかを楽しみに、ただ愛いとしさを注ぎ続けた唯一の妃。

　彼女以外では意味がないのだ。

　体を繋つなげて子を生なしたとしても、私の唯一の銀の妃でなければ無意味で虚むなしい。

　──アーシェナ。

　──何処にいるのだ。

　国を挙げて血ち眼まなこになり探し続けて二十年。お前でなければこの渇きは決して癒いやされないと言うのに。

「面を上げよ」

　眼めの裏に今も揺らめく美しい半身の姿を思い描きながら、侍従の声に竜王はゆっくり目を開けた。

　──アーシェナ!?

　顔を上げた娘に一瞬、愛しい正妃の面影を見て竜王は目を瞠みはる。

　──いや。

　──違う。

　アレの方がまだ細い。顔立ちもその髪も同じようだが違う。しかし。




　──似ているのか。




「偉大なる竜王シシカラジビガ。地這の地より参りましたサファルリアと申します。卑しきこの身ではありますが、お側に在る栄誉をどうかお与えくださいませ」

　再び顔を下げ両手を広げてそう述べた娘に、竜王は「……好きにするが良い」とだけ告げ立ち上がった。

「お許し頂き嬉うれしく思います。命を凝らし身を捧ささげてお仕えいたします」

　鈴を転がすような耳に心地ここちいい声を全すべて聞く事無く、内心の動揺を抑えるかのように竜王は謁見の間を出た。




　──まがい物だと。

　──私の唯一の銀の妃ではないと分かっていながら、二十年探し続ける面影を、あんな娘に見てしまった。

「トラセラ」

「は」

　部屋に戻り、執務室にある大きな窓から外を眺めていた竜王は、徐おもむろに側に控えていた青のトラセラに声を掛けた。

「あの娘の顔は確かに……少し似てはいるな」

「御意」

「だが妃ではない。それは確実に違うと断言できる。出来るが……」

　竜香の香らないその体が正妃であるはずがない。そう分かっていながらも口元を押さえ考え込む竜王に、トラセラも小さく頷うなずいた。

「はい。わたくしもあの娘には何処か正妃様の気配を感じてしまっており……混乱致しております」

「そうか」

「……ツェグも同様にございます」

「そうか」

　そう答えると竜王は、再び窓の外へ見るともない視線を向けた。
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「陛下が又しても花の屋様を！　……は！　すぐお召しに上がる様にお呼び致します！」

　青のトラセラから言を受けたマギム侍従長がそう言うと、慌てて部屋から退室しようとした。側妃様をお迎えする為ために後宮を作って、初めて竜王陛下のお声が二度も後宮の姫にかかった事に喜び勇んでいる様子がわかる。

「いやマギム侍従長、此こ度たびも陛下は少しばかりの話相手にとお考えになられているだけだ。余計な気はまわさぬようにな」と釘くぎをさす。すると「は」と老齢の体を折り曲げ、マギム侍従長はトラセラへ頭を下げた。

　花の屋とは先日地這からきた娘に与えられた部屋の呼称だ。

　あれから陛下はあの娘に僅かばかりの興味を向けられた。後宮へ出向く程ではないが少し話をするぐらいには関心を抱かれ、こうして側に呼ばれるのも二回目になる。

　それが良い事なのかどうか、正直トラセラも迷う時はあった。

　正妃様がおられない今、少しでも陛下の御心をお慰め出来ればと思い連れてきたものの、それでもいざ正妃様以外に陛下の御心が僅かでも向けられることに、悲しみにも似た気持ちがトラセラの胸を満たすのはどうしようもない事だった。

　竜の隠れ里の正妃様と近しい場所で、次代の宮の守として前宮の守らから竜気を注がれ育った三竜は、正妃様のお姿を直じかに見る事は叶かなわなくても、その竜核の側で妙たえなる気を感じながら育った。

　偉大なるシシカラジビガとその唯一の妃イルカヤンヤをお守りする為に生まれる宮の守として、力尽きるまでお二方の側にあることが出来ると、その栄誉と幸運を核の中で育ちながら信じて疑わなかった。

　それが二十年前。

　此処こことは違う異界にある隠れ里で起こるはずも無い嵐あらしに正妃様の竜核が浚さらわれ、生まれる直前の最も力の振るえないその時に、目の前で高く空に消えて行く正妃様の竜気を、唖然と竜核の中から見送ったのだ。

　血を流すような苦しみの中で生まれ出て、直ぐに正妃様の身をお助けする為に飛び出したい体を押さえつけ、我々宮の守の三竜は竜王の御前に跪ひざまずいた。

　その時陛下の怒声と激しい竜気に、生まれ出でたばかりの三竜の身も心もズタズタに引き裂かれた。

「何故なぜ妃の大事に先んじて貴様らは生まれなんだ!?　王と妃を守るが貴様らの使命ぞ!!」

　唯一の妃。自らの半身をその腕に抱く事が出来なかった竜王陛下は血の涙を流され、辺りを切り裂く竜気を抑える事もせずに咆ほう哮こうした。




　──二十年。




　それは竜人にとって決して長い時間ではない。まして竜王であらせられる陛下にあっては微睡まどろみの如き僅わずかな時間。それでも正妃様を失われたままの今の陛下にとっては、命短し人のそれよりも、長く耐えがたい時間であると、トラセラを含めた臣は皆理解している。

　──しかし僅かばかりの慰めになればと女性を薦めておきながら。

　──それが許せないと内心悶もだえるなど。

「ファガビを諫いさめる事も出来んな」

　利かぬ気の赤髪の妹竜の事を思い自じ嘲ちようして、トラセラは長衣の裾すそを払うと竜王の許へと向かった。
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「赤の宮様。どうかもうおやめくださいまし」

「さようでございます、宮様がこのような場所に来られるなど………」

　スタスタと宮殿の奥庭の道なき道を歩く赤のファガビの周りを、赤の衣装を纏まとった宮小姓の少女達がオタオタと纏まとわりつきながら話しかけて来る。

「よいからさっさと案内いたせ」

　その懇願を気にも留めないファガビに言われれば、少女達はへにょっと眉まゆを下げて黙りこんだ。

　バーナドンヤの宮殿の敷地の端に、竜王の側妃の為に新しく作られた後宮がある。五年前に完成したそこは煌びやかではあるが、側妃らが集められていても竜王が訪れる事も無く、いつしか女達の鬱うつ屈くつとした思いが渦巻いているような、何とも居い心地ごこちの悪い場所になった。

　しかし、例の新しく召された蜥蜴とかげの娘の部屋の近くで起こる怪異に興味を持った赤のファガビが、自らの小姓らにその場所を案内させていたのだ。

「それで何処なのだ？」

「………此方でございます」

　目をキラキラさせる主に逆らえるわけもなく、宮小姓の少女は主を引き留める事を諦あきらめ、結局素直に問題の場所へ案内することにした。




　蜥蜴の娘。今は花の屋様と呼ばれるその娘が後宮にやって来たのは二週間前。

　宮殿内の多くの者達が蜥蜴族から来るという娘を蔑さげすんでいたが、その姿は何とも美しく、又思いもよらず竜王陛下の歓心を得た為、すでに後宮入りされていた姫君達には憎しみにも似た嫉しつ妬とと羨せん望ぼうを以もってその存在は受け止められていた。

　その為、当初〝花の屋様のお部屋近くで子供のすすり泣きが聞こえる〟と言うのも、姫君達の妬ねたみや嫌がらせで広められた戯ざれ言ごとだろうと思われていたが、後宮とは関係のない食部と庭部の者もそんな声を聞いたと言い出して、宮殿内に務める下働きの者達にその噂はふわっと広がった。

　しかしそんな噂話も流石さすがに高貴な方々の耳に入るほどでは無い。赤の宮様が中々知ることのできないお話をといつも宮に戻られると請われていた為、つい噂話を披露してしまった宮小姓は後宮の奥庭を踏み分けながら内心で顔を覆っていた。

　──こんな場所を竜王陛下に次ぐお立場の三竜の赤の宮様にお通り頂くなんて…………。

　宮殿の裏の裏。

　薄暗く、すぐ側まで竹林が根を伸ばしていた場所に案内すると「此処でございます」と宮小姓は小さく告げた。

「此処か」

　ファガビは辺りを見回し、なるほど花の屋は後宮の端も端に場所を与えられたのかと独り言ごちた。

　建物が竹の陰になっていて寒々しく、まだ日のある時間だというのに薄暗い。確かに何か良くない者でもまろび出そうな場所ではあった。

「しかし……このような場所に其方そなたら一体何をしに参っておったのだ？」

　赤の宮で働く小姓が通りかかるような場所ではなかろうにと、ふと浮かんだ疑問をファガビが投げかければ、二人の小姓は真まっ赤かになって「此処から奥に参りますと……その…………竹の子が取れるのでございます」と小さく言った。

　竹の子はファガビの好物だ。

「今の時期取り寄せても満足のいく物は中々ございません。ですが此処は竜王陛下のお力の御お蔭かげか、年中良い竹の子が取れるのでございます」

「後宮の奥庭にあたる為……下男に取らせるわけにもいかず…………時に私共が参っておりました」

「あぁ……左様か」

「勝手を致しまして申し訳ございません!!」

「良い良い。我の為であったなら言うまい。しかし次からはシスランにでも相談するがよい」

「御意にございます」

　地面に身を伏せて小さくなる宮小姓の少女らに手をふって言えば、ファガビはそのまま建物の様子を窺う。

「………聞こえぬな」

　さやさやと竹が風に揺れる音が辺りに響くばかりで、子供の泣き声など何処からも聞こえて来はしなかった。

　暫しばらくそうして耳を澄ませていたが、子供の声どころか物音一つ聞こえない静けさに、半刻ほど佇たたずんでいたファガビが「もう良いか。戻るぞ」と小姓らに顔を向けた。

「は」

　キュッと頭を下げ、「では参りましょう」と宮小姓二人が宮に戻る方向に手をやった時「……ぅ、ぅ」と蚊の鳴くようなか細い声が三人の耳に届いた。

「聞こえたぞ！」

「はい。確かに」

「確かに」

「何処だ？　何処から聞こえた？　この壁の辺りか？」

　きらりと目を光らせてファガビが壁に耳を付けるのを見ながら「わたくしは此方こちらの下辺りから聞こえたような……」と宮小姓らも各々身体からだを曲げて声の出所を探った。
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　暗くら闇やみの中でオイは実を育てていた。

　直ぐに実を寄越せと言われても、通常まだ葉しか生えていないものがそんなに早く実をつける事は無い。それでも沢山血を与えて、昨日きのうやっと一つの実を王妃様に渡す事が出来た。

　此処に入れられて何日経ったのかも分からなかったが、毎日一度扉が開けられて「実は？」と聞かれる。まだ育っていないと知れると棒で何度も叩たたかれた。

　そんなオイに食事が与えられる事は無かった。

　──それでも。

　──オイは生きていた。

　主人に毎日渡していた黄金の雫しずく。胸元に入れた小瓶の中に毎日溜たまるそれを、オイは口にした。

　始めは、いつまで待っても食事が与えられない事にオイは怯おびえた。血を流して実を育てているのに食事が無くては死んでしまう。そう必死に訴えても、外に人のいる気配もないのに誰かに聞いてもらえるはずもなかった。

　数日空腹で過ごし、倒れ込んだ胸に、ふと重みを感じて探ると、いつも仮面の主人に捧ささげていた金の雫が溢あふれんばかりに小瓶に溜まっている事に気が付いた。

　毎日、どういう仕組みか瓶に溜まる黄金の液体。これが一体何なのかオイは知らなかった。ただ昔から、溜まれば薬瓶に移し替えて寄越す様に、主人に厳命されていた物。それだけだった。

　──お水……。

　カラカラの喉のど。この液体を飲めば少しは癒いやされるかもしれないと考えて、オイは震える手で小瓶を開けた。

『毎日必ズモッテコイ』

　不気味な仮面の男の事が脳裏を過よぎったが、此処に男はいない。液を移し替える薬瓶もないのだ。それに、オイはもう限界だった。

　こくりとそれを口に含んで喉に流しこむ。

　すると途端に、ぱぁっと体中に得も言われぬ甘さが染み渡り、オイは驚いて体を起こした。

　空腹と喉の渇きが綺き麗れいに消えてしまった。それどころか体中にあった痛みや葉で傷付けた怪け我がも無くなってしまっている。

「？　……？？」

　狭い暗闇で、体中をぺたぺたと触って、オイは目を丸くした。

「しゅごい……」

　飲んだだけで元気になる水……？　そんな不思議な物が…………？　凄すごい！　凄いね!!　と興奮してワタワタと手を動かし、そわそわキョロキョロして、しかしオイはすぐ我に返った。

　元気になっても此処からは出られない。

　暗くて狭い此処から。

「ぅ………うっ、んっ……う、ふ……わぁあああん!!」

　オイは声を上げて泣いた。

　前と同じくらいの時間を何年も何十年もこれからは此処で過ごすのかと、此処がオイの新しい居場所かと、元気になった分、痛切に感じた恐怖と絶望感に、今まで出した事が無いくらいの大声で泣きじゃくった。

　泣いて泣いて、ヒックヒックと声を漏らし、オイはいつの間にかそのまま眠ってしまった。




「何を寝ているのよ!!　実は!?　早く実を作りなさいよ！」




　突然扉が開いて、まだ実が出来ていないと知った王妃様が、眠っていたオイを棒で何度も叩いた。慌てて身を丸めて必死にオイは声を出した。

　──申し訳ございません。

　──申し訳ございません。

　──お許しください。

　──王妃様。

　──お許しください。

　上手うまく回らない舌で許しを求めながら、オイは土の上に小さく小さく身を縮める。

　せっかく元気になった体は、叩かれて又あちこち腫はれあがった。暗く閉じられた場所で、紫の葉にオイはよろめきながら再び血を与える。空腹に眩暈めまいがして、渇いた喉がひりひりと痛んだ。

　いつの間にか眠り、目を覚ませば溜まった金の液体を飲む。その瞬間元気を取り戻しても、結局血を流し実を育てて疲れ果てる。そうしてやっと育った実を王妃様に渡して……でも実が出来ていなければ棒であちこち叩かれた。

　──申し訳。

　──ございません。

　涙が頬ほおを濡ぬらす。知らずに出る泣き声がオイの口から零こぼれ続けた。

　金色の液体で回復する体は、オイに希望と絶望を与えた。もう何日もあの夢を見ていない。見るのは真っ黒い影に追い回されて棒で打たれる夢。洞どう窟くつで暮らしていた時よりも、オイの日常は劣化し酷ひどくなっていた。

　──お許しください。

　──お許しください。







「驚いたの……こんな所に子供が…………」




　夢にうなされるオイを包み込むような、力強い声が降って来て、オイはハッと目を覚ました。目に飛び込んで来た真まっ赤かに燃えるような髪が光に煌きらめいて見えて、何て温かい色だろうとオイは目を瞠みはった。








＊＊＊７　ファガビとオイ









　花の屋に与えられた後宮の一区画から子供の泣き声がする。そんな怪談じみた噂話が、真実子供の泣き声だったなどと、誰だれが考えられただろうか？

　実際には花の屋のいる部屋ではなく、その隣の無人の部屋の廚くりやの奥にある大きな物入棚に、外から鍵かぎを掛けられ、土と何かの植物と一緒に小さな子供が詰め込まれていた。

　ボロ布を纏まとった痩やせた子供だった。ボサボサの灰がかった白い髪も身体も土に汚れ、異臭を放っている。扉を開けたファガビを見上げた赤い目だけは大きくぎらぎら輝いて見えて、それが酷く異質に映った。

　おかげでその子供を見た宮小姓の二人は「ひ！」と引ひき攣つった悲鳴を上げたほどだった。

　しかしファガビはその子供を目にしてすぐ、胸が引きちぎられるような心持ちになった。一刻も早く保護して差し上げねばならぬと、その小さく汚れた体を抱き上げた。

「ひぃ！　宮様！　おやめくださいませ！　お、お召し物が……!!」

「そのような何処から来たかもわからぬ怪しの者!!　お捨て置きくださいませ!!」

　小姓の二人が悲鳴じみた声でファガビに縋すがるも、相手にしている場合ではないとばかりにしっかりと子供を胸に抱きしめ、ファガビは駆けだした。

　宮の守三竜の一人、赤のファガビが少しでも力を込めて駆ければ、唯ただ人びとである宮小姓の少女達では追いすがることも出来ない。たちまち二人はファガビに置いて行かれた。




「シスラン！」

　ファガビは赤の宮に戻り大声を出した。宮を取り仕切っている侍従のシスランを呼びつけると、黒髪の男とも女ともつかない中性的な美び貌ぼうを持つ宮侍従のシスランが低頭して現れた。

「ファガビ様おかえりなさいませ」

「湯の用意をしろ！　あぁ、いやまず食事か!?　金鶏卵の粥かゆを出せ！　それから柔絹で仕立てた服だ！　急げ！」

　大声で指示を出してくるファガビに、シスランの後ろに控えていた宮小姓達が主の要求を受けて、何が何だか分からないままに指示に従うべく慌てて駆け出す。しかしシスランは主の腕の中にいる者にチラリと目をやったかと思えばゆっくりと膝ひざを曲げ、「恐れながら、まずは王宮典医をお呼び致しましょう」と告げた。
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　何が起こったのか、オイには分からなかった。

　良い匂においがする広くて明るい場所に連れて来られ、綺麗な服を着た人たちに温かいもので体を優しく拭ぬぐわれ、信じられない程柔らかい寝台に寝かされた。

「体はどうだ！　何が問題だ!?　食事は出来るか!?　薬が必要か!?」

　今は白い服を着た老婆がオイの体に手を当てるのを感じながら、赤い髪の美麗な女性がワーワーと騒ぐのを、不思議な気持ちで見上げていた。

「赤の宮様お鎮まり下さいませ。この者は栄養が足りていない様子ですが、それ以外は特に異常はございませんよ。胃腸を整える薬を念の為お渡ししましょう」

「む、そうか。では直ぐに粥を食べさせよう」

「それがようございます」

　そう会話をすると老婆は丁寧に頭を下げて部屋から出て行った。

　──何だろう。

　──どこだろう。

　全く訳の分からない状況だったが、不思議とオイは落ち着いていた。

　綺麗で温かい空間は確かに心地ここちいいけれど、それ以上にこの赤髪の女性から溢れて来る何かにとても心安らいで、オイは自然と身体からだの力を抜いていた。

「どうだ何処か気持ち悪いとこなぞ無いか？　おお、粥がきたぞ、我が食べさせてやろう」

　赤髪の女性は嬉うれしそうにオイの横になった寝台の側そばに腰かけ、可愛かわいらしい少女が恭しく掲げた粥を盆ごと手に持つと一匙さじすくい、ふーふーとさましてからオイの口元にそっと近づけた。

「あ、あいがと……ごじゃ、ごじゃましゅ」

　オイはペコリと頭を下げた。そうすると女性はぎゅーっと眉まゆを下げて泣きそうな顔をした。

「良いのだ！　そのように頭を下げずとも！　さ、粥を食せ！　早く元気になるのだぞ！」

　そういって差し出す匙に、オイはおずおずと口を付けた。

「!?」

　──おいしい！

　熱すぎず丁度いい温かさの粥は今まで食べた事も無い程芳ほう醇じゆんな味わいで、あまりの美味おいしさに目を見開いて、すぐオイの頬がふにゃっと緩んだ。

「美味うまいか!?　そうか！　良かったな！　良かったな!!」

　その顔を見て、女性はいよいよ泣きそうな顔でうんうんと頷うなずくと、更に粥をオイの口に運んだ。

　パクパク夢中で粥を食べるオイを蕩とろけるような眼まな差ざしで見て、「良かった、良かった」と呟つぶやいている。

　その顔が本当に嬉しそうで、今まで誰かにそんな風に接してもらった事が無かったオイは、少し戸惑いながらも、胸の中がほわりと温かくなった。

「よう食べたな！　ではすこし眠ると良い。何かあれば側におる故なんでも申せ！　よいな。ゆっくり休むのだぞ」

　粥を平らげたオイにそう言って赤髪の女性は優しく微笑ほほえんだ。

「あいがと……ごじゃましゅ」

　柔らかい寝台に沈み込みながらオイが心からの感謝の言葉を口にすると、「良いのだ」と赤髪の女性が嫋たおやかな指先でオイの額にかかる髪を優しくかき上げた。

　その温かい感触にオイは自然に目を閉じると、ゆったりと解けていくような心地よい眠りに落ちて行った。
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「それで、そのお方は一体何処の何方どなたでございますか？」

　シスランが声を掛ければ、主は「知らぬ」と此方こちらを見もせずに応こたえた。

「ただ、我にとって大切な存在だと感じたのだ……」

　寝台の横で眠る子供を優し気に見つめながら、ファガビはそう静かに呟いた。

「左様でございますか。でしたら我々も心を込めてお仕えさせて頂きます」

「うむ。頼むぞ」

　跪ひざまずき頭を下げたシスランに、ファガビはやっと向き直り一つ頷いた。




　何処から来たのかも分からない小さな子供は、その日から赤のファガビの宮で生活をする事になった。
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　──オイは。

　──王妃様の事も。

　──黒い実の事も。

　──仮面の男主人の事も。

　今までの、オイにとって辛つらくて苦しい毎日の事は何も話さなかった。話してしまうとこの温かい環境が突然消えて、ただの夢になってしまうんじゃないかと怯おびえたからだ。

　それでも赤髪の女性ファガビは、『話したくなれば話すがよい』と優しくそれだけ言って、オイに何も聞いてはこなかった。




　ファガビにあの場所から連れ出された次の日の朝、目を覚ましたオイは寝台の横に、いつも胸元に収められていた小瓶が置かれている事に気が付いた。胸元に入れていなかったからか、黄金の液体はいつもと比べてかなり少ない量しか小瓶に溜たまってはいなかった。

　──これを……ファガビに渡せば喜ばれるかな。

　手元に引き寄せ、瓶の底に僅わずかにある黄金の液体を目にしながら、オイはそんな事を思った。

　飲めば空腹も消し去り、怪け我がもあっという間に治してしまう黄金の液体。そんな凄すごいものだったからこそ、仮面の男が毎日持って来いとオイに命令していたのだと納得する。

　──うん。そうしよう。もっと溜まったらファガビに渡そう。

　今自分が出来る喜ばれそうな事は、それしか思いつかなかった。

　だからオイは胸元に小瓶をしまおうとして、首元から服の中に入れたそれがストンと腹迄まで落ちてしまって戸惑った。

　──入れるところが無い。

　すべらかな生地で作られた服には、何処にも小瓶を忍ばせておける袋は付いていなかった。

　──どうしよう。

　キョロキョロして服を引っ張ったり捲まくったりしていると、「どうされましたか？　深緋こきあけ様」と宮小姓の少女が声を掛けてきた。

　深緋様とはオイの事だ。『名前は何という？』とファガビに聞かれ、オイと答えたら何故か眉を寄せられた。

『赤ススルギの葉の濃く色づく秋色のような赤目ゆえ、深緋と呼ぼうぞ』と言われて昨日きのうからオイは此処ここでそう呼ばれている。

「あ、あにょ……こえ…………」

「その小瓶は……深緋様がお持ちになられていた物でございますね？　違いましたでしょうか？　何か不都合がございましたか？」

　おずおずと捧ささげた小瓶を目にしてそう言われ、オイはプルプルと首を振った。

　オイが此処に運び込まれた時、オイのボロボロの服から出てきた小瓶を、寝台の横に置いておいたのはこの宮小姓だった。何か問題があっただろうかと慌てていたが、オイが首を振るので、では何だろうかと宮小姓は首を傾かしげた。

　この宮殿内ではそうでもないが、一般の者にとってガラスは高価なものだ。中には何も入ってはいなかったが、瓶自体大事な物だと思ったので側に置いていたのだったが……。

「あにょ、あにょ……こえ、ここに入れたい、かりゃ、ここに…………」

　そう言ってオイは自分の胸をポンポンと叩たたいた。

「あぁ、御胸に忍ばせておくものなのでございますか？　そういえばお召しになられていた服にも内に袋がついておりましたね。畏かしこまりました、直ぐにご用意致します」

　オイの希望を理解した宮小姓はさっと跪くと、一礼して部屋を出て行った。そしてわりとすぐに戻って来て内袋の付いた同じような服をオイに着せてくれる。

「あいあとごじゃましゅ」

　オイがお礼を言ってぺこりと頭を下げると「とんでもないことでございます！　私共にそのような事はおやめくださいませ」と恐縮された。

　今までと１８０度変わった状況に慣れずにオイは眉を下げた。人に傅かしずいていた自分が傅かれている。

　昨夜比較的元気になったオイが、ファガビに対していつも王妃様らにするように、床に跪き頭を床に擦り付けて両手を掲げお礼をして見せると、悲鳴を上げられてしまった。ファガビに二度とその様な事はするなと泣きつかれて、どうもいけない事だったらしいとオイはまた戸惑った。その後ファガビ様と話しかけたら、ファガビと呼ぶようにとも窘たしなめられた。

　色々と困惑しながらもオイは、それでもまったりと幸せだった。

　何故なぜなら、まるで此処はあの夢の中のようだと胸の中が温かくなるのだ。

　綺き麗れいな明るい場所に優しい人たち。




　──ただ。

　──そうただあの人がいないだけで……。




　オイはそう考えた時、シクシクと痛んだ小さな薄い胸をそっと押さえ込んだ。








＊＊＊８　喜ばれないもの









　朝オイが目を覚ますと、何時いつものように胸元に重みを感じて胸の小瓶を取り出す。するとそこには確かに黄金の雫しずくが満たされていた。

　──これをファガビに渡す……。

　そう思いながらオイはキョロキョロと辺りを見回した。

「お目覚めですか？　深緋こきあけ様」

「あ、おは、おはよごじゃましゅ」

　オイが寝台から起き上がっている事に気が付いてパタパタと近づいて来た宮小姓に、オイはぺこりと頭を下げた。

「深緋様、私どもに頭をお下げになる必要は御座いませんよ、さぁ此方へ」

　困ったようにそう咎とがめられ、オイはそっと奥にある扉へ促された。何処かへ出かけるのだろうか？　と思いながら片手に握り込んだ小瓶の事を思いだし、「あ、あにょ、あにょ」と少し前を歩く宮小姓の少女にオイは話しかけた。

「どうかされましたか？」

　すぐに少女は歩みを止めて、オイを振り返り跪いて話を聞いてくれる。

「あにょこえ、こえをファガビに……」

　金の雫が一杯になった小瓶を差し出すと、宮小姓は不思議そうな顔でオイを見つめた。

「深緋様のお持ちになっていたその瓶を、赤の宮様にお渡しされるのですか？」

　どういうことかと意味を計りかねているような顔で見られて、オイは突然恥ずかしい事をしてしまったのだと真まっ赤かになった。そのまま俯うつむくと手を引っ込めて「も、もうしわけごじゃましぇん……」と消え入りそうな声で宮小姓に謝罪した。

「深緋様？」

　オイの声が聞き取れなかったのか、宮小姓が心配げに声を掛けてくれた。それに「なれもない、ない、れしゅ……」とだけ答えて、オイは胸元の内袋に小瓶を慌ててしまい込んだ。

　これをファガビに渡せば、喜ばれるのではないかと思った気持ちが急速に萎しぼんでいく。そうだ自分のような化け物から、請うたわけでも無いのに何かを押し付けられるなど…………喜んでもらえるはずが無かったのだ。と。

　──昔。

　あの洞どう窟くつのような部屋と畑の往復をしていた時、思いついて畑の黒い実の葉で花のような形を作った事があった。夢の中で見る美しい花を思い浮かべて、休憩の合間、皮膚を引ひっ掻かく棘とげを丁寧に取り除いて、何日もかけて作ってみた。ギザギザだった紫の葉は豪華な花びらの様に束ねられ留とどめられ、オイの目から見て美しく出来たと思った。

　──喜ばれる。

　そう思って胸が高鳴った。

　無意識に、コレを渡せば……何か優しい言葉をかけてもらえるのではないかと、浅ましくオイは期待していた。

　恐ろしい仮面の御主人様に褒めてもらえるかもしれない。オイを嫌っている少女にも〝素敵ね〟と喜んでもらえるかもしれない。

　──少しだけ何かが良い方向に変わるかもしれない。

　ドキドキしてオイは翌朝それを黄金の雫と共に仮面の男の所へ持って行った。ちょうどそこにはまだ幼くふくよかな少女だった王妃様もいた。

『クダラン事ヲスルナ』

『何それ、汚い!!　いやだアンタが作ったの!?　化け物蜥蜴とかげのくせに!!』

　冷淡に仮面の男に言われ、王妃様にはぐしゃりと踏みつけられて、汚いものを押し付けないでとさらに蹴けり飛ばされた。

　喜ばれるどころかただ人を不快にさせただけだった。

　──申し訳ございません。

　──申し訳ございません。




「深緋様？」

　呼びかけられてハッとしてオイは顔を上げた。

「よろしいのですか？」

　優し気に小瓶の事を尋ねられて「よ……よろしいでしゅ。あい、あいがとごじゃましゅ」と頷うなずいた。

　──ここは優しい。

　それでも、オイの行いが喜ばれるかどうかは分からない。余計な事をと、それを切っ掛けに夢のような世界は消え失うせて、あっという間に元の暗いあの場所に連れ戻されてしまうかもしれない。

　オイは何故か確信めいたそんな気持ちが湧わいて来て、きゅっと唇を噛かむと、胸元にしまった小瓶を握りしめた。




　その後は寝台の有る部屋の隣に備え付けられていた水場にオイは連れて行かれた。此処に来てから何度も使ったそこは、水場とは思えない程豪華な設しつらえで、オイは少し緊張してしまう。もじもじしながら用を足し、朝湯に浸つかると、全身を優しく洗い上げられてから、見た事も無いような綺麗な服を持ってこられた。

「お顔の色も大分良くなられたので、こちらをお召し下さい。いつまでも寝衣のままでは外にも出られませんものね」

　白しら地じに金の刺し繍しゆうが施された衣の上から、キュッと結ばれた帯は、濃く染め上げられた赤色に濃淡をつけた美しいものだった。その上からさらに薄紅色の長衣を羽織らされた。

　その衣装を見下ろし、オイはあまりの華美さに目を回しそうになった。さっき迄着ていた白の服ですらもったいないくらい上質のものだったのに。

　──こんな綺麗な服を着るなんて……。

　申し訳なくてオロオロしていると、着付けをしてくれた宮小姓が立ち上がり、「お似合いでございます深緋様」と満足気に目を細めてから、「ささ、お食事に参りましょう」と優しく手を添えて部屋から連れ出してくれた。
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「遠慮せず自由に過ごすと良いのだぞ」

　そうファガビに言われて、翌々日の昼過ぎオイは庭に出ていた。

　青い空に鮮やかな緑の木々。爽さわやかな風が頬ほおを撫なでてオイの髪を騒がせる。ファガビに此処に連れてこられて、もう四日ほど経たっていた。

　昨日きのうからファガビは宮を留守にしていたけれど、宮小姓の少女達がオイにいろいろと世話を焼いてくれて、小さく痩やせて不健康だったオイは、たった数日で頬はふっくらと膨らみ肌艶つやが良くなり、ボサボサで傷んでいた灰白の髪は艶やかに整えられていた。

　何故なのか分からないが大切に扱われる事に恐縮しながらも、結局、あれからお礼にと考えていた金の雫を、ファガビに渡すことは出来てはいなかった。

　ただあの日の翌朝、さらに満杯になって溢あふれるかと思われた金の雫は、小瓶一杯になった以上には増えていなかった。不思議に思ってオイがそのまま飲み干してみると、今朝けさまた小瓶にしっかりと溜たまってはいた。

　どうやらこの小瓶を空にしておかなければ、金の雫は出てこないものらしい。だから毎朝他の瓶に詰め替えて仮面の男へ持って行かされていたのだと、オイは納得した。

　ただそれが分かったから何だというのだろう。

　此処ここには詰め替える瓶は無いし、そもそもファガビに渡す勇気がへしゃげてしまっていた。

　仕事もせずに、与えられるまま贅ぜい沢たくをしている事に後ろめたい気持ちを持ちながらも、オイはもう少し此処に居たいと優しさにしがみ付いていた。








＊＊＊９　会いたかった









「まぁ、深緋こきあけ様。とても可愛かわいらしゅうございます」

　外に出る為ために用意された金糸に紅色の上着を着て靴を履かされると、そう言って嬉うれし気に騒ぐ少女達にオイは「あいあとごじゃましゅ」と笑顔を見せた。

　オイは会話らしい会話をしてこなかったせいか、喋しやべるのがとても苦手だった。それでも嬉しい気持ちを伝えたくて沢山ありがとうの言葉を口に乗せる。その仕草が可愛らしくて、赤の宮の者は今やオイにメロメロだった。最初に後宮の奥でファガビと一緒にボロボロに汚れたオイを見つけて悲鳴を上げた二人の宮小姓ですら、顔を蕩とろけさせていた。

　そうして出てきた宮殿内の広い庭は、色とりどりの花が咲き乱れる美しい場所だった。

　──綺麗な物は大好きだ。

　オイの知る綺麗な物のほとんどは夢の中のものだけだったけれど、それが現実に、いま目の前に存在する事が嬉しくて、その場にしゃがみ込むと、オイは夢中で美しい花々を眺めた。

「気に入られましたか？　庭部に言って花束にさせましょう。深緋様はどの花がようございますか？」

　横に付いた二人の宮小姓がオイに問いかけるも、オイはぷるぷると首を振った。せっかく美しく咲いているものを摘んでしまうのは可哀かわい想そうな気がした。

「あいあとごじゃましゅ。おはにゃいりましぇん」

「左様でございますか？」

「しゃよでごじゃましゅ」

　コクっと頷いたオイを宮小姓の二人は可愛らしいと感じながらも、小姓の言葉を真似まねたそれに困った様に眉まゆを下げた。

　その時、再び花を眺めていたオイが、突然ハッと弾はじかれた様に顔を上げ硬直した。

「深緋様？」

「どうかされましたか？」

　急に固まったオイに何かあったのかと二人が心配気に問いかけると「……しゃ、はん…………」と何かを小さく呟つぶやいて、突然パッと奥に向ってオイは走り出した。

「深緋様!?」

　驚いた二人が後を追う。トタトタとそんなに速くもないオイの足に、すり足で移動する彼女らでもすぐに追いついたが、その先にこの宮殿で、いや、この世で最も高貴な方が居る事に気が付き、「ひ」と慌てて二人は跪ひざまずいた。

　突然不ぶ躾しつけにも竜王陛下に走り寄って来た者をけん制するように、侍従長と宮殿騎士がその前に立ちふさがる。

　しかしそんな周りの事など目に入っていない様子のオイは、その至高の存在を前に目を零こぼれそうな程広げ、ぷるぷると小さく震えた。
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　マギム侍従長は急に駆け寄って来た小さな子供に驚いた。そもそもこの宮殿に子供が居る事を訝いぶかしく思いながらも、赤の宮の小姓らが側そばにいる事から、ファガビ様のお戯たわむれかと思い至る。それでも竜王陛下に対していくら子供だからとはいえ、礼儀のなっていない態度に眉をひそめた。

「何者ぞ」

　そのままマギム侍従長が誰すい何かしようとした瞬間、竜王が子供に向かって口を開いた。その言葉に跪いた宮小姓らがビクリと固まったが、聞かれた当人は「……あ」と声を出してそれはもう嬉し気に笑った。

　花が綻ほころぶような笑顔といえば良いのか、こんな小さな子供の表情にマギム侍従長はドキリとした。

「たいしぇつ…………たいしぇつ…………」

　しかし、そのまま両手を広げて竜王陛下の長衣の足元に子供がパフリとしがみ付いた事に驚き、あわててマギム侍従長が手を出そうとしたが、それより早く「貴様！　陛下に何をするか!!」と宮殿騎士にその子供は弾かれた。

「ひ！　深緋様!!」

　コロリと転がった子供に、赤の宮の小姓が陛下の御前で悲鳴を上げるが、陛下の御身体からだに許しなく触れ、宮殿騎士に乱暴に弾かれたその子供は、後ろに軽く転がっただけだった。その為すぐにぽけっとして上体を起こしたさまに、慌てて「控えよ！」と宮殿騎士が手にしていた長なが槍やりを向ける。

「よい」

　しかしその宮殿騎士を陛下御自身が止められ、その子供に近づくと、スッと胸に抱き上げられた。

「貴様は何者だ？　今、余に何と言った？」

　同じ顔の高さにまで持ち上げると、何処か優し気に陛下がその子供に問いかけられ、その場にいた者はみな唖あ然ぜんと陛下を見上げた。

「たいしぇつ……あい、あいたかった…………」

「余に？」

「しょう、しょうれしゅ。いちゅも、じゅっと、あいたかった」

　たどたどしく話す子供とそれに耳を傾ける陛下をマギム侍従長らが見上げていると、「そうか」と陛下が目を細められて、いよいよ全員目を白黒とさせた。

　あの陛下が笑っておられる!?　コレは一体何とした事!?

　正妃様が御隠れになられてから笑顔を見せる事の無くなっていた竜王陛下の様子に、誰だれもが唖然としていた。

「へ、陛下……？」

　おもわずマギム侍従長が問いかけたが、此方こちらにその意識が向くことは無かった。

「其方そなたファガビの預かりか？　何処から参った？　名は？」

「ファガビ……いないしょ。ここれあよ、名は、オイれしゅ」

　よくわからない事を言いながら、自身を〝オイ〟だと名乗った子供は、驚いたことに宮の守の三竜の一人を呼び捨てにした。そのことにマギム侍従長と宮殿騎士はさらにぎょっとしたが、陛下はそれよりもその名前を聞いて一転、不快気に眉をひそめた。

「オイ……？」

　それもそのはずで、〝オイ〟とはバーナドンヤで〝不浄の者〟や〝穢けがれ者〟という意味がある。決して人に付ける名前ではない。それが付けられているという事は、大罪人や村や町に属せない下げ賤せんの身。又奴ど隷れいを呼びつける〝おい〟をそのまま自分の名前としてしまった者など、どちらにしても碌ろくなものでは無いのは確かだった。

「へ、陛下、恐れながらその方は深緋様と……赤の宮様がお呼びして…………」

　赤の宮の小姓二人が深く低頭したまま恐る恐る話し出したが、先ほどまでの穏やかさが嘘うそのように陛下は冷たい態度で乱暴に子供を降ろすと、「ファガビが何の戯れか知らぬが、穢れ身を宮に入れぬよう申し付けろ」と吐き捨てるように命じて踵きびすを返した。慌ててマギム侍従長らがその後に従うと、宮小姓の二人は僅わずかに漏れた陛下の竜気に当たってぶるぶると震えていた。

　ほんの僅かな竜気でも人間の少女でしかない宮小姓にはキツイものだ。その震えも当然とマギム侍従長は目をすがめたが、しかしオイと名乗った子供はその場で震えるでもなく座り込み、目を大きく開けて此方を見送っていた。

　その恐れのない様子にマギム侍従長は違和感を覚えたが、「いくぞ」と竜王陛下に窘たしなめられて慌ててその後に従った。
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＊＊＊10　ゆめ









　──美しい私のイルカヤンヤ。

　夢の中で虹にじ色いろに輝く竜核にそっと手を伸ばし触れると、アーシェナもまた私の気を感じて微笑ほほえみ、ほっそりとした白く長い指先で内側から此方に触れて来る。

　その体温を直に感じる事が出来るようになるまで、もうあと僅かのはずだった。

　腕に抱けばどんな声で私を呼ぶのだろうか？　どんな色の瞳ひとみで私を見つめるのだろうか？

　──はやく。

　──早くそこから出でて来るがよいアーシェナ。美しい私のイルカヤンヤ銀の妃。愛を捧ささげる唯一の私の半身。




　──たいしぇつ。

　──たいしぇつ。

　──じゅっと。

　──あいたかった。







　妃と共に過ごす為ためにある寝台で、一人竜王は目覚めた。天井から寝台にかかる薄布の向こうで、竜王の目覚めに気が付いたマギム侍従長が近づいてくる気配がする。

　──久しぶりにあれの夢を……。

　額に手を当てて、竜王シシカラジビガはきつく目を閉じた。

「竜王陛下、お目覚めでございますか？」

「ああ」

　中からシャっと薄布を開け、自ら寝台を下りると、竜王の王小姓の少年達がワラワラと王の朝支度の為にやってくる。

「湯場に参る」

　しかしそれを言葉で制して寝室の繋つなぎの廊下を挟んだ湯場に進み、竜王と竜王妃の為だけにある広い浴槽にそのまま竜王はざぶりと身を浸した。

　──アーシェナ。

　銀色に美しく輝く髪を揺らめかせ、性の定めを受ける前の体は白くほっそりとしていて、艶なまめかしいほどであった。女によ性しようの珠を食はみ、正妃となったお前はどれほど美しくあっただろうか……。

　──この湯場でも愛を囁ささやき合い、恥じらいながらも、その身を私に開いて見せただろうか。

　──アーシェナ。

　──私のアーシェナ。

　──何故二十年も私を一人にする。

　──竜王の妃であるお前を捕らえておける者などいないはずだ。

　──姿も見せず何故なぜ夢ばかり見せて私を苛さいなむのだ。

　ドロドロとした感情が湯に溶けて広がり、すぐに後ろから「ひっ」と堪えきれないような悲鳴が聞こえた。

「へ、陛下……お鎮まり…………お鎮まり下さい……」

　湯場に控えた二人の王小姓が息も絶え絶えにそう進言してくるのが聞こえて、竜王は目を閉じた。

「……あれを呼べ」

　僅かに弱まった竜気に小さく息を吐いた小姓の耳に、竜王の言葉が届く。しかしその意味を計りかね、王小姓は慌てて低頭した。

「は、大変申し訳ございません陛下。今何と仰おつしやられましたでしょうか」

　湯に濡ぬれた床にぺったりと額を付けて小姓が問えば、「蜥蜴とかげの娘を呼べ」と告げ竜王はざばりと湯から立ち上がった。

「は、か、畏かしこまりました」

　問いかけた小姓がさっと湯場の奥に控えていた下男に顔を向ける。もう一人控えていた小姓は、大判の布を広げて竜王の体を拭ぬぐう為、楚そ々そと近づいた。

　その時、竜王の逸いち物もつが張りつめている事に気が付き、小姓はコクリと息を呑のんだ。お慰めすることもあるが、花の屋様蜥蜴の娘をお召しになったという事はそういう事だと目を伏せ、王小姓は丁寧に布で水気を拭い、竜王陛下の身を整えた。
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　花の屋を賜ったサファルリアは、突然姿を消した自分の化け物奴隷の事で頭がいっぱいだった。

　数日前、あれが居ない事に気が付いてすぐに探しに向かいたいと思いはしたが、後宮に入った身で定められた場所以外を勝手に出歩くことなどは許されていなかった。

　ましてや外に出る事なども叶かなわず、唯一竜王陛下からのお召しがあった場合はその限りではないが、それでも後宮女官が側そばに付き従い、やはりアレを自ら探す事は出来なかった。

　現在サファルリアに自由に動かせる部下は蜥蜴の地から連れてきた下仕事の下女一人しかいない。本来は侍女として三、四人はお供を連れて来られるはずだったが、蜥蜴族の者を後宮内部に入れるのは良しとされなかった為、後宮女官が二人ついている。

　いらいらと部屋の中を歩き回りながら、サファルリアは親指の爪を噛かんだ。

　──一体どうやってあの巣から逃げ出したのか………早く見つけなければ…………あんなゴミのような者……宮殿の者に見つかれば穢れた下賤者として殺されてしまう。

　サファルリアは後宮に入った後に受けた審問を思い出す。

　後宮入りを果たした者の通過儀礼なのか、鋭い目つきをした宮殿騎士達に囲まれ、あれこれ聞かれてヒヤリとした。それでも半刻もすれば急に興味を削そがれた様に解放されはしたが……あのような恐ろし気な宮殿騎士にアレが捕らえられれば間違いなく処分される。いいやあれから何日か経ったのだ、とっくに処分が終わっていてもおかしくはない。

　───そうなるとあの実はもう手に入らない。

　そう考えてゾッとする。

　毎日一つ。最近は二つ三つ食べていたあの黒い実。

　青のトラセラに話した身の上話は真まっ赤かな嘘で、サファルリアは正真正銘蜥蜴族の娘だった。十八年前蜥蜴のグラニクの娘として産まれ、弟ロドムゼルとも間違いなく姉弟していだ。それが、これほど見た目が美しく変わったのは、あの実を口にしだしたからだとハッキリと自覚している。

　何時まで経っても姿の変わらない化け物蜥蜴のあれが作る黒い実。

　父や弟も口にしていたが、私の身がはっきりと変わっていくようになって、父は私に重点的に実を食べさせるようになった。

　蜥蜴臭さは完全に消え失せ、身の内から花の香まで漂いだして父はニタリと笑った。仮面をつけた薄気味悪い叔父おじも、その時は珍しく私を褒めたのを良く覚えている。

『コレハ美シイ。マルデ竜王ノ銀ノ妃ノヨウダ』

　その言葉に衝撃を受け、その痺しびれるような感覚に体中が満たされたようだった。

　──銀の妃。

　それは今代の竜王陛下の許から消え失せた存在。

　──あぁそうか、そうなのか。

　──こんな蜥蜴の地で生を受けながらも、美しく生まれ変わり、私が、私こそが偉大なる竜王の片割れとして定められたのだと。

　竜王のイルカヤンヤは私なのだと……。

　そうして十八年経ち、正しく定められたように私は此処にいる。

　──竜王の妃となる為に。

　──それが。

　──それが。

　──アレが逃げ出すなんて……あの実が…………下手へたしたらもう二度と手に入らないかもしれないなんて……!!

「あぁ」

　ぐるぐると歩き回っていた足を止めて、サファルリアは部屋の隅に置かれた大きな長持に手を掛けた。そうしてギッと蓋ふたを押し上げ、中を確認する。

　そこには搾り取る様にして作らせた化け物蜥蜴の黒い実が、まだぎっしりと詰まっていた。

「もう……これだけしか無いというの…………？」

　しかしサファルリアはそう呟つぶやいて目を伏せた。

　──まだ正式に竜王の妃にもなっていないというのに。

　──早く。

　──早くしなければ。

　一つを手に取り額につけてサファルリアは目を閉じる。実の効果がどれくらいのものか検証しなかった自分に怒りすらわく。アレが死んでしまっているかもしれない事を考えると、もう一日に二つも三つも食べてはいられない。仮に二日に一つに抑えても……一年もつかどうか………………。

　──あぁくそ！　くそ！　ちくしょう!!　あのバケモノめ!!　ユルセナイ！　ユルセナイ!!　何故勝手に逃げ出した!?　大人しく実を作れと命じたのに!!　ユルセナイ!!　バケモノの分際で竜王の妃になる私を……王妃であるこの私をこんな目に遭わせるなんて…………絶対にユルセナイ!!　叔父の目をごまかして、あんなに苦労して此処まで連れて来てやったのに!!

　猛烈な怒りに顔を歪ゆがませていると、リンリンと控えめに部屋の外の鈴が鳴らされた。

「花の屋様、竜王陛下のお召しでございますよ！」

　そのあと喜色を浮かべた自分付の後宮女官が入って来て、サファルリアはスッと表情を改めると女官に向き直った。

「まぁ、陛下が？　嬉うれしい。すぐにご用意致しましょう」と誰だれをも魅了する清らかな笑顔を作った。
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　オイはぼんやりと部屋の中から、日が暮れていく赤の宮の中庭を眺めていた。

　──竜王陛下。

　あの人が夢に出て来る人だとオイにはすぐに分かった。夢の中で優しく笑いかけてくれて、低く響く心地ここちいい声でお話ししてくれる人。

　──〝アーシェナ。美しい私のイルカヤンヤ〟

　──会いたかった。

　──ずっとずっと会いたかった。

　──会えて嬉しかった。

　あの時あの人が近くにいると気が付いて、信じられない驚きに押されて、オイは夢中で走り出した。

　──会いたかった。

　──大切。オイにとって何よりも大切な存在なのだと伝えたかった。

　──会いたかった。

　──ずっとずっと会いたかった。

　出会えた喜びで、頭の中が蕩とろけてしまいそうだった。

　幸せと嬉しさが溢あふれてあの人以外何も見えなくなった。




　そうして舞い上がってオイは、

　失敗した。




　名は？　と夢の中と同じ優しい声で聞かれて、オイは喜びに呑まれながら「オイれしゅ」と答えてしまった。すると、突然冷たい目で見られて放り出されてしまった。もう此方こちらも見てくれずに、あの人は怒りを纏まとって何処かに行ってしまった。

「あーちぇな……」

　そう答えれば良かったのだろうか？

　そうして許されたあの人の尊き真名。〝シャハン〟と呼びかければ良かったのだろうか？

　でもそれは夢の中での話で、オイはオイだ。何年も何十年も暗い地下で生きて来た小さな化け物蜥蜴。夢の中のアーシェナの様に大きくも無く、美しく流れる銀の髪でも無い。

　そう考えてポタリと涙がオイの小さな手の甲に落ちた。

「ぅ、うう……ふ、う」

　ぽろぽろ涙が零こぼれて景色けしきがぐにゃぐにゃに歪んで、オイは顔を覆った。

　──会いたい。

　──あの人に。

　──竜王様シヤハンに会いたい。

　シクシクと痛んでいた胸は、今や心臓を締め上げるように強くオイを苛んだ。

　──でも、

　──会えない。

　──もう会えない。

　──オイは嫌われてしまった。

　──アーシェナじゃないから。

　──醜いバケモノだったから。

　──少しも大きくならない不気味な蜥蜴族だから。

　──オイは、

　──オイだから。




「うぇえええん……え、ええ…………ん、うぅ……」




　目を押さえても擦こすっても溢れて来る涙は止まらなかった。声を上げて泣きながらオイはこのまま消えてしまいたかった。

　おこがましくも期待していたのだ。

　夢の中のような世界であの人に出会えて、夢の中のように愛されると…………。

　──でも。

　そんな事はありえない。此処は夢の世界ではないのだから。

　あの人がいてもオイはオイで。

　どれほど着飾っても醜く痩やせて小さい雄のこの体は、決して美しいアーシェナではなかったのだから。




　そう泣きぬれるオイは、二十年間変化のなかった体が僅わずかに変わっていっている事には、まだ、気が付いてはいなかった。
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　薄暗く明かりを絞られた豪華な室内で、幅広のソファに腰かける竜王の前に跪ひざまずく銀髪の娘は、その怒張を口に含みゆっくりと舌を絡めながら口を動かしていた。

　もう何度も側に召されながら、サファルリアに閨ねや事を求められたのはこれが初めてだった。

　服を脱ぐこともなく、寝台の上でもない事には不満だったが、それでも今まで後宮に集められたどんな姫君達にも指一本触れさせた事の無かった竜王陛下に、口での奉仕とはいえ求められた事にサファルリアは内心でほくそ笑んでいた。

　流石さすがに経験は無いが閨事はしっかりと学んできていた。口をすぼめて吸いつき唾だ液えきを絡めれば、竜王のそれはしっかりと反応を返して来る。喉のどの奥を開いて導くように顔を動かせば「ふっ」と悩まし気な吐息が落ちて来て、髪をかき混ぜる様にして頭を掴つかまれた。

　１３２歳の若き竜王は人間でいうとまだ精々二十代前半の若々しさで、サファルリアはその王に官能を与えている事に胸を熱くした。

　──私の。

　──私の竜王陛下。

　暫しばらくして精を放った竜王は僅かに気だるげな視線をサファルリアに向け、それにサファルリアは腹の奥が疼うずくのを感じ、頬ほおを赤らめた。

　──あぁ、

　──美しい金の竜王陛下シシカラジビガ。

　──私がお慰めして差し上げます。

　口元を楚そ々そと自らの長い袖そで口ぐちで拭ぬぐって微笑ほほえんだサファルリアに、しかし竜王は冷たい目を向け、「もうよい。下がれ」とそっけなく命じただけだった。

　その態度に息を呑のみ、思わず歪めそうになった顔をクッと隠して跪く。

「お召し頂き嬉しゅうございました。又いつでもお呼びくださいませ」

　両手を広げてそれだけ言うと、もう一度深く身を屈かがめてからサファルリアは部屋を出た。

　まるで、娼しよう婦ふにでもなったような気分だった。

　後宮女官に付き添われて花の屋まで戻ると、誰も近くにいない事を確認して、サファルリアは部屋にあった花瓶を怒りのまま床に叩たたきつけた。

「なんなのよ!!」

　はぁはぁと肩を震わせて振り返り、大きな姿見に自分を映した。そうしてそこにいる美しい自分自身を確認すると、頬に手をやってすべらかな肌を撫なでた。

「…………こんなにも私は美しいのに」

　──何処かに消え去った愚かな銀の妃の代わりになりえるのは私だけだというのに……竜王陛下の御心が上手うまく掴めないなんて…………!!

　又イライラと眉まゆを寄せて、その時、ふと、あるものが目に入った。

　仮面の叔父おじからもらった瓶詰の秘薬。

　───竜王ノ寵ヲ得ル為ニ使エ。

　そう言って二度目の使者として青の宮が地這の地に来る直前に渡されていた、不思議な粉末。媚び薬やくのようなものと言われたものの、そんなものは私に必要無いと今まで手に取りもしなかったが……。

　私との真実の愛に未いまだ気付けない愚かな竜王陛下には、今一つ強い切っ掛けが必要なのかもしれない。

　そう考えてサファルリアはうすら寒い笑みを浮かべ、瓶の中の油紙に包まれた一包をそっと胸元に忍びこませた。
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　──満たされない。

　蜥蜴とかげの娘に奉仕させながら、竜王は瞼まぶたの裏の妃の姿を追う。

　──アーシェナ。

　──アーシェナ。

　妃の影を思わす娘の舌使いに追い立てられ、妃によく似た銀の長い髪を掴む。

　──アレは。

　──こんな事はしないだろう。

　そう自じ嘲ちようしながらも、その銀色に縋すがりながら思う。

　──無垢むくなアーシェナ。

　──いや、私がこの手で教えてやるのだ。

　──男の追い立て方も、受け入れ方も。

　私だけに淫みだらに乱れる唯一の妃の姿を脳裏に思い描き、娘の口中に気が付けば精を放っていた。

　アーシェナを夢想し目を向ければ、浅ましく光る娘の眼めに此方の興が急速に冷めていったのが分かった。

「もうよい。下がれ」

　娘が何か言って下がるが、そんな事は耳に入らなかった。

　──アーシェナ。

　──私の、

　──私だけのイルカヤンヤ。

　窓辺に向かえば、陽ひが沈む前の茜あかね色いろに染まる景色けしきに、昨日きのう出会ったあの子供の赤い眼を思いだした。

　何処か慕わしい気がした。

『あいたかった』とたどたどしく伝えられ悪い気はしなかった。ジワリと甘やかな感覚が染みて来るようで、その小さな姿に集中した。名は？　と聞いて頭の中でどうしてだか『アーシェナ』と、あの愛いとしい妃の名前が出て来るような気までしていた。

　──おかしな話だ。

　──私のアーシェナとは何もかもが違うというのに。

　あの時アーシェナは生まれ出る直前だった。馥ふく郁いくたる竜香はすでに核から溢れ出んばかりで、その香りに私は胸を高鳴らせた。長くスラリとした手足は人で言う二十歳ほどに育ち、すぐに妃の務めが果たせるように竜核の中で美しく成長しきっていた。

　──それがあんな子供に……一瞬でもアーシェナの面影を見るなど馬鹿げた事だ。

　案の定、その子供は自分を〝オイ〟だなどと名乗った。

　不浄の者。オ穢れた者イ。

　私は激しい不快感に眉をひそめた。

　そんな名を持つ者とアーシェナを僅かでも重ねた自分が許せなかった。それこそアーシェナを穢されたような気がした。




　打ちひしがれた自分を慰めるかのように、夜、夢に現れたアーシェナはやはり美しかった。




　──アーシェナ。

　──アーシェナ。

　僅かな面影を求めて蜥蜴の娘を呼びつけてみたが虚しいだけだった。

　──アーシェナ。

　──お前だけが唯一私を満たすことが出来るのだ。お前が居なければ満たされぬまま、いずれ私は朽ちてしまう。

　──早く側に戻れ。これ以上私を一人にする事は許さぬ。

「アーシェナ……美しい私のイルカヤンヤ」

　気が付けば黄昏たそがれの空に一筋、竜王は涙を零していた。








＊＊＊12　騒めき









　ゾッとするような気配を感じて、青のトラセラは寝台から身を起こした。

「……宮様？」

「あぁ、……いや…………」

　天井からかかる薄布の向こうで、トラセラが起き上がった気配に寝ず番の宮小姓がそっと声を掛けて来る。それに答えながら、トラセラは落ちてきた前髪をかき上げた。

　──まただ……。

　そそけだつような嫌な感覚。

　それと共に何かを思い出す様な、忘れている様な、奇妙な浮遊感を味わっている気がして、ふぅっと息を吐き頭を振ると、トラセラは起き上がった。

「刀をよこせ。出てくる」

「畏かしこまりました」

　まだ真夜中の宮は静まり返っていたが、トラセラが起き出すと、青の宮の小姓の少年たちがワラワラと主人の支度の為に部屋に入って来た。

　寝着から外着に着替えて青竜の青刀を佩はく。

　ここ数日、何度かこういった事がある。その度に起き上がり、嫌な感覚に再び眠る事も出来ずに宮殿内を見回り、竜王陛下の部屋の前までくると、そのまま朝までそこを守らずにはいられない。三竜の中では最も戦闘力が低く、ツェグやファガビに比べてそういった感知能力の劣るトラセラだったが、ざわざわと正体のはっきりしない、恐れに似た何かに追い立てられるような心地ここちに悩まされていた。

「トラセラ！」

「ツェグ」

　声を潜めて同じように白刀を佩いて此方こちらにやって来た白のツェグに、トラセラは顔を向けた。

「陛下は？」

「お気にはなさらず、お休みになられているようだ」

「そうか」

　そう言いながら横に立つ大きな体は、いっそうそわそわと落ち着きがない。宮の守の二竜がやって来た事で、元々扉を守っていた宮殿騎士らはサッと廊下側に無言で広がっていたが、そわそわしながら零こぼれるツェグの竜気に少し苦しそうに息を吐いていた。

「ツェグ、抑えろ」

「あ、ああ、悪いな」

　トラセラに叱責されてツェグは竜気を抑え込む。しかしそれでもうろうろと視線をさ迷わせる様は落ち着きがなく、トラセラの眉を寄せさせた。

「仕方ねぇだろ？　ぞわぞわしちまうんだ。何なんだよったく……」

「まぁ、な……」

　この世で二番目に力のある宮の守の二竜を、こんな風に警戒させるものなど本来はいない。それでも最近感じる圧力。確かにこのバーナドンヤの宮殿は何者かに脅かされているのだと分かる。

　目に見える攻撃を受けているわけでも、何事かが起こった訳でも無い。人の身である宮殿騎士達や半竜ですら何も感じはしないらしい。しかしそれでも、竜である二人は感じるのだ。此処に赤のファガビもいれば、歯をむき出しにして辺りを威嚇していただろう程に。

　竜王陛下も当然異常さには気がついておられるが、姿を見せた時に始末すれば良いと、宮の守ほど気にされてはおられないようだった。古今東西この世で陛下に敵かなう者などいはしないのだから、そのように考えられるのは当然かもしれない。

　しかしそう納得しながらも、トラセラは得も言われぬ不安に苛さいなまれて、此処に、陛下のお側に立たずにはいられなかった。武の竜であるツェグなどはトラセラ以上にそう考えているのだろう。

　陛下のその身をお守りする為ために。

「………そう言えば、正妃様の件で地這を改めて調べさせた報告が上がったのだが…………結局何も分からなくてな……」

　ピリピリとする自分自身も落ち着かせようと、トラセラがふいに口を開いた。

　地這から連れてきた娘の話を、そう言えばあれからしていなかった事をふと思い出したのだ。何処か正妃様を思わせる娘に、陛下の御心が少しでも慰められればと後宮入りさせたが、そもそもの発端となったあの手紙の竜香について、取り調べていなかった事を思い出し調査を向けたのだった。

　これほど血ち眼まなこになりながら正妃様をお探ししているというのに、あの手がかりともいえる手紙から香る正妃様の竜香の件を、問いただす事も忘れ放置していた自分に驚きもしたが、結局その件については〝知らない、分からない〟とあの娘は首を傾かしげ、自分の愛用している香の事では無いかとその香を差し出して来た。

　確かにその香りは正妃様の竜香に似てはいたが、そもそもまったく別物で、もともとの手紙を再度合わせて確認しようとしたが、手紙から香っていた正妃様の竜香はすでに消えてしまっていた。

　その話をツェグとも共有しようと水を向けると、ツェグは何の事だと言わんばかりに首を傾げた。

「地這……？」

「なんだ？　お前も調査が必要だったと話していただろう？　あの地には俺の子飼いの調査部隊を向かわせていたのだが」

「地這……あぁ、あの蜥蜴の娘の…………」

「ツェグ？」

　今思い出したと言わんばかりに手を叩くツェグを、トラセラは奇妙な気分で見つめた。

　──正妃様の竜香が香る手紙を切っ掛けに後宮に入った花の屋を調べ、あわせて更なる手がかりを欲して地這にも人をやって調べる話を……ツェグ自身もかなり気にして、いた…………様に思っていたが……。

　──考え違いをしていただろうか？　いや、ありえない。正妃様の捜索は宮の守の命題だ。陛下にも確実性を記す為にと、お知らせせず二人で話し合っていた、はずだ。ファガビには……まだ話してはいなかったが…………部隊を出し結果を見てから知らせると……い……や……。

　──何故なぜ部隊を出した？　自ら向かわずに……？

「まぁ何事も無かったというならば仕方のないことだな」

　──仕方が無い？

「そう言えば俺も報告があった。ファガビのところに子供がいる話なんだが、知っているか？」

「子供？」

「ほら、不審者を洗えとあちこち書類を出させただろ？　ファガビが北に行っていたため遅れたとかなんとか……あそこの美人侍従がしれっと昨日きのう俺のとこに持って来てな」

「あぁ……」

　返事をしながらもトラセラはさっき迄まで考えていた内容が、急速に頭の中から霧散していく事に戸惑った。その話よりも大事な話を今しようとしていたはずなのに……声に出そうとするほど曖あい昧まいになり薄れ、そのままツェグの話に思考が占領される違和感に眉まゆを寄せる。

　しかし、その違和感すら次第にさらりと流れ、トラセラはファガビの宮にいるという子供の話にいつの間にか集中していた。

　宮の守でありながらトラセラは政務にも関わっており、ここ最近のこの異様な圧の出所をあらゆる方面で探らせてもいたのだった。が、いかんせん手が足りず、その為不審者の洗い出しについてはツェグに一任していた。

　子供が竜人を警戒させる程の事を起こせるわけもないが、それでも宮殿内に子供が居る事は確かに不自然で不可解な事だった。

「奇妙な話だな。ファガビが何処ぞから連れて来たのか？」

「あぁ、そうらしい。名は〝オイ〟とか言ってな」

「オイ不浄者……」

「まぁそのまま呼ぶのは流石に憚はばかられて深緋こきあけとか名付けたらしいが……とりあえずファガビがやたら気に入ってて、赤の宮で大事にされているらしい。あそこの侍従も分かってて報告遅らせたんだぜ」

「とは言え、宮の者は主の意向第一だからな。ファガビの判断を仰いだのだろう」

　顎あごに手を当ててトラセラがそう言うと「あぁ。それでどうする？　検あらためるか？」とツェグは視線だけ此方に向けて聞いてきた。

　それに「そうだな……」と返しつつトラセラは思考を巡らせる。

　──不審者の洗い出しをさせて、初めてツェグが出して来たなら、それなりに意味があるという事だ。目ぼしい人物は他に見当たらなかったか……。ただファガビが囲い込み、赤の宮の中でそれなりに擁護されている、しかも子供をどうしたものか判断に迷ったという事か。

　──下手へたにつついて、又ファガビに激怒されるかもしれないのが、ツェグにとって嫌なのだろうが……。

「明日、赤の宮を訪れて検めよう。お前も来るか？」

　トラセラがそう言うと、ツェグは苦笑いをしながら肩をすくめた。




　そうしてトラセラは、奇妙に頭の中から消え去った地這の話を、気にもしなくなった不自然さに気が付く事はなかった。
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　結局昨夜も何事も起こる事はなく、トラセラとツェグは明け方各々の宮へ仮眠に戻った。

　竜気が巡る竜種の体は本来睡眠や食事を必要としないが、人の社会に竜種が馴な染じんでから脈々と続けられている習慣は、竜王始め宮の守らの体に染みついていた。そうして僅わずかな睡眠の後、トラセラはいつもの時間に起き出し、政務を早めに切り上げると夕刻に赤の宮を訪れた。結局ツェグは付いてはこなかった。

「ようこそいらっしゃいました青の宮様」

　ファガビの所の宮侍従に恭しく出迎えられ、トラセラは軽く頷うなずいた。

「先に知らせた通り、例の子供を検めたい」

「はい。深緋様にはお待ち頂いております。どうぞ此方へ」

　──深緋様とはまた……。

　バーナドンヤの高位貴族で、半竜でもあるこの赤の宮の侍従が〝オイ〟などと名乗る人物に首を垂れた上、様付けとは……どれだけファガビが気に入って側そばにおいているかが窺い知れるものだと、その態度に若干呆あきれながらも、トラセラは表情を変える事無く侍従の先導に従った。

　赤い柱に赤い格子。けばけばしく見えそうなものだが意外と落ち着いた設えの赤の宮の中宮で、その子供は椅子に腰かけて待っていた。此方に気付くと慌てて椅子から降りて跪ひざまずき頭を下げた。

　幼い子供にしてはよく躾しつけられているように思った。

「……其方そなたがファガビの預かりの者か」

「は、はい……おは、おはちゅ、おめにかかりましゅ…………お、オイでしゅ」

　──言葉も幼いが、見た限りおかしな所は無い。しかし、




　──コレは……。




　部屋に入ってこの子供が側に近づき跪いた途端、トラセラは何故か説明しようのない違和感を覚えた。跪く子供の側に逆に手を付いて従ってしまいたいような、そんな心地ここちに襲われ僅かに震える。

　──これは……。

「……もう良い。椅子にかけよ」

　遜へりくだられると脂汗が滲にじんでくるような不快な感覚がして、トラセラはそう声を掛けた。なるほどこれはファガビが囲い込むわけだ。心根が素直な妹竜には堪たまらないだろう……人の中には稀まれに竜を引き付ける血を持つ者がいるというが…………この者がそうなのだろうか？

　──しかしこんな子供が？




「……其方は一体。何者だ」




　トラセラも椅子に腰かけそう言い、ゆっくりとオイを見据え問いかけた時。

　地の底から不浄な何かが沸き上がり、ビリビリとした細かい振動の様なものを感じた気がして、トラセラはハッと目を瞠みはった。
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「ぬ……!!」

　異様な不快感。

　最近頻繁に発生するそれと同じものが、しかし外から強く感じとられて、青のトラセラは身構えた。

　お茶を持って来た赤の宮の宮小姓が不思議そうな顔でトラセラを見やったが、これまでと同じで竜種であるトラセラら以外には何も感じられないのだろう。一呼吸で不快感を抑え込むと、そのままオイや宮小姓らを気にすることなくトラセラは立ち上がった。

「……変事が起きた。吃きつ緊きんゆえ失礼する」

　そう告げ、急ぎトラセラは部屋を後にした。
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『青の宮様が、深緋こきあけ様とお会いしたいと面会を願われておられます』

　青の宮様とはこの宮殿で竜王陛下に次ぐお立場の三竜のお一人と教えられ、オイは驚き、すぐにお会いする事にした。因ちなみに赤のファガビが三竜の一人で、同じような立場の者とは特に知らされてはいなかったので、本来ファガビにも遜るべきだとオイは知らなかった。

　そうして竜王陛下に次ぐ高貴な方をお迎えするのだとオイは緊張していたが、しかし何故か殆ほとんどお話をすることなく青の宮は部屋から出て行ってしまい、オイはポカンとしたままその背を見送った。

「青の宮様はどうされたのでしょうか？」

　赤の宮小姓の少女が茶器を机に置きながらそう言った事に、オイは「わかりましぇん……」と呟つぶやいた。

　──何か失礼な事をしてしまったのだろうか。

『……其方は一体。何者だ』

　──でも、と。

　オイはさっきの青の宮様の問いかけを思う。

　──あの質問はもしかして……自分が化け物蜥蜴とかげだと知られてしまったから問われた言葉なのだろうか？　薄暗い地下で生きる卑しい生き物…………。いつまでも成長せず、黒い実を育てる事しか能の無い醜い化け物。

　そう思い至ってオイはカタカタと震え出した。

「深緋様？」

「な、なんれもないれしゅ……」

　喉のどが詰まって声が上手うまく出せなかった。

　──どうしよう。

　──そうだ。

　──きっとそうだ。

　──こんな所で化け物蜥蜴が、実も育てず、綺き麗れいな服を着て、美味おいしい物を食べて、皆に優しくされているのはおかしい事だって思われたんだ……だって……。

　考えてみればオイはすでに失敗していた。

　──シャハンに。

　──竜王陛下にあの時汚いものを見るような目で見られた。

　──シシカラジビガはオイが化け物蜥蜴だと気付いたのかもしれない。こんな綺麗な場所に入り込んでいたオイを処分する為ために、青の宮様は確認に来られたのかもしれない。

『何故なぜこのような場所にいる？』

『醜いバケモノが！』

『地下に入れろ！　地中に埋めてしまえ!!』

　恐ろしい怒声に追い回される幻聴が聞こえる。棒で叩たたかれるのは当たり前。醜い化け物蜥蜴は薄暗い地下深くで働き生きるべきものだから。

　恐ろしい考えがどんどんと膨らんで、オイは真っ青になってぶるぶると小刻みに身を震わせた。

「どうなさいました深緋様!?　ご気分がすぐれませんか!?」

　青い顔で震え出したオイに、驚いた宮小姓が慌ててそう声を掛け労いたわわってくれるけれど、オイはそれに答えることなくふらりと立ち上がった。

「お、おへやに……もど、もどりましゅ…………」

　そう言ってオイに与えられた美しい部屋に戻ってくると、一人ふらふらと寝台に潜り込んだ。柔らかい掛け布団を頭から被りぎゅっと丸まれば、自分が誰からも認識されなくなったような気がして、ようやくオイはホッと息を吐いた。

　でもすぐにそんな気休めは剥はがれ落ち、胸が苦しくなる。

　──こんな綺麗な場所で、

　──仕事もせずにのうのうと暮らしていたなんてバレてしまったのなら、

　──きっと許してなんかもらえない。




　──そうだ。

　──もうここにいてはいけない。




　オイがそう決心するのに時間はかからなかった。

　ファガビは優しくしてくれた。オイに笑いかけてくれた。此処の皆も優しくて大好きだ。綺麗な場所。綺麗な人たち。でも、もう此処にはいられない。オイが化け物蜥蜴だとバレてしまったのだ。皆がそうと知ったら、優しい皆も顔を歪ゆがめてオイを見るだろう。化け物蜥蜴だったのかと口汚く罵ののしられるかもしれない。

　卑ひ怯きようだと言われても、優しかった皆のそんな顔は見たくなかった。

　のろのろと起き上がるとオイは寝台からずるりと降りた。

　オイの世話をしてくれている宮小姓の少女達は、オイがさっき一人にして欲しいとお願いしたので、今部屋の中には誰だれもいない。

　──出て行こう。

　オイはそう決めて胸元に入ったままの小瓶を取り出すと、部屋の真ん中にある机の上に置いた。金色の雫しずくは満タンだった。

　それから紙を一枚取り出して、教えてもらったばかりの文字を一生懸命綴つづって、そこになんとかお礼の言葉をそえた。




〝いままであいがとごじます。うれしいかったです。こえ、げんきないます。あげます。オイ〟
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　窓から外に出ると、オイは急いで建物から離れるように駆け出した。さっき迄まで身に付けていた綺麗な服は一番下に着ていた白の衣だけ身に付けて、あとは脱いできちんと畳んで置いて来た。なるべく何も触らないように気を付けた。綺麗な部屋はまるで、最初からオイなど存在していなかったかのように見えるだろうと思った。

　──こんな風に逃げ出すなんて、せっかく助けてもらって皆に良くしてもらったのに………。

　そうは思っても怖かったのだ。一度優しくされたらもう元には戻れない。罵られ叩かれて、また再び暗い場所に閉じ込められたら、きっとオイはもう耐えられない。

　──どこか。

　──誰もいない場所に行きたい。

　一人でいればこんな風に逃げ出す必要も無いのだから。誰もいない場所で一人ひっそりと生きて行きたい。

　──ダメだろうか。

　そう考えてその時、ふっとあの人の顔が思い浮かんだ。




　──大切な、大切なシャハン。オイのシシカラジビガ。




　黒く豊かに波打つ髪はキラキラ光って、金色の目は宝石の様だった。夢の中よりもいっそう逞たくましく、さわやかで大好きな香りがした大切なあの人。何よりも大事な大事な竜王陛下。

　──会いたい。本当はいますぐ会いに行きたい。そうしてずっとずっと側にいたい。

　──やっと、

　──やっと会えたのに。

　ぽとりとオイの丸い頬ほおに雫が零こぼれた。そのままぼろぼろと流れ出す涙に、思わず整えられた生垣の陰にしゃがみ込んで、オイは目元に小さな手をぎゅっと押し当てた。胸が苦しくて張り裂けそうだった。

　──シャハン。

　──シャハン。

　──どうしてオイは小さくて醜い雄蜥蜴の体なのか。美しく成長していたアーシェナじゃないのか。

　──嫌われてしまった。

　──オイはシャハンに嫌われてしまった。

　──アーシェナになりたい。オイがアーシェナだったらきっと嫌われなかった。優しく微笑ほほえんでもらえた。きっと、抱きしめて貰もらえたのに。

　変わりようのない現実に、オイは泣くのを止められなかった。

　それでも涙を止めて進まなくてはいけない。早く此処ここから出て行かなくてはいけない。もう二度とあの光も入らないような場所には戻りたくはなかったから。

　それが醜い化け物蜥蜴の仕事なんだと叫ばれてももう辛いのだと、オイはごしごしと乱暴に目元を擦って立ち上がった。その時。

　ゾッとするような見知った悪寒が背中を走り、慌てて顔を上げたオイの目の前に、黒い煙が立ち上がる。

　呆ぼう然ぜんとして見上げる先に、黒色が凝り固まって出来たような見知った男が現れた。

「…………ご、しゅじん…………しゃま……？」

　地の深い場所で暮らしていたあの時、オイに毎日金の雫を持ってこさせたのっぺりと細長い不気味な仮面をつけた男がそこにいた。




『サテ……』
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「あ、あ………」

　すっぽりと体を覆った布から黒い手が伸びて来て、オイは震えながら後ずさった。しかし誰よりも恐ろしい男は、オイの細い腕を掴つかむと自分に引き寄せる。

「い、いや。ごめ、ごめんしゃい」

　ガチガチと歯を鳴らしながら意味も無く謝り、オイは必死で身をよじるが、そんな事は構わずに男はオイの胸元に乱暴に手を突っ込んだ。

「ひ」

『………瓶ハ、ドウシタ』

　いつも胸に忍ばせているように言われていた小瓶の事を問われて、オイは首を振った。

『瓶ハ？』

「な、ない……」

　咄とつ嗟さにそう答えたオイを仮面越しに男はじっと見ると、『嘘うそヲツクナ』と胸倉を掴み上げてギリギリとオイを締め付け持ち上げた。

『ツイ今迄モッテイタハズダ。何処ニヤッタ？　雫ヲドウシタ』

「あ、うぅ」

　頭の中に直接響いてくるような奇妙な声を怒らせる仮面の男は、それでも苦し気に息を吐くオイを黒く空いた洞から静かに見つめてくる。

　そうすると、その時締め上げられたオイの肌に、ゆっくりと金色の薄い線が浮かび上がってきた。

「う、うぅ……」

「貴様！　そこで何をしている!?」

　しかし突然投げ掛けられた第三者の声に、一瞬空気が弛し緩かんする。男の手が僅わずかにゆるみ、オイの体に浮かんでいた金の線は途端にかき消え、オイが吸い込んだ空気が小さくひゅっと音を立てた。

　その瞬間、ずるりと。

　そそけだつような悪寒が辺りを支配した。

　夕闇が広がり宮のあちこちに明かりが入れられ、夜の準備がはじめられたこの宮殿の庭に、そこだけ深い夜がすでに訪れていたように存在していた真黒い男が、オイを掴んだまま地を舐なめるように突然ぐにゃりとその身を歪めた。

「な!?　何だ!!　うわぁ!!」

　仮面の男の長いマントの下から黒い腕のようなものが飛び出して、警備の者に掴みかかると、恐ろしい速さで男のマントの中に引きずり込んだ。

　ぐちょ、ぱきょ、と小さな音と、「は、きゃ」と引ひき攣つった蚊の鳴くような呑のまれた男の叫びがその体から零れて、でもすぐになにも聞こえなくなった。

「あ、あぁ……」

　何が起こったのかオイには分からなかった。

　それでも、さっきの騎士は消えてしまったのだと理解して、目の奥が真っ暗になった。

　──怖い。

　──怖い。

　カチカチと歯を鳴らすオイに、白い仮面は何事も無かったかのように、ただ目の前に浮いて見えた。

『サァ、瓶ヲ出セ。イマスグ』

　その時ドンっと何かが仮面の男にぶつかり、その衝撃でオイは宙に投げ出された。

『……』

「はは、やっとお出ましか」

　僅かに体勢を崩した仮面の男が、衝撃がきた方向にぐるりと面を向けると、そこには巨大な強弓を手にした宮の守三竜の一人、白のツェグが不敵な笑みを浮かべて立っていた。その奥から慌てた様に駆けて来る宮殿騎士の一団も見える。

「あんただろ？　ずっと此処にちょっかいかけてたのは。俺はそういう陰湿なのは嫌いでね」

　ガランと弓を手放すと、ツェグは腰に佩いた白刀を抜き、ドンっと一気に踏み込んできた。

「正面からこいよ!!」

『チッ』

　竜気をまっすぐにぶつけられながらも、仮面の男は崩れずに、ツェグの刀を正面で受け止め跳ね返した。

「む？」

『今。貴様程度ト遊ブツモリハナイ』

　そう言うと仮面の男はぐるりと体を回し、地面に投げ出され意識を失ったオイに手を伸ばそうとして、ピクリとその動きを止めた。

　僅かな明かりの中でもはっきりと認識できる赤い髪。

「何だてめぇわ」

　牙きばをむき出しにするように威嚇しながら、女性らしい肉感的な体を緊張感で縛り上げ、ゆっくりと気を吐く。そこには、宮の守三竜が一人、赤のファガビが、オイを全身で背に庇かばいながら、仮面の男に刀剣を向けてそこにいた。




「慮外千万の痴しれ者ものが」
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　オイが目覚めるとそこは薄い布団の中だった。ぼんやりとしたままで起き上がり、何があったのか考えてハッとする。

　──御主人様が来ていたのだ。ここに。

　──瓶はどこだと詰め寄られていたのに……一体どうなったんだろう…………。

　そう考えながら少し熱っぽい体を庇いつつ暗い室内を見回して、此処がファガビに用意されていた自室ではない事に気が付いた。そのままよろりと寝台から立ち上がって床に足をついた。その時ふと、オイは違和感を感じた。

　──足が……。

　──伸びた気がする。

　何十年も変わらなかった短い手足が、少し長くなったように感じられて、オイは戸惑った。

　──大きくなった？　どうして？　急に？

　キョロキョロと辺りを見回して、自分の姿を確認しようと鏡を探すも、簡素な設えの部屋に鏡は見当たらなかった。

　その時きゅぅっと腹が鳴って「あ」と声が出た。とても疲れている上にお腹なかも減って、何か口にしたいと思いながら、オイはのろのろと無意識に黄金の雫しずくを求めて胸元を探る。しかしぺたりとした胸元にはなにも引っ掛からなかった。

　──あ、そうか……金の液体は瓶ごとファガビの所に置いて来たんだった………………。

　そこまで考えてオイは、自分が此処から逃げ出そうとしていた事も一緒に思い出した。

　──そうだ、逃げないと。

　誰かが此処にオイを運んでくれたのだろう、寝台の下にさっき迄オイが履いていた布靴がそろえて置いてあった。それに足を入れようとしてみたが、少し小さくてかかとが出てしまった。

　──やっぱり大きくなってる……。

　不思議に思いながらもオイは靴を履くことを諦あきらめて、裸足はだしのままそっと部屋から抜け出した。キューキュー鳴るお腹を押さえ怠だるい体を引きずり、人の気配のない静かな廊下をのろのろと抜けて、突き当たりにある木で出来た大きな扉を開けようとして、取っ手に手をかけるも扉は開かなかった。押したり引いたりしてみたが鍵かぎがかけられているのかビクともしない。仕方なくオイは他に外へ出る手段が無いか探した。

　しかし他に外に出られそうな扉は見当たらず、結局元の部屋まで戻ってきたオイは、しょんぼりしながら部屋を見回した。そうすると備え付けられた大きな窓が目に入ったので近づいてみる。木で出来た雨戸を開くとすぐに地面が見えて、よかった外に出られると思いながら、オイは足をかけてよいしょと乗り上がると下に降りた。その時小石が足の裏の皮膚に刺さって、「っ」と眉まゆを顰ひそめる。

　ファガビに此処に連れて来られるまで、オイは裸足で生活をしていた。何十年も直接地面に触れていた足の裏は皮が厚くなり小石程度は気にならなくなっていたのに、少し成長したように感じられる足は、ここ暫しばらくファガビの所で手入れをされ、きちんと靴を履かされていた為ためか、足裏が柔らかく変化してしまっていた。素足に触れる地面の感触が痛みを訴えて来て、オイは困惑する。ちらりと足裏を見ると、土のついたそこに赤い血が滲にじんでいた。

　布か何かを巻いた方がいいだろうかと考えて、すぐにこれぐらい大したことじゃ無いと前を向いた。血はいずれ止まるし、そのうち皮が厚くなって何も気にならなくなる。身体からだが傷ついても、いつの間にか治ってしまうものだ。オイはそうして生きて来たのだから。

　そんな事より今はなるべく早く、誰だれもいない場所に行かなければいけないと、そう考えてオイは建物から離れる様に一生懸命足を動かした。

　必死に駆けた先に、何よりも逃れたかった巣穴が口を開けていた事には気が付かないまま。








＊＊＊15　ファガビの十六日間









　バーナドンヤ光こう輝き竜王暦四三〇八年金月十日。

　自身が率いる赤軍と共に西端ガルンシャ一帯の調査を終え、帰宮を決める。正妃様のお姿は未いまだ掴めず。赤の宮として何一つ両陛下のお役にたてておらぬ我が身が煩わしく情けない。

　そう臍ほぞを噛かみながらも、毎夜行う自戒を込めた記憶の呼び戻しに目を閉じた。

　ゆっくりと懐かしき竜の隠れ里の景色けしきが頭の中に広がり、竜核の中から感じていた正妃様の竜香を思い出す。

　ただ幸せに満ち、誇らしさだけに身を委ねていれば良かったあの頃ころを。

　前、赤の宮の竜気を注がれながら力と知識を受け継ぐ我の姿はまだ幼い赤竜で、竜王陛下と正妃様に宮の守としてお仕え出来る事を、ただ無邪気に喜んでおった。陛下が正妃様の竜核に優しく竜気を注がれるのを感じ、我も身を震わせる。そうするといつも嬉うれし気に綻ほころばれる正妃様の竜香が辺りに漂うのが、また幸せで堪らなかった。

　この方々を守り支える為に我は生まれるのだと誇り、竜核の中から開かない目で直にその姿をとらえられぬものかと顔を寄せた我は、陛下と前赤の宮に笑われた。優しい記憶。

　それを暗い気持ちで思い起こして、記憶の中の正妃様の竜香を、今一度頭の中に燻くゆらせた。




　此度もまた、竜王陛下に空虚な報告を持ち込まねばならぬのだ。




　金月十二日




　後宮で地這より迎え入れたという娘に会った。トラセラがわざわざ連れ帰ったのだとか。あのような浅ましき目を持つ者を、正妃様のお帰りを待つ陛下のお側に近づけ、良しとするなどあり得ぬ。馬鹿者共。男共の目は腐り落ちておるのではないか。

　陛下はそれで良いのだろうか。どのようにお感じなのだろうか。

　いや、トラセラやツェグの事を断じる事など我にも出来ぬか。

　正妃様を未だ見つける事の叶かなわない我らと竜王陛下の御心は遠い。陛下のお気持ちを、竜核の中にいた頃の様に感じる事はもう出来ない。我らは陛下が正妃様を求めておられる事以外、何も分からなくなってしまった。

　地這の娘から僅かに感じられるその正妃様と似た気配。その形代だけでもお側にと作為なされているのなら、それもまた、我らの責かと胸が痛む。

　全すべてはあの時、生まれ出でただけの赤子が、知識に依よりて陛下をお止めしたが為ため。この三竜の咎とがよ。




　金月十三日




　心が様々に沸き立つ子供を見つけた。

　痩やせ細った体を目にして震えるような怒りが襲って来たが、土濡ぬれたその身を抱き上げた時の安あん堵ど感かんと喜びは形容し難かった。奇妙な事に、守らねばならない大切な存在なのだと我は強く感じた。

　安らかに目を閉じるその子供を見ていると、その気持ちは一層強くなり、確信とばかり腑ふに落ち飲み込んだ時、常に我に付きまとっていた正妃様を失った焦燥感が、スッと落ち着くように感じられた。

　不思議な子供だ。唯ただ人びとであろうが今まで会ったどんな人族とも違う。人の中には稀まれに竜種を引き付ける血を持つ者がいるというが、この者がそうなのだろうか？　このような人間がいるとは思わなかった。側におれば安心感すら我に与えてくるようだ。

　ただ遜へりくだられると背筋がゾワゾワするがの。奇妙な事だ。

　自らの事は何も話さぬ子供だが、自分をオイ穢れ者などと名乗ったのだ、今まで碌ろくな暮らしを送ってはこなかったのだろう。そもそもあのような場所に閉じ込められておった事自体、異常。心穏やかに過ごせるように、気を配ってやりたい。

　──落ち着けばいずれ陛下に目通り願うのも良いかもしれぬ。あのような卑しき蜥蜴とかげの娘よりも、よほどお心が癒いやされるであろう。正妃様が御戻りになられたら、ゆくゆくは我の養子にしても良い。

　それにしてもあの子供は何処から来て、何故なぜ宮殿のあのような場所に閉じ込められておったのか……調査せねばならぬな。

　何とも怪しいは花の屋の蜥蜴娘よ。

　──シスランに託すか。




　金月二十二日




　北端サルンドル山脈。此処の調査ももう数え切れぬ程くりかえしておる。

　二十年。大陸全土くまなく調べつくしたつもりだが、正妃様は見つからない。正妃様の竜気は陛下には及ばずとも強大だ。甘やかな正妃様の竜香は、そこにおられるだけで香るはず。それゆえに見つけ出す事は容易だとトラセラ含め三竜は当初考えていた。いや、陛下御自身もそう思われていただろうに、予想に反して二十年。正妃様を見つけ出し、お助けする事は未だ出来ていない。

　やはり、もう地中をお探しするべきなのではないだろうか、と、我は思う。

　トラセラは頑としてそれを許さぬが、これだけ探して正妃様を見つけられないのならば、もはや我が身を惜しんではいられぬだろう。

　竜気の巡る竜種の体は強きよう靭じんだ。地の底、海の底だとて何十年と命を繋つなげる事は可能であろう。

　しかし幾ら長く生き永らえようとも、もし地の中に呑のみ込まれ閉じ込められていた場合、外に存在を知らせる事も無く、ゆっくりと穢れに竜気を食われ朽ちて行く。それは土の中には浄化困難な程の大量の穢れがあり、植物以外の生き物にとって地中深くに埋まる事は消滅を意味する。

　そもそもかつてこの地上は穢れに溢あふれ、生き物の住める場所ではなかった。それが創成の頃、初代竜王陛下が天から降りられ、この地を浄化なされたのだ。地上から追いやられた穢れは地中深くに押し込められ、数千年の栄華がこの地に訪れた。

　千年ほど前までは、それでも穢れが地に噴き出す事もあったらしいが、今はそんな事も無い。

　こういった記憶は全て、三竜それぞれ前宮の守から脈々と継承されている記録で、折々に必要に応じて確認することが出来る。あまりにも正妃様が見つからぬので何か手掛かりは無いかと、我が埋もれたその記録を引っ張り出したのが五年前。

　これを知り直ぐに地中へと捜索の手を広げるべきと話してみれば、トラセラに酷ひどく反対された。アレは既にその記録を知っておったのだ。

『駄目だ。竜種にも地中の穢れは猛毒となりうる』

『だからこそ!!　一刻も早くお調べせねばならぬのだろうが!!　正妃様こそ陛下に次ぐ最上の竜種!!　地中に呑まれ命を縮めながら十五年も苦しんでおられるかもしれぬのだぞ!!』

『正妃様は、穢れを払う事も抑える事も出来る陛下のお力を潜在的に持っておられる。しかし我々三竜は穢れを払えても抑える事は出来ぬ。払う以上の力に襲われれば朽ちるのだ』

『愚かな!!　地の中に正妃様がおられるかもしれない可能性を探るに、それほど三竜の身が大事か!!』

『すでに十年以上前から土つち蜘蛛ぐもに探らせている!!　三竜は宮の守!!　手前勝手に死ぬ様なことは許されん!!』

『穢れ濃き地の奥深くが土蜘蛛程度に調べきれるものか!!』

　ツェグが止めに入る程の言い争いをしたのはあれが初めてだったの。それでもあの時、地中を自ら調べる事を断念したのは、あのトラセラが酷く苦し気な顔をしたからだ。

　三竜に受け継がれる記録は、歴代の宮の守それぞれの記憶だ。当然主観も入る。歴代の赤の宮の知識と青の宮の知識では偏りもある。

　三竜の中で最も知略深い青の宮の記憶。

　誰よりも冷静なあの男が竜気を荒らげ声を上げ、地中には入るなと我を止める。その根底に青の宮しか知らぬ何かがあるのかもしれぬと察した。その目の奥に陛下と正妃様を思うのと同じ、我とツェグを労わり守ろうとする感情が揺らめいていたのも行動を止めた一助になった。

　──だが。

　──これ以上は無理だ。もう探せる場所は探しつくしたのだ。

　──其方そなたも分かっているはずだ。

　──トラセラ。




　金月二十三日




　地中を探る決意を固め、付き従う赤軍の将であり半竜のユウインジのみ連れて、サルンドル山脈中腹にある深い亀裂を進む。その奥に数年前偶然見つけた露出する古代層は、バーナドンヤの国土深くに広がっている。そこを足掛かりにして地中を捜索しようと、いつかこうする時の為に絞り込んでいた場所だった。

　地中に入らず探るだけだ。異変があればすぐにユウインジに引き剥はがすように伝えて、少し乾いた黒土の表面に手を当てそっと竜気を送り込んだ。




　──結果としては。




　正妃様の竜気を感知する事は出来ず何も分からなかった。ただ幸いにもトラセラが危き惧ぐしていた穢れによる竜身への浸食なども起こる事はなかった。

　手を離し息を吐くと、ユウインジと共に夕刻までに天幕に戻った。

　我の竜身への浸食は無かったが、穢れには触れた気がする。

　想像していたより遥はるかに地中の穢れは少なかったが……疲れた。

　少し休みたいと横になった。

　竜気を流すだけでは十分に地中を探ることは出来なかった為、やはり直接潜ることが必要だと感じながらも、僅わずかに触れた穢れに漠然とした恐怖を感じてしまったのも確かで、身の内がヒヤリとした。

　──なんと不ふ甲斐がいない気概か。情けない。




　金月二十五日




　シスランから飛鳥が届く。

　まず花の屋には不審な点が無いとの報告だった。シスランの子飼いが調べた点が報告されていたが、蜥蜴の娘が後宮に入った後、トラセラの指示で宮殿騎士の審問を受けさせてはいたらしい。しかし、その時も問題無しと処理されたのだとか。その事にシスラン自身の考察として、不審な点が無い事が不審だと追記されていた。

　──確かに。我もそう思う。

　あの真面目まじめ堅物のトラセラが何を以ってそれで良しと手を緩めたのか。おかしな話だ。宮殿に戻り次第その件は問い詰めねばならぬか。

　それから深緋こきあけが陛下とお会いする機会があったと書かれていた。

　陛下と深緋が？　どういう状況かは想像できぬが、陛下は感心を示される事無く去られたとある。そうか。残念だ。竜王陛下には竜種を引き付ける血というものも利かぬという事だろうか？

　また、最近バーナドンヤの宮殿で妙な気配を感じると、ツェグらが騒いでいる事も記されていた。半竜であるシスランにすら感じられないようだが、トラセラも神経質になっているようだとある。また、その件で全宮に不審者についての報告要請が白の宮から出され、深緋の事を報告する旨も載せられていた。

　──深緋の事をあ奴らに知られるのはなんとも複雑な気分にはなるが、まぁ問題はなかろう……ただ、竜種にのみ感じられる脅威というのが気になるの…………。




　報告書を読み終わり、我は赤軍を置いて一人バーナドンヤに帰宮する事を決めた。




　地中の穢れの件もトラセラらに話さねばならぬ。アレが眦まなじりを吊つり上あげる様が目に浮かぶ……気の重い事だ。








＊＊＊16　トラセラの焦燥









「ファガビ……！　ファガビ…………」

　ツェグが真っ青になって呼びかけるも、ファガビは苦し気に呻うめくだけだった。その女性らしい華きや奢しやな肩には包帯がきつく巻かれて、それでもなおそこには赤い血が滲にじみ出でていた。

「ツェグ。何があった」

　ファガビの手当てを終えたトラセラが、難しい顔で手を拭ぬぐいながら声を掛ける。

　赤の宮の奥、常なら宮小姓の少女達が忙せわしなくファガビの側そばで何かしら仕事をしているだろうに、部屋としては広さのある此処で、怪け我がを負ったファガビから漏れ出る竜気が唯人の宮小姓達には毒となりうると人払いがされていた。今は三竜の他はファガビの宮侍従であり半竜のシスランのみが、冷や汗をかきながらも扉の側でじっと此方の様子を窺い待機していた。

　竜人であるファガビに傷を付ける者がいたことにも驚いたトラセラだったが、さらにその傷口の酷さに眉まゆを寄せたばかりで、無意識に重くなる声のまま問いかけ答えを待つと、ツェグも鉛を呑み込んだ様な声を出した。

「……不審な仮面の男を追い詰めていたら、北から帰って来たまま異変に気付いたファガビが現れて…………。あいつ……あの気味の悪い仮面の男……ファガビの赤刀で胸を貫かれたのに……」

「ファガビに胸を……？　それで逃げられたのか？」

　三竜であるファガビの攻撃を受けて、それほどの怪我を負いながらも逃げられるものなのかと、トラセラは瞠どう目もくする。

「大穴が空いてるってのに……凄すごい速さで動いて…………ファガビの肩を……」

「抉えぐり潰つぶしたのだな」

「クソ!!　俺がもっと素早く動いてれば!!」

「落ち着けツェグ。ファガビの怪我には里から竜りゆう鱗りんを取り寄せている。数日もすれば治る」

　そうトラセラが告げると、ツェグはバッと顔を上げて「治るのか!?」と叫んだ。それに「治る」とはっきり目を見て請け負ってやると、ツェグはハァー……と肩の力を抜いた。

　竜種である自分達が血を流すというありえない事態に動揺していたツェグは、その言葉にやっと安あん堵どの色を見せた。

「そっか……よかった。よかった…………」

　そう言ってファガビの手を握ったまま力なくそこに頭を埋うずめるツェグを見ながら、しかしトラセラは心の内で一つの懸念に眉を寄せていた。




　──怪我は治ると断言できるが、

　──ただ傷口に黒く纏まとわりついていたこれは……何なのだろうか…………。




　その時、ファガビがゆっくりと薄目を開けた。

「ファガビ」

　それに気が付いたトラセラが声を掛けると、ファガビはうめき声をあげて身を捩ねじり、「こ、深緋こきあけは…………」と呟つぶやいた。

「あの子供なら傷一つない。とりあえず今は兵舎に寝かせている」

　トラセラが答えると、ファガビは苦し気に眉を寄せながらもホッと笑顔を作った。その顔にそんなにあの子供が大事だったのかとトラセラは内心で驚く。

　確かに守りたいような跪ひざまずきたくなるような、何とも不可思議な雰囲気の子供ではあったが、赤のファガビが傷を負っても守る対象だと判断している程だったとは思わなかった。

「ファガビ……お前」

　ファガビの声に反応して顔を上げていたツェグは、トラセラと同じ様に感じていたのだろう。それでもまず自分よりも周りを守ろうとするのはファガビらしいかと、少し呆あきれた様に呟いてツェグも笑った。

　三竜で唯一の女性体であるファガビは本来正妃様のお傍そば守もりとしてあり、特に繋つながりの強い存在だ。それがあの時正妃様をお守りできなかったと深く深く悔やんでいた。その為ためこの二十年、国中を駆け正妃様を誰だれよりもお探しして、またあの時の後悔から、自分が守る存在であると認識すれば全すべてに手を伸ばし庇ひ護ご対象にする。そんな誰よりも愛情深い妹竜だったのだとツェグは知っていたからだ。

「陛下からもご心配頂いていたぞ」

「それは……恐れ多いの…………」

　ツェグが言いながら額にかかる赤髪を梳すいてやると、一度驚いたように目を見開き、すぐに泣き笑いのような顔を浮かべてファガビは小さく呟いた。それを確認したトラセラも目を細め、そのまま立ち去ろうとしたのを「トラセラ」とファガビが後ろから呼び止めた。

「どうした？」

「……許せトラセラ。我は、地中を探したのだ」

「何？」

「と言っても……古代層から竜気を流し込んで正妃様をお探ししただけだが………………良いのか悪いのか……それだけでは何も分からなかったが」

　そう言ったファガビにトラセラは目を剥むいた。ツェグもまた、眉を寄せファガビを見る。

「ファガビ!!　地中は危険だと釘くぎを刺したはずだ!!　浅慮だぞ!!　無茶をするな!!」

「大事ない。竜気を流しただけでこの通り……、と今は言えぬが、其方が案ずるほどの事は無かった。地中の穢けがれも思ったより…………少なかったゆえ……」

　自じ嘲ちようするように笑ってファガビは息を吐いた。

「……ただ、二十年だぞトラセラ。二十年正妃様を見つける事は叶かなわぬなど………………我は考えもしなかった。もうよかろう。我は地の中を探したい……」

　そう呟くように言って、疲れたのかそのまま静かにファガビは目を閉じた。

　血を失い青ざめたその顔を、トラセラとツェグもまた鉛を呑のみ込んだような心持ちで静かに見つめた。しばらくシンと静まり返った室内だったが、沈黙を破る様にツェグがトラセラに向き直った。

「トラセラ。今此処を脅かしているあの怪しの者を掴つかまえた後、俺も正妃様をお探しする為に地に潜ろうかと思う」

「駄目だ」

　ツェグの言葉を叩たたき落おとす様な勢いで否定したトラセラに、ツェグは澄んだ翡ひ翠すい色の目を向けた。

「トラセラ、ファガビの言う通りだ。正妃様を見つけられずに二十年も経った。お前も分かっているんだろ？　探そうぜ地中を。ファガビが古代層に竜気を流した程度じゃ見つけられなかったってんなら直に潜り込んでみるべきだ。なぁ、もうそこ以外考えられないだろ？　徹底的にやるべきだ」

「駄目だ！」

　ギッとツェグを睨にらみ付け、トラセラは突き刺す様な声を上げた。

「トラセラ！」

「駄目だ！　あそこは……穢れは…………ダメだ。どうしてもというなら俺が行く」

「はぁ？　何言ってんだ？　武技一つ修めてない青の宮が。お前は陛下のお側でお役に立て」

「駄目だツェグ！　頼む。止やめてくれ……土つち蜘蛛ぐもにもう何年も探らせている。何かあれば報告が来る。もう少し、もう少し待ってくれ」

　額に手をやり絞り出すように言うトラセラに、ツェグは大きく息を吐いた。

「二十年だトラセラ」

　ビクリと男らしく張ってはいるが、ツェグに比べるとかなり細い肩が揺れるのをツェグは悲し気に見つめた。

「何故なぜそんなに止めるんだ、宮の守の記録か？　ならどんな問題があるのか教えろトラセラ。俺は一刻も早く正妃様をお助けしたい。何よりも陛下の御心をお助けしたいんだ。お前だってそうだろ？　ファガビが地に竜気を通して何ともなかった、穢れだって少なかったって言ってたろ？　な？　もう千年穢れは溢あふれてきていない。きっと歴代の竜王陛下のお力でどんどん消えて行ってるんだよトラセラ」

「馬鹿な事を」

「トラセラ！」

「……もう少しでいい…………待っててくれ。地には潜るな。何かあれば土蜘蛛から報告が届く……」

　辛そうにそう言うと、トラセラはツェグの言葉から逃げるように部屋から出て行ってしまった。

「あぁああああ!!　もうぉおおお!!」

　髪をぐしゃぐしゃと掻かき乱してツェグは「馬鹿トラセラ」と喉のど奥おくでかみしめる様に小さく呻いた。








＊＊＊17　遠い場所









　フワフワとした真白い空間に一人トラセラは立っていた。

　──何処だ？　此処は……。

　夢でも見ているのかとゆるりと辺りを見回した時、目の前に突然バーナドンヤの宮殿の中庭の景色けしきが広がった。視界一杯に白しろ貴き楊ようの花が咲いていて、あぁ正妃様のお好きな花だとぼんやりと思ったトラセラは、その大きな白い花弁に無意識に手を伸ばした。

『＊＊＊』

　その時、後ろから誰かに呼びかけられた気がして振り返ると、竜王陛下のような黒髪を長く伸ばした逞たくましい体格の男が手を上げ近づいてくるのが見えた。

　──誰だ。

　こんな男は知らないとトラセラは思っているのに、トラセラの口からは『＊＊＊、戻ったのか』とその男に呼びかける気安い返事が零こぼれた。

『あぁ、見ろ、正妃様のお好きな海白の珠だ。見事だろう？』

　そう言って男は握り込んだ竜の絞り紋の入った布を広げて、光を放つような大粒の真珠を取り出して見せてきた。

『まったく……穢れを払いに行っているのか、正妃様への献上品を探しに行っているのか…………どちらが主か其方そなたの場合はもう分からぬな』

『そう言うな、あの方の喜ばれる顔が見たいのだ』

　真っすぐに笑みを向けてくる男に、トラセラはざわざわとした不安が苦く広がっていく気がして戸惑う。




　──何だこの夢は。




　そう思った時、目の前の男の顔がいつの間にか見知った宮殿騎士の者にかわる。それに驚いてトラセラが目を瞠みはると、宮殿騎士は「どうかされましたか」と薄い明かりが揺らめく室内を窺った。

「いや……」

　──まさか。

　──今座ったまま夢を見ていたのか？

　本来睡眠を必要としない竜種が？　とトラセラは疲れた顔で自嘲した。




「なんでもない。報告を続けてくれ」




　　　　＊＊＊




　オイは必死で走っていた。

　月明かりだけの外は駆けても駆けても様子が変わらなかったが、やっと遠くにあった景色が目の前に近づいて、オイは此処までくればもう人のいない場所になっただろうかと立ち止まり振り返った。

　右手の奥には逃げてきた建物がまだ見えるというのに、そもそも普通の人の営みすら知らないオイはそう思って、はぁはぁと苦しい胸を押さえ、側そばにあった竹に縋すがった。

　ファガビに連れていってもらった場所も驚くほど広かったけれど、此処までの空間はその何倍も大きく広い。狭く暗い穴倉が生活の全すべてだったオイにとって、何処までも開けている天上に、大きく見えた建物が小さくなっただけでもう十分すぎる距離を取った様に思えた。きっと誰だれもこんな遠い場所までオイを探しにきたりはしないだろうと、あの仮面の御主人様だって、こんな世界の端っこにいるオイには気がつかないだろうとそう思った。もともといた地這の地からこのバーナドンヤの宮殿がどれだけ離れているのかなど、オイには想像もできなかった。

　──きっと。きっともう大丈夫。

　夢中で走ったけれど足の裏は血だらけで、空腹だったオイは限界だった。のろのろと竹たけ藪やぶの中に入って誰も人がいないその場所に安心し、オイはしゃがみ込むと藪の陰でうとうとしだした。

　──ここで……これからは一人で暮らそう。

　そんな事を思いながら目を瞑つぶって、へとへとの体を横たえた。




　　　　＊＊＊




　バーナドンヤの宮殿に作られた後宮の端、花の屋という一画を与えられていた蜥蜴とかげの娘サファルリアは苛いら立だっていた。

　あれから三日に一度はあった竜王陛下の呼び出しがピタリと止まっていたからだ。

　──あぁもうイライラする!!　何もかもが上手うまく行かない！　私は竜王妃になるのに!!

　此処ここに来て身に染みてわかったが、蜥蜴の地から来たサファルリアには、バーナドンヤの宮殿では何の力も後ろ盾も無く、この後宮に入った者の中では一番低い身分と定められている。それでも直接三竜の青のトラセラが迎えに来て後宮に入り、今まで竜王陛下に見向きもされなかった後宮の姫達とは違い、それなりに関心を寄せられていたから、その高い矜きよう持じを保っていられたのに。

　──もう十日も放っておかれている。

　四日経たっても五日経っても竜王陛下のお召しが無いと知られれば、後宮の姫達はよほどその事が楽しいのか、わざわざ自分達の部屋に呼びつけ、茶会と称した嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつの的にして日々のうっぷんをぶつけて来る。最近は侍女として付けられた後宮女官までもが、サファルリアにあからさまに侮った目を向けて来るようになってきていた。

　この現実がより一層サファルリアの苛立ちを煽あおる。

　イライラと部屋の中を歩き回り、ハッとした様に部屋の隅に在る長持の側にしゃがみ込むと、サファルリアはギッと蓋ふたを持ち上げた。

　──これのせいよ。

　長持の中にまだ十分にある黒い実を睨み付けながら、サファルリアは歯ぎしりをした。

　そうだコレのせいだ。これがもう手に入らないから私はこんなに惨めな思いをしているのだ。と。

　──ここ最近三日に一つ。我慢して我慢してから口にしているから髪の艶つやが衰えた気がする。肌もくすんでしまって……これを毎日口に出来ないから………………!!　あぁ嫌嫌嫌!!　どうして私がこんな目に遭わなきゃいけないの!?　あの化け物が逃げ出すから!!

　がりがりと乱暴に頭を掻きむしっていると、その時リンリンと澄んだ鈴の音が鳴らされた。

「花の屋様。瑠る璃り宮のクルカの姫君が茶会においで下さいと仰せです」

　此方の返事を待つ事も無く、後宮女官が戸も開けずにぶっきらぼうにそう告げてくる。その態度に忌々しいと顔を歪ゆがめながらも、サファルリアは「わかったわ」と応こたえた。

　初めは、竜王陛下の寵ちよう愛あいを受けたのが宮殿で何の後ろ盾も無い蜥蜴の地から来た女だと周りに驚かれ、陛下に呼ばれた次の日には様々な貴族がサファルリアに面会を願い出た。そうして部屋が埋まるほどの贈り物を寄越して来たが、寵が離れたと見るや、あっという間に誰もかれもサファルリアには近づかなくなった。

　あの秘薬を使う状況も訪れないまま、今は後宮の女共の憂さ晴らしに呼ばれるだけ。

　もはや身支度を手伝いもしない女官の顔を頭の中で踏みつけながら、サファルリアは黒い実を一つ手にする。

　竜王陛下と逢あう為に慎重に消費したいところだけれど、あの女め狐ぎつねどもと逢うのにこんなくすんだ自分では許せない。

　私は誰よりも美しい竜王の妃、唯一のイルカヤンヤになるのだから。

　そう心から自分を飾って、サファルリアは黒い実の皮にガジリと歯を立て咀そ嚼しやくした。








＊＊＊18　サファルリア









　──何が瑠璃宮よ、宮だなんてよくも言えたものね。ただの後宮に与えられた誰もが同じ一室じゃない。馬鹿じゃ無いの。

　同じ後宮で暮らす女達の顔を密ひそかに窺いながら、サファルリアは自分にだけ出された粗末な茶に視線を落とす。

「まぁ、クルカの姫様。此方の宝玉は風貴石ではございませんの？　素晴らしい輝きですわ！」

　すると横にいたバーナドンヤの貴族の娘が、これ見よがしに机に並べられた宝玉に声を上げた。

「えぇ、父が送って来たのですけれど、沢山ありますでしょう？　ですから皆さんにも差し上げようかと思いましたの。どうぞ持っていらして」

「まぁ」

　西の風貴国から後宮にやってきたナルナツ＝クルカ姫がそう言って手を差し出すと、同じ竜王の側妃として後宮に入った女達が華やいだ声を上げた。午後のお茶会というには遅い、もうすぐ夕方になろうかという時間にわざわざこうして呼び出されたのは、コレを見せつけるためだったらしい。

　この場で誰よりも地位の低いサファルリアは、その会話に加わる事も無く、唯ただ一人顔も上げずに机の上に置かれたままの茶を睨む。

　──竜王の愛も得られず、ただ持って生まれただけの権勢を振りかざす醜い女共。

「あら？　貴方は欲しくは無いのかしら？　花の屋様？　蜥蜴の地ではなかなか見ることも出来ない最高級の一品でしてよ？　それとも地這の者の品性では、この価値が理解できないのかしら？」

　ふふふ、クスクスと笑い合う女達の声にサファルリアが顔を上げた時、ドンッと地面が下から突き上げられたように大きく揺れた。

「な、何!?」

　姫君の後ろにそれぞれ控えていた女官達も、きゃっと声を上げてたたらを踏み、クルカの姫らもハッと視線を上げる。

「姫様方！　何者かから宮殿に攻撃が仕掛けられておるようです！　私共がお守り致しますので至急それぞれのお部屋へお戻りください!!」

　しかしすぐに女性の宮殿騎士がそう言いながら駆け込んできて、「まぁ！」「何という事！」と姫君達はわらわらと席を立った。サファルリアも同じように立ち上がると、それに呼応して最初に指示を出した宮殿騎士がさっとその側に控えた。

　一番位の高そうな騎士が、素早くサファルリアの守りに付いたことに周りがぎょっとする。それにクルカの姫も不快気に一瞬眉まゆを寄せた。

「これ、風貴国より参られたナルナツ＝クルカ姫は此方のお方ですよ。疾とく姫様のお側にお付きなさい」

　クルカの姫付の女官がその騎士に声を掛けると「いえ、私は竜王陛下の寵を受けられている花の屋様をお守りするように言われております」と一度手を胸に遣る礼をすると、その騎士は「さ、花の屋様参りましょう」とサファルリアを部屋の外に促した。それに一瞬だけ目を瞠ったサファルリアは、しかし直ぐにニッと満足気に唇を持ち上げた。

「んまぁ！」

　クルカの姫の女官が真まっ赤かになっているが、騎士は気にした風もなくサファルリアを守りながら部屋を出て行く。

　──あらあら。

　一体何者が此処へ攻撃など仕掛けているのかは知らないが、この宮殿で自分はまだまだ大切に扱われているのだと目に見えて知らしめられて、サファルリアは久しぶりに心が晴れ渡っていくような心地ここち良い気分になった。

　ちらりと後ろを見ると、自分付の後宮女官が身を縮めておろおろとしながら付いて来ている。それにふっと笑って愉快な事だと顔を上げた。

　恭しく扱われながら部屋に戻ると、女官が低頭しながらお食事のご用意を致しましょうか？　と引き攣った笑みを浮かべる。

「ええそうね。最近質が落ちていたから……今日は満足のいく物を出してもらえるのかしら？」

「は、はい！　それはもう……!!」

　サファルリアの嫌味にカクカクと頭を動かしながら女官が部屋を出て行くのを満面の笑みで見送り、サファルリアは椅子に腰かけると「ふぅ」と満足気に息を吐いた。







　良い事は重なるものらしい。







　食事を終えて湯を使い就寝しようとしていたサファルリアの元に、地這から連れてきて唯一側に残せていた蜥蜴族の下女が、身を隠すようにしながら寝室を訪れ言った。

「姫様、逃げ出していたアレを掴つかまえましてございます」

「……え？」

　最初アレが何のことか一瞬分からなかったが、直ぐに下女が「あの化け物蜥蜴を掴まえましてございます」とはっきり口にして、サファルリアは喜色に顔を輝かせた。

「まぁ……本当に!?　まぁ!!　よくやりました!!　アレを掴まえたのね!!　まぁ!!　まぁ!!」

　もうとっくに死んだだろうと半ば諦あきらめていたアレが戻って来た。あの身すぼらしい化け物が！

　サファルリアは頬ほおを染めて立ち上がると跪ひざまずく下女の手を取って、「よくやりました！」とあらためて声を掛けて微笑ほほえんだ。

　これでまたあの実が手に入る。

「何処にいるの？　すぐに確認致しましょう」




　　　　＊＊＊




　前回閉じ込めていたのと同じ場所に運び入れたというので、サファルリアは下女を連れて部屋を出た。そのまま外側には回らずに、下働きの者が使う通路から隣の居住区に入る。

「あら」

　大きな物入棚を開けると、たしかに化け物蜥蜴が詰め込まれていた。両手両足を麻ひもで縛られ口にも布を噛かませ、そこに敷き詰められた土の上に転がっている。身体からだの大きな下女が力任せに掴まえたのか、ぐったりとして頭から血を流し意識が無いようだった。が、サファルリアはその姿に違和感を感じて首を傾かしげた。

「こんなだったかしら……？」

　月明かりだけの薄暗い室内で見ているからか、物入棚に入っている体が少し大きくなったように感じられ首を傾げた。

　──変ね？　コレが成長したように見えるなんて……。

　不審気にサファルリアが目を凝らすと、その貧相な体が纏まとっている土で汚れた白い簡素な衣が、上等な白絹だと分かり目を瞠みはる。また汚れてはいるが、がさがさだった肌やボサボサだった髪もすこし艶つやめいて見えて、サファルリアは眉を寄せた。

　──何？　これ、どういう事？　こいつ……此処から逃げ出して身に合わないような良い目にでも遭っていたのかしら？　この竜王陛下がいらっしゃるバーナドンヤの宮殿で？　………………こんな化け物蜥蜴が？

「………」

　──こいつが逃げ出して、私がどんな目に遭ったのかも知らずに、のうのうとしていたっていう事？

　そう思うと、猛烈な怒りが襲って来て、サファルリアは側そばに立てかけてあった棒を反射的に手に取ると、おもいっきりその体に振り下ろした。








＊＊＊19　不浄の子供









　何処か遠くで悲鳴が聞こえたような気がして、竜王は顔を上げた。しかし本当に何かが聞こえて来る訳でもなく、僅わずかにさ迷わせた視線を室内に戻す。

「どうかされましたか？　陛下」

「いや」

　報告を上げていた青のトラセラが、その様子に緊張し鋭い視線で辺りを見回し警戒を強めたのを、何事も無いと制し報告の続きを促す。

「それで、その仮面の者は結局まだ捕らえられてはおらぬのか？」

「はい。何がしかの術を使う様で……捜索は引き続き行わせておりますが、そもそも人では捕らえる事すら難しいでしょう。せめて我ら竜種が駆けつけるまでの足止め等にでもなればと考えております」

「そうか」

　顎あごに手をやって竜王は返事を返すが、報告自体を何処か上の空で聞いている事はトラセラにもわかった。

　ここ最近竜王陛下は何かを思い悩まれているようで、それはファガビを傷つけるほどの脅威がすぐ側にある事よりも注意を引くものらしい。とはいえ、その仮面の者が何者であろうとも、流石にこの金の竜王に楯たて突けるものではない。今の三竜と竜王陛下の力の差はそれほどに大きいのだから。

　そう自分自身を納得させるように考え、トラセラはじわりと胸中に広がる得体の知れない不安を心の中に押し込めた。

「……ファガビは…………」

「は」

　ふと竜王の声が降って来てトラセラは顔を上げた。傷を受けた妹竜にまた何かお言葉を頂けるのかと畏かしこまった。しかし竜王はそのまま関心の所在を流すように闇やみに沈む窓の向こうに目を向ける。

「ファガビは……子供を背にしていたと言ったが、それはあのオイとかいう者の事か？」

「は………左様でございます」

「……そうか」

　静かな声は何とも言えない感情に揺らいでいて、その事にトラセラは瞠どう目もくする。あの子供の事を竜王もまた気に掛けていたのかと驚き、ごくりと唾つばを呑のみ込んだ。

　──ファガビの気持ちを掴み、自分自身にも得難い感情を齎もたらしたあの不浄オイと呼ばれる子供は、この竜王陛下の御心にまでも手を掛けていたのか。

　その事に改めて驚く気持ちと共に、不思議な安あん堵ど感かんが沸き上がってくる自分の胸中に、トラセラは戸惑った。

　──竜王陛下があの子供に意識を向ける事を喜ばしく感じている……のか？　俺は？

　あの、正妃様と何処か似かよった気配を持つ蜥蜴とかげの娘を前にしても感じなかった、不可思議な心持ちにトラセラが意識を向けていると、竜王が徐おもむろに立ち上がった。

「かの子供を余の側に連れて参れ」

「は、畏まりました。竜王陛下」




　　　　＊＊＊




　背中に走った酷ひどい衝撃にオイは目を覚ました。

「んぅ、う……」

　ヒヤリと冷たい土の感触、匂におい。動かない手足に押さえつけられている口元。じくじくと痛む体。一体何が起きたのか分からずにオイはぼんやりと瞼まぶたを持ち上げた。

　すると薄暗い室内と、何か長い物を手にしている人影が目に入る。それが一体誰なのか頭の中で像を結ぶと、オイは「ヒッ」と喉のどを詰まらせ身を縮めた。

　──王妃様。

　カタカタと小刻みに体が揺れる。恐怖で芯しんから冷えて行くのにだらだらと汗が流れて、さらにじとりとオイを冷たくした。

　ふっふと鼻で息をしながら、何故なぜ王妃様が目の前にいるのか、薄暗い場所を忙せわしなく視線で確認しながら、自分は誰もいない場所に逃げ出したのではなかったのかと混乱したが、体に衝撃が走りオイはくぐもった悲鳴を上げた。

「ふふ、いい気味」

　棒で打たれたのだと、それを掌てのひらで弄もてあそび笑う女の仕草で気付いてオイは身を捩よじる。楽し気にしながらも、何処か余裕が無く見えるその雰囲気が恐ろしかった。条件反射のようにオイは〝お許しください〟と舌を震わせて、布を噛まされた口から声にならないうめきを漏らした。

　しかし震えて縮こまるオイに構わず、直ぐにまた振り上げられた棒の切っ先が鋭い弧を描いて振り下ろされる。

「私から逃げ出して……!!　そんな事が許されるとでも思っていたの!?」

「う！　うぅ……!!」

「どれだけ私が大変だったか!!　お前のせいで!!　お前のせいで!!」

「んう！　っ！　……ぅ」

　バシバシと手加減なくめちゃくちゃに棒で叩たたかれ、体がバラバラに壊されるようだった。オイは縛られたまま頭を庇かばうことも出来ずに暴力にさらされ段々と朦もう朧ろうとして、

　──死。

　というものが近づいているのかもしれないと感じた。

　真っ暗な中でたった一人、今から死ぬのだと、オイはぼんやりと意識を体から切り離して項垂うなだれた。

　それは。

　とても悲しい事だと思った。

　こんな所で死んでしまうのなら、しゃはんの側にいればよかったと、

　嫌がられても。

　嫌われても。

　──しゃはんのそばに。

　──しゃはんの側で死にたかった。

　──大好きな。

　──大事な。

　──オイのシシカラジビガ。

　ぐったりと、もはや身を捩る事も出来なくなった体が……その時、フッと優しく抱き上げられた。




　──何。

　──良い匂い。




　気が付くと体を打つ衝撃は収まっていて、オイはうっすらと目を開けた。




「これは一体なんだ」




　低く響く心地ここちの良い声。

　艶つややかに波打つ黒髪に、光を孕はらむ金色の目。

　それは会いたくて堪らなかったオイの唯一の人。

　このバーナドンヤで最も高貴な存在が、この薄暗い場所に光放つような竜気を纏まとい、オイを抱き上げ立っていた。




　──シャハン……？




　その姿を目にしてオイは、眠る様にして意識を失った。








＊＊＊20　黒の跡









　竜王陛下からあの子供を連れて来るように言われ宮殿騎士に指示を出し、その間トラセラは追加で上がって来たファガビを傷つけた怪しの者の情報を精査していた。

　宮殿内に限らず町の外まで範囲を広げたそれの中に、直接関わりがあるかどうかは不明とされながらも異様だと判断され上がって来たものが有った。

　宮殿内のあちこちで地表が黒く変質したような跡が突然いくつも見つかったとの報告で、それを目にし、トラセラは眉まゆを寄せる。

「この報告を上げた者を至急呼び出せ、詳細が知りたい」

「はっ」

　──黒く地表が変質したような跡。

　竜気も無い人間が見てそう感じたモノに、トラセラの脳内にずっと頭の隅で忌避していた嫌な考えが浮かび上がった。

　青の宮として受け継いだ長い記録。

　正妃様が御隠れになられて一向に見つけることが出来ない焦燥から、かつて紐ひも解といた記憶。その現象と似通っているのではと眉を寄せ、報告書を手に宮殿内の地図を広げる。

　約千年前の青の宮のその部分の記憶は、およそ青竜のみが特別に残せた記録として当時の青の宮の言葉と共に埋め込まれていた。今代正妃様が御隠れになったという異常事態にもならなければ見る事も無かっただろうそれは、隠される様にしてひっそりと……しかし酷く混乱して乱れあちこち抜け落ちた記憶だった。だが断片的な情報を繋つなぎ合わせれば、明確には分からなくとも概要を掴つかむことは出来た。

　千年前のその時。

　穢けがれにより宮の守のみならず、当代の竜王陛下も倒れ、正妃様はそのお命を失ったのだ。

　発端は宮の守の一人が穢れを払いきれずにその身を侵食された事だと、当時の青の宮は記録していた。三竜の内、誰がそうなったのかは分からなかったが、青の宮でなかったのなら白か赤の宮、どちらかだったのだろう。

　お傍守として両陛下をお守りする立場の宮の守が、地の穢れに取り込まれれば狂うのだと、それで知った。

　かつて穢れを払う事は宮の守の責務だった。しかし当時地中にあった穢れは宮の守が払う力以上に大きなものだったのか、一人の宮の守が浸食され、狂い、陛下を傷つけ、正妃様のお命を奪ったのだ。

　だからこそ俺はファガビやツェグを決して地中に、穢れに近づけさせるつもりはない。それだけは絶対に繰り返させないと強く決心していた。

　当時の記録は宮殿にも殆ほとんど残ってはいなかったが、それも当然だろう。両陛下をお守りする事が天から授けられた第一の責務である宮の守が、両陛下に害を為なしたのだ。公には知らされず、禁忌として秘匿されたのは十分に理解できる。

　宮の守の力は両陛下のお力でもある。絶対的な守りであると人々に知らしめなくてはならないのだ。今回のファガビの怪け我がですら信頼に足る上の者以外には知らされていないというのに……宮の守が狂い、正妃様を弑しいしたなどと記録に残せる訳が無い。

　幸い地の穢れは千年前から地上に噴き出すこともなくなる程に弱くなっていた。常であれば何も問題はなかった。竜王陛下のお力で穢れは抑え込まれていると安あん堵どしていればよかったのだ。

　しかし、正妃様が御隠れになられた。

　地表のあらゆる場所を探した。バーナドンヤから出る事の出来ない陛下の代わりに騎士が、宮の守が、何度も何度も。だが正妃様を見つける事はこの二十年叶かなわなかった。ならば地中だとファガビが言い出したのは当然だ。

　ツェグやファガビが受け継いだそれぞれの宮の守の記録が何処まで千年前の事を記しているのかは分からないが、忌避なく地中に潜ろうと考えられる程度の記憶しかない事は確認済みだ。

　正直にお前たちが狂ってしまうから止めてくれと言ったところで、『狂わば殺せ』とあいつらは笑って言うだろう。

　──だがそんな事が出来る訳が無い。

　──心弱いとお前達は笑うだろう。だが俺には、

　──出来ないんだ。

　正妃様をお助けしたい。陛下に一日でも早く吉報をお伝えしたい。その気持ちは心の底から溢あふれ出ているが、同じように宮の守である二人も守りたいのだ。

　地の穢れに影響されにくい土つち蜘蛛ぐもらを使い調べているのだと……俺自身を誤ご魔ま化かして、正妃様は地上の何処かにおられるのだと、未いまだそこに醜く縋すがりついているのは分かっている。

　あと少し、もう少しで正妃様を発見した。明日にもお戻りになられると、望む報告が入るのを待ち続けて、ずるずると結局抜け出すことのできない蟻地獄で踠もがいているのかもしれないと、何より陛下を欺いているような気分に襲われて手足が冷たくなる。

　ツェグにはああ言ったが、もういい加減覚悟を決める時なのかと拳こぶしをきつく握り締めた。

　──だが。

　このバーナドンヤの宮殿内で地表が黒く変質したような跡が見つかったと……それが、仮に穢れが地表に噴き出した跡だと確定されたなら、どうする。

　地から穢れが溢れ出す程に、突然地中の穢れが増したのか？

　間違っていたのか？　手遅れだったのか？　やはり宮の守の命を投げ打ちそこに入って行くべきだったのか？　正妃様は地中におられて、二十年かけて正妃様の竜気を侵食しつくした穢れが、ついにその命と引き換えに溢れ出したのか？

　──赤のファガビを傷つけうる者が宮殿内に潜むこの時に……。

　すぅっとトラセラの視界が狭まっていく。背中を嫌な汗が伝い落ち、身の内が凍り付いていくように軋きしんだ。

　──いや、おちつけ。

　まだ人は生きている。穢れは溢れ出してはいない。宮の守も狂ってはおらず、正妃様がお亡くなりになられたとの陛下のお言葉もないのだから。

　取り乱すな。今ある事だけに集中しろ。この件と正妃様の件は別に考えるんだ。

　──陛下のお力は未だ、

　──健在だ。

「青の宮様」

　その時、報告に入って来た騎士が慌てた様に声を張り上げたのに、トラセラはハッとして顔を向ける。

「どうした？」

「赤の宮様の保護されていた子供が……兵舎におりません」

「何!?」

　黒の跡についての報告かと思えば、陛下のお呼びに発たっていた騎士が、命令を遂行できなかったと息を切らし、若干青ざめながらそう報告した。

　トラセラはその言葉にガタリと立ち上がり、「何処に行った!?　護衛の騎士は何としたのか！」と声を荒らげた。

　──このような状態の宮殿内を、あのような力無き幼い子供がさ迷えば……どうなる事か…………!!

「はっ、それが……恐れながら…………子供に護衛が必要との認識がなかったようで、その……騎士は付けられておら……ず……宮殿騎士は全員が怪しの者の捜索と貴人様方の警護等に回っておりまして…………あの……」

　しどろもどろになりながら報告する騎士は、「ど、どうされますか？　……その、捜索が必要になりますでしょうか…………？」とトラセラの様子を窺いながら呟つぶやく。その言葉にトラセラは「必要に決まっている!!　すぐに探し出せ!!」と珍しく大声を上げた。それに心臓を掴み上げられたように痙けい攣れんして「は、ははっ!!」と答えた騎士は転がる様にして部屋を出て行った。

　それと入れ替わる様にして、他とは違う鎧よろい姿の宮殿騎士が入って来ると、一瞬部屋に溢れたトラセラの竜気にグッと息を詰まらせたが、半竜でもあるその男はすぐに姿勢を正し、トラセラに騎士の礼をとった。

「青の宮様、報告の件でお呼びと聞き参上いたしました」

「……グインダ副将軍」

「また何かございましたか？」

　只ただならぬ様子のトラセラに緊張を漲みなぎらせる副将軍を手で制し、一度力を抜くと、トラセラは「報告を」と黒い跡についての報告を促した。
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　黒い跡について詳細な報告を受けたトラセラは迷いを見せた。青の宮の持つ記録との差異が大きいように思ったからだ。

　──穢れが噴き出して来た訳ではなかったのか？

　──だが。

　それでも一刻も早く報告をするべき事だと、トラセラは急ぎ竜王の執務室に戻った。




「子供はどうした」




　しかし此方の報告を聞きながら、竜王陛下はそう言うとトラセラを睨にらみ上げる。その仕草だけでビリビリとした竜気が周りを震わせ、後ろにいた書室士や騎士を苦し気に唸うならせ跪ひざまずかせた。

「申し訳ございません陛下。子供は寝かせていた兵舎から出た様で、現在騎士に捜索させております」

　そうトラセラが告げると、竜王は怒りにも似た激情を叩たたきつけるように立ち上がり、「陛下!?」と、その様子に驚き叫ぶトラセラが止める間もなく部屋を一人出て行った。

　激しい竜気に立っていられず蹲うずくまる騎士らを尻しり目めに、トラセラが慌ててその後を追いながら、竜王の歩みを止めようと必死で声を上げた。

「陛下！　お待ちください!!　子供はすぐに連れて参ります！　今はまだ外には出られますな！　先ほども報告いたしました通り危き殆たいが考えられます!!　どうか、どうかお鎮まりを!!」

　ファガビを傷つけ、竜王をすら傷つけうるかもしれぬそれは、未だトラセラの中で不確かではあるが、ハッキリと何かと断じる事が出来ないからこそいっそ恐ろしいのだ。結果無用な憂慮であったとしても、今は抑えを懇請し言い募ると、突然片手を振り上げ払いのけられた。

　ドッと壁に叩きつけられ放射状に亀裂の入った中心で、トラセラは「ぐっ」と小さく呻うめく。それを視線だけで見下ろし竜王は咆ほう哮こうした。

「余の為いを裁するかトラセラ!!　過分な言と控えろ!!」

「ぎょ……御意」

　何か箍たがが外れたような竜王の様子にトラセラは一瞬だけよろりと体勢を乱したが、膝ひざをつき首を垂れる。その拍子にパタタと白い床に、トラセラの口の端から零こぼれ流れた血が数滴落ちた。

「直接余が捜す。必要と思うなら付いて参れ」

「はっ……」

　クルリと踵きびすを返し前を向いた竜王は、振り返ることなくそう命じると、「扉を開けよ」と外に向かう両開きの大扉を開閉させた。
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　黄金に輝く竜身に体を変じさせて結界の中を闇雲に飛び回っていた竜王は、何かを見とがめたようにバッと体の向きを変え、その視線を側妃を迎える為ために建てられた後宮の端へと向けた。

　高く伸びた竹林が陰を作るその一角に、怒気を滾たぎらせる竜王が飛び込んだ。その後を追い、トラセラも青く光る竜身をその中に滑り込ませた。

　人のそれより何倍も大きくなる竜身のまま竜王が部屋に飛び込んだため、入口は壁と木の枠が崩れ壊れてしまっていた。トラセラもそこから中に入り、しかし直ぐに身を縮めて人型をとると部屋の奥に立つ竜王の側に立った。薄暗い室内の中にはいくつかの人の気配がし、トラセラはその気配を探る。

　──竜種である自分には遠く及ばない矮わい小しような存在と、

　──妙たえなる……これは流れる血の香りか。

　そっと視線を向けると偉大なる竜王陛下のその腕の中に、汚れ、傷だらけの子供がいる事に目を瞠みはる。ファガビが深緋こきあけと呼び、竜の寵を呼び覚ました小さな人の子の無残な様子に、竜王の気がどんどんと昂たかぶっていくのがわかった。

「これは一体なんだ」

　手前には突然現れた竜王に腰を抜かし座り込む、蜥蜴とかげの地からトラセラ自身が連れてきた娘と、ガタガタと膨れた体を震わせ頭を押さえている蜥蜴族の下女がいた。

　低く地を這はう様な怒りがその声に乗せられて、それだけで下女は「ヒィ！」と泡を吹いて卒倒した。

「へ……陛下………………」

　蜥蜴の娘は真っ青になりながらもそう声を絞り出す。荒れ狂う竜気の中でも自分を失うでもなく言葉を発した女に、普段であればある意味感心するであろうトラセラも、また、突然襲って来た激しい怒りに震えていた。

　──体が憤怒に千切れて吹き飛びそうだ。

　竜王の腕の中で細い息を吐く存在に、トラセラも竜気を迸ほとばしらせる。

　──何故、このような場所で傷を負っているのか？　ファガビが守り兵舎で休んでいたのを連れ浚さらわれでもしたのか？　何故……このような傷を………………。

　薄闇の中、女の側に転がる血の付いた角棒に目を止め、前後は分からずとも何が為なされたのかだけは知れる。

　──この女がやったのだ。

　トラセラは激しく湧わき上がって来る憤怒に感情が暴れ出しそうになった。しかし冷静さを欠いていると自覚しながら、だからこそ努めて呼吸を整え、自分を落ち着かせようと息を吐いた。

　トラセラ以上に深く、沈み込んだような竜王の激しい怒りを見届けるために。

「と、突然このような場所へお越しになるなんて……ど、どうされたのですか………………？　その、い、一体……何がどうさ……れて……」

　ガタガタと震えながら言葉を垂れ流す女に、竜王はじろりと目を向ける。怒りに染まったそれに、女は「ひ、ひぃ」と小さく叫び声をあげた。

「貴様……この者を虐げておったのか」

「は？　あぁそんな……私は………………私はただ……」

　竜気をまともに受けながら唇をカチカチと震わせる女は、その時、苦しくなったのかふいに胸元に手を伸ばした。

　その瞬間、女が何かに気付いた様にはっと顔を上げた。その表情に、トラセラの胸がぞわりと騒いだ。

「陛下!!」

「む」

　考えるより先に体が動き、トラセラは竜王の前に飛び出した。それは女が何かの白い粉を此方に投げつけたのと、ほぼ同時だった。








＊＊＊21　幻惑の残ざん渣さ









　サファルリアは常に不満だった。

　もっともっと今より良いものが手に入るはずだと、望むものは与えられて当然で、願った事は思ったまま叶かなえられるのが当然で、至高の竜王陛下の隣に立つのは自分であるのが当然なのだと、此処までやって来たのに、上手うまく事が進まない状態が不満で不満で仕方が無かった。

　死んだと思ったあの化け物蜥蜴が戻って来て、不安の種が消えて、これでやっと望む通りになると思っていたのに。




　──何なの。

　──何なのよ。

　──これは一体なんだと問われても、それは此方こちらの台詞せりふよ!!




　こんな時間に、そもそもこんな場所に竜王陛下が現れるなんて思いもしなかった。

　物もの凄すごい圧が竜王の体から発せられて、サファルリアはガタガタと震える体を諫いさめるのに必死になりながら、今の状況を正確に理解しようと思考を巡らせる。

　それでも怒りを自分にぶつけられている事が理解できず、何故なぜ？　どうして??　と、グルグル疑問符だけが脳裏に巡った。

「へ……陛下………………」

　──何を怒っているの？　私は貴方の銀の妃になるのに。

「と、突然このような場所へお越しになるなんて……ど、どうされたのですか………………？　その、い、一体……何がどうさ……れて……」

　とりあえずその訳の分からない怒りを鎮めて貰もらわなくては話にならないだろうと、体の芯しんから震え出そうとする自分を押さえつけ、なるべく平静に声を掛けた。しかしその返答は猛烈な怒気が込められた視線で返され、真っすぐ何かで刺し貫かれたような幻痛がサファルリアを襲い、「ひ、ひぃ」と無様に震えあがった。

　──い、意味がわからない。

　──何故この私にそんな態度を取るのよ。

「貴様……この者を虐げておったのか」

　──はぁ？　何？　どういう意味？

「は？　あぁそんな……私は………………私はただ……」

　──分からない。

　──何なの？　化け物蜥蜴を虐げて何が悪いのよ！　汚けがらわしい不浄者じゃない！

　──何故そんなモノを陛下が抱き上げているのよ！

　──何故そんな顔で私を見るの？

　──私は、

　──私は貴方のイルカヤンヤなのに!!

　ブルブルと恐怖と痛みと、そして噴き上がって来る猛烈な怒りに思わず胸元を握りしめたその時、ずっとそこに忍ばせていた薬の包みに気が付いて、サファルリアはハッと顔を上げた。

　──そう。

　──そうよ。

　──不浄の化け物を抱き上げるなんて、陛下はきっと何か混乱しておられるのだわ。

　──これで……陛下の目を覚まして差し上げなくては!!

　そう決めたサファルリアの手の動きは素早かった。細い指先で薬袋をつまみ上げ、爪で突き破る様にして握り込むとバッと媚び薬やくの粉と言われたそれを放り投げまき散らした。

「陛下!!」

「む」

　竜王の前に誰かが飛び出し長い袖そでを広げたのが見えたけれど、大きく広がった粉は必ず竜王の体に入り込むだろうと、白い粉ふん塵じんを前にサファルリアはニィっと唇を吊つり上あげた。




　──今、解らせて差し上げるわ。




　どれほどの効果があるものなのかは知らないが。

　少しずつ指先でつまんだものを飲ませればいいといわれていた物を、全すべてぶちまけてやったのだ。あの不気味な叔父おじの言葉が正しければ、最早立ってはいられないだろう。

　化け物蜥蜴を放り投げ、私に縋すがりついてくるはずと、サファルリアは幾分前のめりになりながら粉に霞かすむその姿に目を凝らした。

　白い粉が月明かりに光りながら床に落ち着き、ハッキリとその姿が浮かび上がって、サファルリアは瞠どう目もくした。

　竜王はそれを吸い込んだ様子もなく、むしろその場所を避けて円を描くように、石造りの床に薬は広がり落ちきっていた。

「……え？　そんな」

「トラセラ、下がれ」

　驚くサファルリアを見据え、その間で竜王と同じ様に粉を被ることなく透明の何かに守られた誰かを竜王は下がらせた。

　それが青の宮だとサファルリアには感知出来ない程に、竜王とその腕に抱かれたままの化け物蜥蜴に意識が集中していた。

「な、な[image: な゛]……何[image: な゛]の!?　[image: な゛][image: ん゛]なの[image: よ゛]!!」

　ガチガチと歯を鳴らしながらサファルリアは腰を床につけたまま後ずさったが、竜王は一歩も動かない。しかし、その体から立ち上がる竜気に、サファルリアは今まで感じた事の無い強い恐怖を覚えた。

　上から注がれる視線が苦しくて堪らないのに、顔を背ける事も出来ない。そうするとドンと右腕に衝撃が走り「ひっ」と顔を向ける。

　白く嫋たおやかなサファルリアの腕が変な方向にひん曲がっていた。

　それを確認するとサファルリアは喉のどを引き攣らせ、「あ、[image: あ゛]」と濁った悲鳴を零した。するとまたドンと今度は左腕、右足、左足と化け物蜥蜴を殴りつけた場所をなぞる様に酷ひどい衝撃が襲ってくる。そう、まるで──サファルリアがふるったその力が何倍にも膨れ上がり帰って来ているようだと……。

「[image: あ゛]、ぞん[image: な゛]……」

　ただそう気付くと、次は胴。そして頭に同じ衝撃が来るのではないのかと思い至り、さらに青ざめた。

「ひ！　[image: い゛]や……!!」

　──ころされる。

　──何故？　どうして？？

「あ、[image: あ゛]ぁ[image: あ゛][image: あ゛]…………そん[image: な゛]ぁ………………わわたくしは……わだぐしばあな、あなあだざま……ただ……あ、あが、[image: あ゛][image: ぁ゛]」

　顔を上げ喚わめきながら激しく痙けい攣れんすると、サファルリアは許容を越えた恐怖に泡を吹き、そのままがくりと背中から石床に卒倒した。




　　　　＊＊＊




　銀色の長い髪が床に散らばっても、トラセラはもうその女に美しさも、まして唯一の妃、尊いイルカヤンヤに似た気配を感じる事も無かった。白目を剥むき意識を失いながらも、ビクビクと震える様子に吐き気すらする。四肢を無残に破壊された女の姿に、同情一つ湧わいてくることは無かった。

　──何を以って俺はコレが竜王陛下の側そばにあることを良しとしたのか。

　過去の自分を殴り飛ばしたい気になりながら、激しい侮ぶ蔑べつの視線を地這の女へ向けた。しかし一呼吸で意識を切り替えると、トラセラはしゃがみ込み、女がまき散らしたものが何だったのか確認の為ために手を伸ばす。

　陛下を庇かばう為に前に出たが、結局陛下の結界に阻まれ落ちたその粉を指先につけ親指で伸ばすと、トラセラはそっと鼻先に近づけ、眉まゆを寄せた。

　ねっとりとした甘い匂においと共に、ひりりと鼻の奥に熱が灯ともった気がして、咄とつ嗟さにもう片方の手で鼻と口を覆う。

　──誘引香。

　トラセラ自身は今までそれを見た事も、ましてや体内に取り入れた事も無かったが、青の宮の記録が素早く答えを弾き出す。

　これは竜種に欲情を齎もたらす毒だった。

　かつてこの毒に溺おぼれた竜王が命を落としかけたことで、原料の植物は種一つ残らず焼き払われ、二度と作られるはずの無いものだった。

　──それを何故この女が……？

　そう眉を寄せたトラセラは、竜気が練り上げられる圧を感じてハッと顔を上げる。振り返ると竜王の力が意識の無い無残な女の体をさらに強く打ち付けた。

「あ、お、お待ちください!!」

　そのまま振り上げられるような力がその頭に直撃せんと震えた瞬間、トラセラは声を上げた。

「お待ちください陛下！　この者を尋問しとうございます！　どうかお力をお納めください!!」

　粉の件についてもそうだが、この女に引っかかりを感じて、トラセラは竜王の前に跪ひざまずいた。この場で処分されてしまえば何も分からなくなってしまう。

　今すぐひねりつぶしてしまいたい気持ちはトラセラも十分に持ちながらも、「陛下。なにとぞ」と深く低頭した。




「………ならば好きにしろ」




　その言葉と共にバチリと迸ほとばしった竜気にトラセラはヒヤリとしたが、しかし竜王はそういうともう女を見る事も無く背を向け、先ほど打ち破った入口から子供を抱いたまま器用に竜身に変じ、夜空に飛び上がった。

　ほっと息を吐き、トラセラもまたバサリと竜の翼を広げその後に従いつつ、「ヒュイ」と喉を鳴らした。これでツェグか、宮殿騎士がこの場に駆けつけて来る。陛下の竜気をぶつけられたが、まだ息のあるこの女を見れば、すぐに牢ろうに連れて行くはずだ。

　飛び上がった夜空からトラセラは小さく見える後宮の端を見下ろした。その時には近くにいたのだろうか宮殿騎士が数名、もうそこに駆けつけているのが見えた。








＊＊＊22　マギム侍従長









　私は竜種の血を持つハマヌイ家の嫡男として産まれてから１６０年、バーナドンヤの竜王家に侍従として仕えて参りました。

　半竜の血を持つ私は人の倍は長く生きる事が出来、先代の竜王陛下の晩年に成人を迎え、それからこの年まで先代、今代と陛下にお仕えし、過分にも重用されている事は何よりの誉れで、老い先短いこの命全てをかけても竜王陛下をお支えしていく所存であります。

　──しかし。

　そんな使命感を以ってしても払えない陛下の御心を感じ、至高の存在である竜王陛下にとって、所しよ詮せん私などなんの役にも立たない無能な傍付きと、項垂うなだれるしかありませんでした。

　竜王という存在は他の三竜や正妃様とは違い、天界にあると云われる竜の隠れ里の竜核からではなく、人の様に胎から生まれる唯一の竜種であります。正妃様から産まれるたった一人の御子は次代の竜王陛下お一人。必ず男児が生まれ、幼い頃ころは人の様に成長されますが、神の如きその存在は幼子のようでも強く、そして全てから守られ、命を落とす様なことは決してないと言われております。

　そんな存在を産み落とし、陛下の御心に寄り添い、支え、共に歩まれるはずの正妃様が、今代この世にお生まれになる直前、御隠れになったと聞かされた時は、世界が闇やみに取り込まれ、ガラガラと全てが崩れ落ちて行くような心地ここちになりました。

　正妃様の竜核が綻ほころぶ寸前は、陛下の守りが最も薄くなる時でもあります。

　竜王陛下と正妃様を守る宮の守の三竜は、新たな正妃様が御生まれになるその直前に代替わり致します。前宮の守の三竜が自らの竜気を注ぎ終え、新たな宮の守にその力と知識を引き継ぎます。

　前宮の守が完全に竜気の継承を終えるとともに消え去り、新たな三竜が竜核から目覚めた後、正妃様の竜核も誕生の時を迎え、かの方もお目覚めになられると聞いておりました。それはたとえ陛下のお側にある侍従であり、いやしくも竜の血を持つ我が身であっても、決して立ち入る事の出来ない竜の隠れ里で行われる神事でございます。

　しかし、その尊い正妃様の竜核が暴風に浚さらわれ、その姿を消したというのです。

　神代の隠れ里に嵐あらしが起こるなど聞いた事もありませんでしたが、そのまま消え去った正妃様の竜気がこの地に張られた陛下の結界に触れなかった事から、このバーナドンヤではない遠い地に落ちたのだと竜王様は叫ばれました。仮に、陛下のお力の最も満ちるこの地であれば正妃様は直ぐにお助けされた事でしょう。

　──しかしそうはならなかった。

　竜王陛下は乱心されたように騒がれ、その竜気が狂ったように辺りに溢あふれました。今すぐに飛び出して行かれようとする陛下をお止めした宮の守の三竜が、四肢を引きちぎられんばかりにして倒され、陛下の見た事も無い激情にただ震え意識を失うばかりで、私共は何もすることが出来ませんでした。

　竜王陛下はこの大陸の守り神。中心の地、このバーナドンヤから離れられれば、たちまち地に潜むと言われる穢けがれが沸き上がり、この世は人の住めない世界になると言われております。

　荒ぶる陛下のお気持ちに呼応するように天は荒れ地が裂けましたが、新たな宮の守の三竜の方々は必死で陛下をお止めし諭されました。その激情のままの陛下の竜気にさらされましたら、たとえ正妃様でも無事ではありますまいと。また陛下の寵を失ったこの大陸がどうなるか、竜王陛下の一挙一動で全ては脆もろく崩れ去る世界でございますと首を垂れ、何とか陛下をお止めし、三竜の方々が陛下の代わりにバーナドンヤを飛び出して行かれましたが……結局正妃様を見つけ出すことは叶かなわなかったのです。

　──それから十年が経ち──

　いくら待っても正妃様は帰ってはこられません。次第に陛下はお心を閉ざしていってしまわれました。それは宮の守の三竜の方々に対しても同じで、他の者は分からないようですが、先代と前宮の守の三竜の方々との絆きずな深い関係を知っていた私から見ると、今代の三竜の方々と竜王陛下の間には深く横たわる溝が見えるのでございます。

　それでも、地の為、人の為、陛下はバーナドンヤにお留まりくださいました。自ら正妃様をお探しに出られたいのを堪えて下さりました。

　私は苦しむ陛下に何もして差し上げる事は出来ませんでした。それどころかそのお心をさらに抉えぐるような進言を申し上げるのです。

　次代の竜王の種を宿す陛下の竜芽と呼ばれる器官は、もし正妃様がお亡くなりになられれば、その機能を失うと言われております。それゆえに陛下は正妃様の生存だけは御存じでいらっしゃるのですが……しかし、その竜芽は正妃様がお側に長くおられないだけでも次第に力を失うのだと、ある日聞かされました。

　それゆえに一刻も早く正妃様を見つけ出さねばならぬのだと、苦い顔をされた青の宮様の横顔に私は青ざめました。

　人知れぬ場所で正妃様が亡くなられる、という最悪の事態に怯おびえながらも、いずれは必ず戻られ、次代の竜王を生み育てられるだろうと、希望的観測で以って考えていたそれが、なんと愚かな妄信だったかを知らされたのです。正妃様がお側におられないだけでも次代の竜王は生まれなくなるのだと知ってしまえば……憚はばかりながら私が手を打たなくてはと決意致しました。

　たとえ正妃様以外の者から竜王が生まれる可能性が限りなく低くとも、ゼロではない限り最悪の事態に備えなければならないのだと。




「陛下、正妃様が御戻りになられるまでで結構です。なにとぞ……なにとぞその神の血を繋つないでいく事を今はお考え頂きたく…………」




　その意味を理解された時、陛下は竜気で以って私を壁に磔はりつけにされました。

　老体から流れる血が壁を汚し、床を汚しても、私は為なさねばならない事がありました。けして、決して竜王陛下の血を絶えさせる訳にはいかないのです。

　──地の為に、人の為に。

　竜種は人と交わることが出来ます。ただ竜種同士で交わることは出来ません。それは竜の血を僅わずかでも持つ半竜人でも叶わない事なのです。竜の血を持ちながらも、竜の神である竜王陛下と交わり子をなせるのは正妃様だけなのです。

　しかしその正妃様がおられない今、一体誰が陛下の血を受け継ぐことが出来るのでしょうか。竜王陛下を失えばこの大陸に未来は無いのです。もしもの時の為に私はたとえどんな目に遭っても、陛下の血を残していく道を探らねばならないのです。

「……陛下…………なにとぞ…………なにとぞ……お考え、下さ……い……」

　ガホッと無様に血を吐いた私を、陛下は静かに見つめておられました。正妃様が御隠れになられて十年の月日が過ぎ、血ち眼まなこになって探す騎士や三竜の方々の努力虚しく、未だに陛下のお側に正妃様はいらっしゃいません。他者を寄せ付けない冷たいお顔をされるようになった竜王陛下に、側近は誰もが胸を痛めておりました。

「なにとぞ……陛下…………」

　それでも今の内から手を打たねば取り返しのつかない事になるだろうと、焦りだけが私の中にありました。唯人よりもはるかに長く生きていた私は、この事態にこれもまた正しい事だと信じて疑っておりませんでした。この身が潰ついえても構わない。陛下にお考えいただけるなら、と。

　その時──。

　フッと体を押さえつけていた力が緩み、私はずるりと床に崩れ落ちました。あぁ、お考え頂けるのかと緩慢に顔を上げれば、怒りに燻くすぶっていた瞳ひとみは、私を気遣う色を一瞬だけ見せて感情を消されました。

「好きにするがよい」

　そう言って部屋を出て行かれた陛下に、私は這はうようにして礼を述べました。

　──お優しい御方なのだ。

　──正妃様を何よりも求めておられる陛下に……暴意を申し上げる私にすら心をかけて下さるというのに…………。

「申し訳ございません……陛下………………どうか……ど……うか……不ふ甲斐がいなき我が身を今はお許しください……」

　血の涙を流しながら、私は陛下の出て行かれた扉に頭を下げ続けました。




　　　　＊＊＊




　そうして後宮を作り、数多あまたの美姫を集めましたが、竜王陛下の御心を掴つかむ方は長らく現れませんでした。

　陛下のお許しを得て十年。正妃様がおられないこの宮殿の虚しさを感じずにはいられなかったその時、蜥蜴とかげの地より一人の娘がやってまいりました。

　輝く銀髪を持つ美しい娘でした。

　私は正妃様にお会いしたことは御座いませんが、銀髪の美しいお方だとは聞いておりました。もし、正妃様が目の前にいらっしゃればこのような方だったのではないかと、思わずには居られないような美姫でした。

　愚かな私が考えた様に、もしかしたら陛下もお考えになられたのかもしれません。

　その娘に陛下は関心を示されました。いままでどんな方を後宮にお連れしても興味を示されなかった陛下が、初めてその娘をお側に呼んだのです。

　後宮にお通いになるほどではありませんでしたが十分でした。これでもしかすると陛下の血が託されるかもしれないと安あん堵どし考えた矢先、陛下はその娘への関心を唐突に失いました。

　──何という事。

　やはりいくら美しくとも、蜥蜴の地から来た娘などでは陛下の御心を繋ぎとめる事は叶わなかったのです。

　今度こそはと思っていただけに内心の落胆は大きかったのですが、それもこの宮殿に何者か悪意ある者が忍び込み、宮の守のファガビ様を害されたとの知らせで霧散していきました。

　此処ここしばらく不穏な気配を宮の守の方々が感じ警戒されておられたのは、もちろん存じておりました。宮殿騎士の増員を行い警備強化も計って対応していたつもりでしたが、まさか赤の宮様が手傷を負うほどの何者かがいるなどとは思ってもおりませんでした。

　怪け我がをされた赤の宮様の向こうには、この世で最も尊き御方がいらっしゃいます。その至高の存在はこの大陸の全すべて。それに弓引く行いを実行しうる者がいるなどとは、とうてい考えられることではありませんでした。

　私は事件後、夕ゆう餉げも控え陛下のお側に侍り微力ながら警戒していた所、陛下が突然お怒りになられ外に飛び出して行かれました。

　溢れ出した竜気に立っていられず宮殿騎士らも膝ひざをつき倒れ、半竜の血を持つ僅かな者達が身を起こし、倒れた者達の交代を指示していた時、陛下がお戻りになられました。

　その腕に、いつか見た〝オイ不浄〟と名乗った子供を抱いて。







「直ぐに王宮典医筆頭のファンインを呼べ！」








＊＊＊23　抱きしめて









　いつもの夢。

　でもいつもの何かの中にフワフワと浮かんでいるような心地とは違って、オイは足を地につけそこに立っていた。綺き麗れいな花が沢山咲いていて、空は高く光が溢れている。

　そして前からゆっくりと歩いてくるのは、

「しゃはん……」

　オイのシシカラジビガ。




　──会いたかった、美しい私のイルカヤンヤ。




「しゃはん……!!」

　その優し気な姿に、気が付くとオイは地を蹴けって走り出した。運動を知らない細い足は頼りなく震えるけれど、躓つまずいて倒れてもいいと、その姿に手を伸ばし必死に前へ前へ足を動かした。転んでしまってもまた立ち上がればいいのだから、と。

　──だってシャハンが笑ってる。オイを見て、嬉うれしそうに両手を広げてくれている。会いたかったって。

　──やっぱりオイに会いたかったって。

「しゃは、ん!!　しゃはん!!」

　近くて遠い、もどかしい距離を一気に詰めて、オイは優しい香りに包まれた。

　──じんと響く低い声。

　──オイを抱きしめて、

　──ぎゅーっとして。もう放さないで。ずっとずっと会いたかった。

　──オイの大切な大切な竜王陛下。

　──オイのシャハン。

　竜王の逞たくましい体にみっともなく痩やせた腕を伸ばし、オイは必死にしがみ付いて、そしてポカリと目を開けた。

　飛び込んで来たのは薄暗い室内。

　さっきまでとは全然違う場所を目にして、やっぱり夢を見ていたんだと一瞬で現実に引き戻されたオイは、何かにしがみ付いていた腕をしょんぼりと外そうとして、

　ぎょっとした。

　オイのその腕の中に、夢の中で抱き着いた竜王陛下その人が、頭を預けて眠っていたからだ。

「え!?　あにょ、あ、う？」

　何故なぜ竜王陛下が自分の腕の中で眠っているのか状況が分からずに、オイはわたわたして辺りを見回した。ただ誰だれもいない静かな室内に二人でいるのだと分かって、オイはドキリとした。

　ゆっくりもう一度辺りを窺ってから、そっとその顔をオイは息を詰める様にして覗のぞき込んだ。

　──きれい。

　──宝物みたいだ。

　長い睫まつ毛げに白い肌。すっと伸びた鼻、薄い唇。オイのバサバサの髪とは違って、つるつる光って波打つ豊かな黒髪。

　目を閉じて眠っている姿は夢の中でも見た事が無かった。オイはうっとりしながら、そっと手を竜王の額にかかる黒髪に伸ばした。ところが、その自分の手がいつになく長く大きく見えて首を傾かしげる。そういえば竜王へと伸ばした自分の腕も、体も、衣から出ている足も、服の丈が短く見える程に……長い。

　驚いて起き上がった肩から、さらりと長い髪が零こぼれ落ちて、オイは目を剥むく。

　──体が……!!

　手も足も髪の長さまで、信じられない程成長している事に驚き、恐ろしくなってオイはさっと竜王から離れた。

　人はこんな風に急に大きくならない事を知っている。ずっと小さいままでも気味が悪い化け物だと言われていたのに、こんな風に突然大きくなってしまったら、ますます気持ちが悪いと嫌われてしまう。

「ん……」

　オイがどうしようかと混乱していたら、竜王が身じろぎして切れ長の目をふるりと震わせた。その様子に驚いて、オイは慌てて側にあった上掛けを頭から被り、自分の姿を覆い隠した。そうしている間に髪をかき上げながらゆっくりと起き上がった竜王が、しかしまだ寝ぼけているのか、何かの温ぬくもりを探すように反対の手を寝台の上に滑らせた。

「……む」

　どきどきしながらオイは布の中から目だけ覗かせてその様子を窺っていたけれど、その姿は寝台の端にあり、不自然に目立っている事に気付いていなかった。

「そこにいたか……」

　すぐにオイに気が付いた竜王が腕を伸ばしてくるのに、オイは「あ、あにょ、あにょ」と身を捩よじらせたが、すぐに掴まってしまった。布越しにキュッと抱きしめられてオイは、かぁっと頬ほおを染める。

　──突然大きくなったことがバレてしまう。気持ちが悪いと思われたくないのに……。

　それでもオイは、シャハンに抱きしめられるのが嬉しくて、その腕を振りほどく事が出来なかった。

「……痛むところはないか」

　寝言の様に、吐息交じりに囁ささやかれて、オイはコクコクと頭を動かした。

　──そうだ。

　──オイは助けてもらったのだった。

　正妃様に見つかって、怒られて沢山叩たたかれて、オイは死ぬんだと思った。その時シャハンがオイを抱き上げてくれたんだった。

　目覚める前の事を唐突に思い出して、今は抱きしめられている現実に、オイはさらにボボッと顔から火を噴いた。

　──こんな事……。

　──どうしてこんな事……まるで、

　──まるでオイがシャハンに、大事にされているみたいだ。

　赤くなった顔のまま、オイはおずおずとシャハンにすり寄ってみた。それでも嫌がられずにきゅっと抱かれて、嬉しくて堪たまらなくなって目を閉じた。そんな訳がないと分かっていても……まるで、オイはまるで自分がアーシェナになったような気持ちがした。

　──シャハンに溢あふれるほどの愛を注がれていたアーシェナに……。

　頭に添えられた布越しの優しい手つきは、夢の中で思い描いていた通りで、オイの胸が幸せで満たされた。

「しゃはん……」

　しかし思わずオイが呟つぶやいた言葉に、突然竜王が乱暴に体を起こした。




　　　　＊＊＊




「体中の傷は幸い見た目ほど酷ひどくはないようです。打ち身ばかりなので水薬を差し上げました」

　子供の体を検めた王宮典医筆頭のファンインが告げた内容に、私は「そうか」と息を吐いた。

　──酷く安堵している自分に驚く。

　不浄と名乗った子供の事が、初めて会った時から何度も頭を過よぎり、次第にもう一度会いたいと思うほど、気が付けばあの子供の事ばかり考えていた。ファガビが傷を負い、このバーナドンヤが何者かに脅かされ、千年も溢れる事の無かった穢けがれが活動を始めたかもしれないと言われても、

　──意識を奪われていた。

　不穏な状況に、いやだからこそ、側そばに置きたいと焦っていたのか……自分自身この子供をどうしたいのかが正直明確に分からない。

　蜥蜴の娘の前で傷つけられ小さくなっていた体を見て、怒りで頭がどうにかなりそうになった。抱き上げた体の温もりに、様々な感情が呼び起こされた──気がした。

『竜を引き付ける血を持つようです』

　そんな事をトラセラに言われたが、そうだとも違うとも言えずに目を閉じた。

　それでも初めての出会いで、私は何故あの手を放したのかと悔やむほどに、ジリジリと心の扉をこじ開けられ、まるでアーシェナへの想おもいを侵食するようにこの子供に心奪われているのだと、

　──気付きたくなかった。

　だが、傷付いたその体を見て、傷つけた者に対しての怒りで我を忘れそうになった。もう放す事は出来ないと、掻かき抱いだいて連れ去りたくなった。私を大切だと伝えたその心の様に、私もまた大切にしたいと……。

「酷く傷つけられていたと思ったのですが、大事なく何よりで御座いました。私も安あん堵どいたしました」

「あぁ」

「では陛下、そろそろ執務へお戻りください」

　ずっと寝台に腰かけ小さな寝息を見守る私に、そう声をかけてきたトラセラを私は下がらせた。

　二人だけの静かな室内で、ふと久方ぶりに優しい甘やかな気持ちになった。




　──何もかもが違うというのに……私のアーシェナとは。

　そう思いながら人の子の小さな雄の体をそっと抱き寄せた。




　──側で面倒を見てやるだけだ。

　──だからこの子供に今少し意識を向ける事を、

　──アーシェナ。許して欲しい。




　腕の中に閉じ込めた子供の体温は酷く高く、その熱に安らいだ。アーシェナを失ってからまともに体を休める事も出来なかった今までとは違い、自然に深く心地よい場所に落ちて行くような眠りに誘われて、私は目を閉じた。

　竜種は本来睡眠を取る必要などない。しかし長く人と共に過ごして来た習慣は竜人の嗜し好こうとなった。そうして私は甘やかな眠りに沈み込んで行った。










　暫しばらくしてふと寒さを感じ、私は目を覚ました。




　いつの間に眠っていたのかと、頭の何処かで考えながらも、子供の温もりが消えてしまっている事に不満を感じ無意識に手を伸ばした。しかしその手は温かさの移った寝台を軽く滑っただけだった。

「む……」

　ぼんやりと頭を動かすと霞かすむ目に、布に包まれた人影が映った。あぁ、そこに居たのかと手を伸ばせば、子供は何か言い、身を僅わずかに捩りながらも、私の胸の中に納まった。

　その事に満足して横になり、そういえば怪け我がの具合はどうだろうかと気になった。大したことはなかったとはいえ、あまり強く抱きしめてはいけなかっただろうか。

「……痛むところはないか」

　そう呟けば腕の中で子供はコクコクと首を動かし肯定した。

　──心地ここち良い。

　じんわりと腕の中の温もりが心こころに沁しみてきて、四肢の隅々、何処までも身が温かくなりフワフワとした安あん堵ど感かんを覚えた。竜核から生まれ出たアーシェナをこの腕に抱けば、きっとこのような気持ちになったのだろうと、少しの後ろめたさを感じながら、そっとその頭部を撫なで、

　──違和感を覚えた。

　このような大きさだっただろうかと不審に思った瞬間、その子供が呟いたのだ。

「シャハン」と。

　その言葉に冷水を浴びせられた様に、私の気持ちが凍り付いた。








＊＊＊24　交差









　──また夢を見ている。

　そう頭の何処かで意識しながらも、トラセラは白く咲き誇る花の中をゆっくりと進んだ。

　──あぁ、これは正妃様のお好きな花。

　トラセラの行く手を阻む様に、狂おしく咲く白貴楊の瑞みず々みずしい花弁に手を伸ばし、

　ぐしゃりと。

　それを握りつぶした。

　潰つぶれた白い花を見下ろしトラセラは困惑した。何故そんな事をしたのか分からなかった。ただ、美しく咲くその花が、何故か無性に腹立たしくなったのだ。




『＊＊＊』




　グルグルと澱よどむような不快感に戸惑っていると、誰かに呼ばれ顔を上げた。

　そうするとまたあの男が立っていた。

『あぁ、帰っていたのか』

　前と同じ様な会話が始まるだろうとトラセラが思った時、しかし男の様子が前とは違っている事に気が付いた。あの時見た大らかな雰囲気はなりを潜め、男は真っ青になって小刻みに震え、トラセラを凝視していた。

『どうした？　＊＊＊』

　異様な様子を不審に思いながらもトラセラは近付き、その体に手を添え問いかけると、突然ドロリと、男のその口から目から黒いものが吹き零れた。

『……!!』

　反射的に手を放し一歩下がったトラセラに、その男は手を伸ばす。

『コ……殺シテクレ…………』

　黒く汚れ悲痛な顔で懇願するさまにハッとして、トラセラは引いた体を前に出し、自分に伸ばされたその男の手を強く握りしめた。

『＊＊＊!!　どうしたしっかりしろ＊＊＊!!　誰か!!』

　男の異変に混乱しながらも、男の名前を叫び人を呼ぼうとするトラセラを嘲あざ笑わらう様に、ごぼごぼと黒いものが男の口、目、耳から噴き出す。

『＊＊＊!!』

『殺、シテクレ……青ノ宮…………俺ヲ』

『ふ、ふざけるな!!　出来る訳がないだろう!!』

『過あやまチヲ……俺ハ、過チヲ…………』




　──やめてくれ。

　──聞きたくない。




　トラセラは逃げ出すようにそこから感覚を引きはがそうとした。が、強く握られた手が離れない。

『正妃様ヲ』

　黒い口がポカリと開いて、そこから胡う乱ろんな言葉が零こぼれだしてくる。




　──あぁ。

　──頭が痛む。

　──やめてくれ。

　──こんな夢は見たくない。




　──俺は。

　──知りたくない。










　────ワンツィ！！！！










　どっと、汗が噴き出る感覚に、トラセラは起き上がった。

「大丈夫ですか青の宮様、急にお眠りになられたと聞き、心配致しました」

　青の宮小姓の少年たちが心配そうに覗のぞき込んでくるのに、トラセラは汗で張り付いた前髪を掻き上げながら、「……大事ない」と呟いた。

　──何だ。

　酷ひどく気味の悪い夢を見ていた気がする。体中が強張っているのは夢のせいか……それとも長椅子などに横になっていたせいか…………。

「俺は……どれくらい寝ていた？」

「半時ほどと……ですが陛下も寝所に入られておりますゆえ、何ほどもございません」

　チラリと宮殿騎士の守る奥の扉を見た宮小姓に「……そうか」と応こたえた。

　──蜥蜴とかげの娘の所から戻り、例の子供の手当てを見届けて……俺はこんな時にこんな所で眠っていたのか…………。

　ふーっと息を吐き、トラセラは長椅子から立ち上がると、べったりと汗をかいた体の気持ち悪さに眉まゆを寄せた。

「着替えをなさいますか？　宮から衣装は持参しております」

「そうしよう。……他の者らは？」

「宮の守の方々はそれぞれ。マギム侍従長様方は二の間に控えられてございます」

「そうか」

　着替えを終えるとトラセラは、陛下のいる竜王の寝台に繋つながる扉を一度チラリと確認し、二の間へ向かった。




　　　　＊＊＊




　──シャハン。




　それは私の名だった。

　今は三竜ですら知らない。唯一の妃、アーシェナだけが知り、呼びかける事の出来る真名。竜核の中に竜気を送りながら囁ささやいた私の名前。

　その言葉に飛び跳ねる様に起き上がり、さっきまで揺蕩たゆたうように心地よかった眠気が消え去る。

　私は子供に怒声を浴びせた。

「何故なぜその名を知っている!!」

　そう叫ぶと布を体に巻きつけた子供はビクリとして飛び上がった。そのまま逃げ出そうとするように身を捩よじった体を掴つかみ引き倒すと、上から押さえつけた。

「う」

　──何故。

　──何故だ。

　──何故知っている。

　私の怒声が扉の外まで響いたのか、隣の控えの間にいる王小姓らが「どうかされましたか陛下」と扉を叩たたく。

「入って来るな!!」

　我が真名を知る者を迂う闊かつに他者の手に委ねる事は出来ぬ!!

　手を伸ばし子供が頭から被っていた布を乱暴に取り去った。その時髪も一緒に掴んだのか、ブチブチと引きちぎられる感触がしたが構わなかった。

「あ、ぅ……!!」

　薄暗い室内で布を引きはがされた子供は、体を縮め頭を抱えて震えていた。腕の間から怯おびえた赤い目だけが見えたその体は、やはり大きく成長しているように思えた。

「き……貴様!!　何者だ!!」

　子供と入れ替わったのか!?　いやまさか、私が自ら傷だらけの体を抱え此処に連れて来たのだ、一時も離れず側にいた。そんな隙は無かった。

　ならば初めから謀たばかっていたのか？　どうやってか子供のふりをして入り込んだか!?　傷だらけになってみせ、竜種の気を引く秘薬でも使ったか!?　あの蜥蜴者と共謀して私を謀ったのか!?　何故、何故。

「余の妃しか知らぬ真名を何故貴様が知っている!!」

　蹲うずくまっている男に激しい怒気を向けながら立ち上がると、半円状に迸ほとばしった竜気が辺りを破壊していく。そのまま震える男の腕を力任せに引き上げ、仰向けに寝台に磔はりつけにした。

　──アーシェナしか知りえぬ真名を、知る方法は一つだ。

「貴様……よもや我が妃を!!」

「ひっ、ご、ごめんしゃ……」

　両腕を頭上に押さえつけられガタガタと震え、乱れた長い銀髪で半分隠れた顔は涙に濡ぬれ、怯えるその姿は。







　──美しかった。







「だ、……なっ」

　妃の代わりに懐に潜り込んだ卑しい穢けがれ者と、私のイルカヤンヤを害し、我が真名を聞き出した者と繋がっているのではと、子供を抱きしめた温かな感覚も私を誑たぶらかす作り物だったと思えば吐き気がした。このままズタズタに切り裂いてやりたいと怒りに震えながら、それでも気持ちを押し込み、何者だと問い詰めようとした気持ちが霧散する。

　──何だ。

　──まるで。




　──まるでこれはアーシェナの姿だと。

　──いいや。

　──愛いとしい私のイルカヤンヤその人だと。

　──胸の奥が叫んだ。




　地這からきた女とはまるで違う、確かな実感が沸き上がってくる。

　竜気も竜香も香ってこない雄の体だというのに、それでも私の脳を激しく揺さぶり騒ぎ立てる。

　──その手を放せ。

　──傷つけてはならない。

　何てことをと、もう一人の私が心の中で悲鳴を上げた。




「馬鹿な」




　ぐらりと、その瞬間私は激しい眩暈めまいに襲われた。








＊＊＊25　今日という日









　あと数刻で夜が明ける。

　暗い夜空を見上げて白のツェグは息を吐いた。

　いつもと同じように日は昇るだろうが、いつもと違う今の先に、果たして同じ日が来ると言い切れるのだろうか？　いつもと違う一日がやって来たとして、それは良い日なのか悪い日なのか……いや、正妃様がおられないこのバーナドンヤに、良い日など訪れる事は決してない。

「はぁ、なんて……らしくないな」

　ガリガリと頭を掻かきながら、ツェグは真っ黒に口を開けている、宮殿内に走った大きな亀裂を見下ろした。

「んで、広がってんだな？」

「はい。二刻前はただの黒い跡だったのですが、このように今は地中に伸びる亀裂となりました。宮殿内に十三か所ある内で此処が最も深く長く変化しております。青の宮様は古いにしえの穢れが噴き出す場所ではないかと警戒されておられます」

　宮殿騎士の言葉にツェグは辺りを改めて見回す。

　──あの野郎の出た場所に近いな……。

　ファガビを傷つけた仮面の不気味な男。胸に大穴を空けられながら逃げ出した妖あやかし。その姿を脳裏に描いてツェグは眉を寄せた。

「入ってみるか」

「は？　お、お待ちください。青の宮様から何者も近づけるなと我々が警備を任されておりますので、たとえ白の宮様といえども……」

　そう宮殿騎士に言われてツェグは口を尖とがらせた。

「うるさいな。あいつと俺は同等だ。指図はうけねぇよ」

　散々指示に従った。あいつが言うならと俺もファガビも随守したが、一度気持ちが引っかかっている事に気が付くと、思うままに動きたくなる。

　──俺らを心配しているんだろう事は分かる。十分に。だが、あいつは何か……。

「それだけじゃねぇ気もするんだよな……」

　さっきの異様な取り乱しようを思い出して、はぁ、とため息を吐ついたツェグに、宮殿騎士は不思議そうな目を向けてきたが、そちらを向く事無く、ツェグはヒュイと指笛を鳴らした。

「白の宮様お呼びですか」

　トトトンと二つの影がツェグの前に降り立ち跪ひざまずいた。白い甲かつ冑ちゆうを纏まとった男女はツェグの率いる白の軍の将ジャンジェとチルヤオだった。

「町の方はどうだ？」

「何事も」

「なら俺と一緒に此処に潜るぞ」

「御意」

　そう言い立ち上がった二人を先導するように、亀裂の縁に足を掛けたツェグに、宮殿騎士は慌てて一歩前に出た。

「は、しかし……青の宮様が…………」

「ならば報告に行けばよかろう。白の宮が亀裂に入ったとな。どう言われようと止めねぇが、どっちにしても此処から仮に穢れが溢あふれ出せば、貴様らでは対処出来まい」

　ニッと笑って言うと、ツェグは亀裂に飛び込んだ。その後を追う様に白の軍の将二人もすっと中に降りて行ったのを見て、宮殿騎士は「あ、ああ……」と情けない声を上げた。

　宮殿騎士は実質青の軍と揶や揄ゆされる事もあるほど、青の宮のその命令は絶対遵守。必ず従うべきものだった。

　何者も近づけるなと言われてそこを任されたというのに、任務を遂行できなかったとツェグらを見送った宮殿騎士は項垂うなだれた。

「隊長！　自分は報告に行ってまいります!!」

「ああ、頼む……」

　部下が走り去る後ろ姿に、竜種の竜気に締め上げられる息苦しさと、自らの無能さを恥じて、騎士はがっくりと肩を落としながら、白の宮が降りて行った深い亀裂の底を窺い見た。




　　　　＊＊＊




　時間が遡さかのぼる事半日前の夕方。




　赤の宮の宮小姓〝邑むら〟は部屋から出てこない深緋こきあけを心配していた。

　青の宮様との面会の後、一人にして欲しいと言われてもう夕ゆう餉げの時間になる。酷ひどく青い顔をして……体調が悪かったのだろうかと、うろうろ部屋の扉の前で行ったり来たりしていたが、その時ドンと地面が大きく揺さぶられ、邑は驚いて飛び上がった。

「な、何事……!?」

　地面が揺れるなど聞いた事も無い。どきどきして胸元を押さえて固まっていたが、すぐに深緋の身を思い出し、慌てて邑は部屋に飛び込んだ。

「深緋様!!　大事御座いませんか?!」

　しかし、陽ひが沈み、それなのに火も入っていないその部屋は薄暗く、人の気配も無くしーんと静かだった。

「こ、深緋さ、ま？」

　寝台で眠っているわけでも無く、姿の見えない深緋を探し、どうしたのだろうか？　何処へ行かれたのだろうかと、オロオロと部屋の中を見回していた邑は、その時机の上に載せられた小瓶に気が付いた。薄闇の室中で硬質なそれが、扉から入って来た廊下の明かりを僅わずかに反射して光っていた。

　──これは……深緋様がお胸に忍ばせていた瓶？

　この赤の宮に深緋がやって来たばかりの日、邑がこの瓶を眠る深緋の側そばに置き、あとで大切なものなので胸にいつも忍ばせておきたいと頼まれ、胸に内袋の付いた下衣を用意したもので、見誤らなかった。

　戸惑いながら持ち上げたそれは、以前も見た通り、中には何も入ってはいなかったが……しかし、その瓶の下にあった手紙を見つけて邑は仰天した。

「こ、深緋様!!」

　──いままであいがとごじます。うれしいかったです。こえ、げんきないます。あげます。オイ。

　大事な瓶を置いて、深緋が何処かに行ってしまったのだと驚き慌てて、邑は瓶と手紙を手に赤の宮か宮侍従シスランに報告する為ために駆けだした。

　しかしすぐに宮が騒がしくなり、赤の宮様に何事か大事があり、宮小姓を排し宮侍従のシスランのみが暫しばらく宮の奥でお側に付かれると聞き、結局報告する事が出来なかった。しかし、幸いにも深緋の消息はすぐに知れた。何でも宮殿内に居たのを赤の宮様に保護され、今は兵舎におられるのだと聞かされて、邑はほっと胸を撫なでおろした。

　ならばこれは直接深緋様にお返ししよう。そう思い、邑は深緋の部屋の物入れにそれらをそっと仕舞い込んだ。

　他の宮小姓達も赤の宮様に一体何があったのかと動揺したが、それでもすぐにするべきことを、いつもの様に行うべしとシスランから伝言され、表面上宮は落ち着いているように見えた。

「私、深緋様を兵舎にお迎えに上がろうかと思います。お許し頂けますでしょうか？」

　赤の宮も宮侍従のシスランも宮の奥から出てこなかった為、宮小姓を取り仕切る〝明あけ〟に邑はそう願い出た。

　赤の宮やシスランが奥に入り半刻もしない内に、宮殿内全体がぴりぴりとした雰囲気に包まれた。それは赤の宮内でも同じで、宮殿騎士が宮の中に迄まで入って来て、あちこちに目を光らせていたからだ。

　こんな事は今までに一度も無かった。何か良くない事が起こっているのだと肌で感じ、邑は深緋の事が酷く心配になった。

「馴な染じみのない兵舎になど寝かされて、きっとご不安を感じておられるでしょう。今すぐお迎えに上がりたいと存じます」

　邑が深緋を迎えに行きたいと呟つぶやけば、他の宮小姓達も是非そうしようと三人が共に行くと言ってくれた。その三人と跪いて邑はそう申し上げたが、明には「なりません」とすげなく断られた。

「何故なぜでございますか？　赤の宮様がお元気でいらっしゃればきっと、深緋様をお迎えに上がる様にお話しなされるはずです。赤の宮様は深緋様を大切に思っておいででした。私達は宮小姓としてそのお心に添うだけの事でございます」

　そう幾分不満げに邑が言えば、明はちらりと扉の外に立つ宮殿騎士に目を向けてから、一つ小さく息を吐いた。

「……今は、宮小姓がふらふら宮殿内を歩く事を良しとはできませぬ。私も深緋様の身は心配申し上げておりますが、此処より兵舎の方がよほど安心かもしれませぬゆえ」

「それは……宮殿騎士らがこの宮にまで警備の手を広げておる事と何か関係が…………？」

「そうです」

　邑との年の差は僅か二歳だが、大人びた表情を引き締めて、明は邑ら赤の宮の宮小姓の少女達を見据え言った。

「このバーナドンヤの宮殿は今、何者か怪しの者に脅かされておるのです」








＊＊＊26　嘘うそ









　突然声を荒らげた竜王に、オイはびっくりして飛び上がった。

　大きくなったことがバレたのだと、きっと気味の悪い奴やつだと罵ののしられると、思わず逃げ出そうとした体はしかし、すぐに竜王の大きな手に引き倒された。

　乱暴に布が取り払われてオイは必死で身を縮めた。激しいシャハンの怒りが目に見える様で恐ろしかった。

　──やっぱり。

　──急に大きくなったから。

　──オイは気味の悪い化け物蜥蜴とかげだから。

　そう思いながらブルブルと震え、体を精一杯腕で隠しながら、オイはまた溢れて来る涙を我慢できなくなった。




　──シャハンにそんな目で見られたくなかった。




　腕が強く引っ張り上げられてビキリと筋が痛んだ。大きな声で何かを言われてもオイにはよく分からなかった。それでもきっとオイが悪いのだと、必死にごめんなさいと声を絞り出した。

　体の奥が激しく痛んで、ひっひっとシャハンにぶつけられる怒りに喉のどが引ひき攣つって、気持ち悪いこの体を隠すことも出来ずに、ただ許してもらいたいと謝っていたオイ。

　その体を寝台に磔はりつけにしていた竜王の手が、

　ふっと緩んだ。

　押さえつけられていた手首が軽くなると、オイは泣き濡れた顔を上げ竜王を見上げた。そこには真っ青な顔をして口元を押さえ、目を見開き小刻みに身を震わせる竜王がいた。




　その様子はオイの涙を瞬時に堰せき止めた。




　そのあまりの顔色の悪さに、オイは様々な恐怖も忘れて、よろりと身体からだを起こし起き上がった。

　──どうして。

　──どうしてそんなに青い顔をしているの？

　──震えているの？

　──どこか、

　──どこか痛いの？

　そっと、オイは竜王の頬ほおに手を伸ばし、震える掌てのひらで包む様にしてそこに触れた。

「い、ちゃい？　だいじょ、ぶ？　しんどい？　つらいれしゅ？」

　驚くほど冷たいその頬に、オイはまた泣きたくなった。今度は悲しくて涙がじわじわ溢れてくる。

　だって思い出した。化け物蜥蜴が側にいたら具合が悪くなるって……昔皆が言っていたから、そのせい？　オイが側にいるから？　ファガビ達は平気そうだったから……。

　──忘れてた。

　──どうしよう。

　──オイのせいでシャハンが。

「う、うぅ……ふっ、ぅごめ、ごめんしゃ…………つらい。の、ごめんしゃ、い」

　──つい、

　──嬉うれしかったから。

　──助けてもらって。

　──優しく抱きしめてもらえて。

　──ずっと側にいたいって、ずっとずっと願っていたから。

「ごめ、しゃい、オイのせいで……ごめ、しゃ…………」

　こんな事になったんだ。と、オイは涙を流した。

　シャハンが痛いのは嫌だ。シャハンが苦しいのは嫌だ。辛いのもしんどいのも嫌だ。大事な大事なオイのシシカラジビガ。

　シャハンはずっと笑ってて、元気で、幸せになって。それが叶かなうならオイはもう。

　──もう。

　──側にいなくてもいいから。




　何処か誰だれもいない場所で一人生きて行こうとしていたのに、上手うまくいかなかったせいで、こんなに、シャハンが……苦しそうな顔をしている。

　──オイの側そばは良くないからだ。オイが気持ち悪くするから。

「ごめ、しゃ……」

　ぼろぼろと泣きながら謝り続け、オイはその場から離れようとした。その時、急に強く腕を引かれ抱きしめられた。

「……？」

　ずびっと鼻をすすって、一瞬オイは何がどうなったのか分からなくなった。ただ、優しい香りが胸いっぱいに広がってまた涙が引っ込んだ。

「逃げるな」

　そのままきゅっと頭を抱えられるようにして優しく抱き寄せられると、竜王の絞り出したような声がオイの耳に落ちてきた。そうしてやっとオイは、再び竜王にしっかりと抱きしめられているのだと分かり驚いた。




　──どうして？

　──あんなに怒っていたのに。

　──あんなに苦しそうだったのに。

　──オイが側にいたら、苦しいでしょ？

　──オイは気持ち悪いでしょ？




　そう思いながらも、どきどきと高鳴る心は正直だった。抱きしめられると嬉しくて堪たまらない。そう思った瞬間、竜王から溢あふれた温かい何かにオイは包みこまれた。

　それはとても気持ちがよくて、手首の痛み、泣きすぎて真まっ赤かになった目元の腫はれまでもがふわりと消えて無くなったようだった。その温かさは夢の中で何かに包まれていた感じととても良く似ていて、くらくらした。

　体の熱がぐんぐん上がってそのままシャハンの香りに包まれて、オイは前後も忘れてほにゃりと力が抜けて蕩とろけてしまいそうになった。

　──でも。

　──ダメ。

　──ダメだ。

　とろりと崩れそうな自分を奮い立たせるようにきゅと唇を噛かんで、オイは竜王の腕から何とか離れなくてはと身を捩よじった。

　──オイが側にいるとよくないから。

　──シャハンがもっと具合が悪くなるから。

　──離れないと。

　そう思って、震える手にうんうん力を入れて、必死にそこから抜け出そうとするオイを、さらに引き寄せ囲い込んだ竜王の大きな体が、震えた。

「……違うのだ。もう、逃げるな。悪かった。………………其方そなたに気付けなかったのだ……」

　吐息の様な小さな声。

　それにオイが驚いて顔を上げると、竜王は変わらずに苦しそうな顔でオイを見つめていた。

「恐ろしい思いをさせた。だが……。頼む」

「……れも、く、くるしいれちょ？　…………オイは、くるしくするれしょ？」

　苦し気にそう言う竜王に、オイもまた苦しそうな顔で返した。

「この苦しさは、違う。私の過ちだ」

「……あ、やまち？」

　思っても無い事を言われ、意味がわからずオイはキョトンとした。しかしさらに続いた言葉には困惑した。

「其方は……誰だ？　名を、本当の名を聞かせて欲しい」

　真っすぐに見下ろされ問われたその言葉に、オイは何と答えれば良いのか分からなかった。すでに以前オイだと名乗ったはずだ。本当も嘘うそもない、オイの名前はずっとオイだった。あの時はそれで腕の中から下ろされて、シャハンはもうオイを見る事も無く立ち去ってしまった。

　またオイと正直に答えたら同じような事になるのだろうか。

　そうなったら、胸の中が苦しくなって、悲しくて、キリキリ痛んで消えてしまいたくなる。もう一度正直に答えるのをオイはそんな風に躊躇ためらった。

　あの時どう答えれば良かったのか、あれから何度も反はん芻すうしていた。「あーちぇな……」と答えていれば嫌われる事はなかったのかと何度も、何度も…………。

「アーシェナ？」

　ところがオイの小さな呟きが耳に届いたのか、竜王がオイを覗のぞき込んだ。そうしてもう一度「アーシェナ」とオイに呼びかけた。

　その瞬間違うと、そうではないと。

　言えなくなった。

　アーシェナと呼びかけ、ぼんやりその名を呟いただけのオイを、泣きそうな、でも綻ほころぶような優しい、優しい顔でシャハンが見つめたから。

　夢の中と同じ優しい目でオイを見て、そのままぎゅっときつく抱きしめられてしまったから。

「そ、うか」

　絞り出すように声を震わせたシャハンに、

　何も。

　オイは何も言えなかった。

「竜気も竜香も……どうしたのだ…………其方、何故なぜそのような姿で……あぁ良い。今は、それよりもその顔をもう一度良く見せて欲しい」

　顔を上げたオイは、シャハンに宝物を触る様に触れられ、顔にかかった長い髪をやさしく持ち上げ耳にかけられ見つめられた。その時きれいなきれいな宝石みたいなシャハンの目から、綺き麗れいな綺麗な涙がほろりと一粒零こぼれ落ちるのをオイは眺めた。

「アーシェナ……直ぐに気付いてやれずに………………すまなかった。今更悔いても許されぬか」

　苦しそうに。

　でも。

　とてもとても嬉しそうに、とてもとても安心した様にオイを見つめて、涙を流す竜王に、

　オイは違う。自分はアーシェナではないと言えなかった。

　どうしてその名前を呟つぶやいただけで、こんな自分のような醜い化け物蜥蜴がその人だと思えたのかもわからずにオイは戸惑った。オイは不思議な夢で知っていただけ。

　オイの正体は暗い地下で生きる気味の悪い化け物蜥蜴。

　でも何十年もずっと夢の中で会ったシャハンに恋をして、優しくされて、夢の中だったけど本当に愛されて大切にされているのが伝わってきて、オイもいつしか苦しいくらいに大切な存在だと思う様になって、シャハンに会いたくて会いたくて、側にいたくて、抱きしめられて一緒に生きていきたくて堪らなかったけれど、

　──オイはアーシェナじゃない。

　──初めての出会いでそう思い知ったのに……。

「二十年……待っていた。やっと、側に…………私の側に帰って来てくれたのだなアーシェナ」

　自分がアーシェナだったら良いのに。と、何度も何度も思ったのに、いざそう呼ばれてみると、オイは酷ひどく悪いことをしているような気分になった。シャハンを騙だまして嘘をついている居い心地ごこちの悪さに口を開ける。

　──アーシェナじゃない。です。

　──オイはオイです。

　でもその言葉は喉のどの奥でつっかえて苦い何かになってべったりと泥のようにそこに張り付いた。

「もう一度、私の名を呼んで欲しいアーシェナ」

　本当に嬉しそうに幸せそうに目を細めるシャハンに、オイはじくじくと痛みだした胸に手をやり、熱を持った体でぎこちない笑みを浮かべて小さく呟くのが精一杯だった。
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「ぢ、違？　……どうじで…………ぢがう、ぢがゔぢがゔ[image: の゛]」




　宮殿の端に石を積み上げただけの冷たい牢ろうの中で、サファルリアは床にボロボロの体を横たえ何かをブツブツと呟いていた。

　勝手に逃げ出した化け物蜥蜴とかげを躾しつけていただけで、何も悪い事はしていないというのに、突然現れた竜王に竜気をぶつけられ、手足を捻ねじ曲げられた。そのまま気が付けば自分はこんな所に放り込まれていたのだ。

　何故私がこんな目に遭っているのかと、違う違うと呟きながら、サファルリアはダラリと痛みの感覚すら無い手足を投げ出し、こんなのは間違っていると繰り返した。

　──どうしてそんな化け物蜥蜴を抱き上げるの？　私が、この私こそが貴方のイルカヤンヤなのに……!!

「ゔう[image: ぅ゛]……びどい…………こ[image: ん゛][image: な゛]の、ぢがゔ……」

　床に倒れたままガチガチと歯を鳴らし「違う」「違う」と呟き続けていたサファルリアに、その時音もなく黒い影が伸びた。

『情ケナイコトダナ』

「……[image: あ゛]？」

　焦点の合っていないサファルリアの目を見据えた仮面の男は、静かに声を落とした。

『勿もつ体たいブッテ箔はく付づケシテ宮殿入リサセテヤッタトイウノニ……所しよ詮せん下げ賤せんナ、トカゲ者ヨ』

「[image: な゛]、な[image: ん゛]ですっで……？　わ、[image: わ゛][image: わ゛]、[image: わ゛]だじは竜王妃に[image: な゛][image: る゛]銀の、銀[image: の゛]妃…………イ、イ[image: イ゛]ルガ[image: ヤ゛]ン[image: ヤ゛][image: よ゛]ぉ[image: !!!]」

　サファルリアは真まっ赤かになって激高すると、バタバタと潰つぶされたままの手足を持ち上げ立ち上がろうとして失敗し、石の床にごろりと転がった。竜王の激しい竜気にあたりサファルリアの脳は少し損傷してしまっていた。あれほどの竜気の奔流に投げ出されその程度ですんだのは驚くべき事だったが、今の状況や、誰だれが言った言葉なのか、そういった事は深く考えられずに、投げられた言葉にただ反応する。

「て、ででて、訂正じ[image: な゛]さ[image: い゛]!!　[image: 私゛]は！　銀[image: の゛]りゅ、りゅ、竜王妃[image: よ゛]ぉ!!」

『違ウナ』

　感情の抑揚のない声と共に、サファルリアの両手がビリビリと痛んだ気がした。

「[image: あ゛]、ひ！」

　しかし、その手が先から黒く変色していく様を目にして上げた悲鳴は、グワリと眼前に広がった黒い体に遮られる。

「ひ、ひ……」

『貴様ハ醜イトカゲノ娘ダ。アレヲ誑カセレバ面白イカト思ッタガ……所詮ハ紛イモノヨ』

「違[image: う゛]、ちが[image: う゛]!!　私ば、[image: わ゛]たじ[image: わ゛]銀[image: の゛]……あ、[image: あ゛]ぁ[image: あ゛][image: あ゛]あ[image: あ゛][image: あ゛]!!」

『マァ、貴様ガアレヲ勝手ニ持チ出シテクレタオカゲデ……』

　そう言いながら男はサファルリアの胸元を掴つかんで持ち上げた。手の先を黒く染めたものと同じ様ななにかが、仮面の男の手から染み出す様にサファルリアの胸を放射状に黒く変色させていく。

「ひ、び[image: ぃ゛]!!」

　ギシギシと身体からだが内から捻じれるような激しい痛みが襲って来て、サファルリアは悲鳴を上げた。

『終ワレソウダ』

「[image: 痛゛][image: い゛][image: 痛゛][image: い゛]!!　な、[image: な゛][image: な゛]、[image: 何゛]を!!　[image: や゛]めで[image: ヤ゛]メテー……!!」

『礼ヲヤロウ』

　体をバタバタさせながら身を捩っても黒いものはどんどん染み込んでくる。激しい痛みに絶叫しながらサファルリアはそれでもなんとか逃れようとさらに身を捩ったその時。

　その体が。

　サファルリアの体が徐々に膨らんで形を変え始めた。

　銀の艶つややかな髪は斑まだらに汚れたような鼠ねずみ色に。奇妙に捻じれ黒く変色していても元は白く長く嫋しなやかな手足だったことが窺えたそこも、ブクブクと膨れた短いモノに変わり。そしてその顔は押しつぶしたような蜥蜴族特有の容よう貌ぼうへと。

「ヒ、ヒィイイ……!!」

　鏡は無くとも目に入る体を見れば、自分の姿が変じてしまった事に気が付き、サファルリアはか細い悲鳴を上げた。

「ヒィ………[image: あ゛]、[image: い゛]や、[image: い゛][image: や゛][image: よ゛]!!　私[image: の゛]、私[image: の゛]体がぁ…………!!」

『ドウダ？　本来ノ姿ハ？』

「[image: あ゛]、体、体ガぁ[image: ア゛][image: ア゛]!!」

　男の手から床に投げ落とされて、顔を押さえて叫ぶサファルリアを、仮面の男は無感動に見下ろした。

『盗ミ去ッタ実ハ何処ニアル？』

　そう問うとサファルリアはハッと顔を上げた。

「……あ[image: ぁ゛]、実!!　そゔ[image: よ゛]!!　実[image: を゛]！　実を食べ[image: な゛]ぎゃ!!　こ[image: ん゛][image: な゛]体私ジャナイ[image: ワ゛]!!　実！　[image: 実゛]!!　私ノ実[image: ヲ゛]食べて[image: モ゛]ット綺麗[image: ニ゛][image: な゛]らナギャ!!」

　仮面の男の言葉に我を取り戻したようにサファルリアは叫んだが、その目は男を見てはいなかった。実、実と言いながら立ち上がろうとして失敗し、結局バタバタと転がる様にして牢中に体をぶつけて叫んだ。

「実、早ク！　実ヲ……!!　部屋ニ[image: あ゛][image: る゛]、実ヲ、取っデ[image: 来゛]て！　実ィ[image: イ゛][image: イ゛]!!」

　牢内の異常な様子にようやく気が付いた牢ろう番ばんが、中の様子を見に降りて来てぎょっと目を瞠みはった。

　見た事もないような醜い生き物が牢の中で一人転がりバタバタと暴れていたからだ。

「な、なんだこいつは!?　女は何処に行った!?」

　この牢には花の屋と呼ばれた後宮の女が入っていたはずだった。竜王陛下の怒りを買い、牢に入れられていたというのに、何故なぜこんな醜い生き物がいて、一体その女は何処に消えたのかとあちこちに視線をやるが見つけられなかった。

「あ、青の宮様にお知らせしろ!!」

　異常な状態に牢番は横にいたもう一人の牢番に大声で命じ、自分は消えた女を探す為ため、奥の牢を見に走った。

　その時、牢内の陰に潜む様に佇たたずんでいた仮面の男が、すぅっと溶けるように地中に消えていった。

　その後サファルリアに与えられていた無人の花の屋で、大きな長持が一つ無くなった事には誰も気が付かなかった。
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　ドロドロに崩れた男の姿を思い出し、青の宮は項垂うなだれた。




　手にある青竜の青刀が、あの時その淀よどみの真ん中に突き刺さり、自分が男の命を奪ったのだと、その絶望感に何度も打ちひしがれた。

　それでも正妃様を失い、倒れられた陛下をお助けする事に腐心している間は良かった。

　あっという間に広がった災禍はかけがえのない者を奪い去り。

　消え去った。

　その全すべてが穢けがれによるものだとはあの時考えもしなかった。

　誰よりも強かったあの男は最も多くの穢れを払っていた。

　──ゆえに。

　──取り込まれたのか。

　──正妃様を一いち途ずに思いやる心を糧に狂わされたのか。

　ならば俺も一緒に狂ってしまえれば良かったのにと、青の宮は何度も考えた。

　──２００年共にあり、このままずっと同じようにいられるのならと、決して漏らさなかったこの気持ちを一人持て余したまま。

　──お前を手に掛けた感触と共に狂って…………狂ってしまいたかった。

　１００年前柱一つ残さず焼き払われ、今は涼やかに広がる竹林と化したかつての宮の前で、ただ静かに青の宮は男の名を呟いた。

「ワンツィ……」

　最強の宮の守の存在はあれから禁忌とされ、連なる者達も全て処刑された。人の口にも上らず記録からも消され、やがて宮の守は三竜であると、当然の様に言われる日がやってきた。

　共に宮の守としてあった赤の宮も白の宮も、陛下の御意思かそんな者は初めから居なかったかの如く振る舞うさまも辛い。

　──俺はそんな風に割り切れない。

　──あいつの何もかもが消されてしまっても俺はまだ……覚えているのだから。

「……あれから今まで穢れは溢あふれてきていない…………」

　さやさやと揺れる竹林の若竹の香りを感じながら、青の宮はぽつぽつと語り掛けた。

「貴様が取り込んで一緒に消し去ってくれたのか？　……おかげで宮の守の仕事はこの１００年ですっかり楽になった。…………次代の竜王様がもうすぐ正妃様をお育てになる。俺達も次の宮の守に竜気を注ぎ始めた……もう数十年もすればお役御免だ。なぁワンツィ」

「俺はお前の記憶を残すつもりだ」

　その時風が、まるで返事を返すように竹を騒がしく揺らした。

「そう言うな……穢れが宮の守にとってどういうものか記すのは必要な事だ。それに最近頓とみに不安になる。誰もがお前の事を覚えていない様に振る舞うことに。命短き人は仕方ないとは思う。あの日を知る者は全て死んだのだから…………しかし書として残すはずの記録も消され、宮の守の俺の、青の記憶ですらあちこち抜け落ちていっている様な気がして不安になるのだ……いや、抜け落ちているのかどうかは自分ではわからない。ただ最近お前の事を忘れていた瞬間が俺にもある気がするの……だ……」

　吹き込む風に長い青髪を揺らしながらそう言って、青の宮は目を伏せた。

「俺は恐ろしい。穢れが溢れなくなったからこそ、このまま全てが忘れ去られても構わないんだと言わんばかりの状況が。だから……だからなんとしても俺だけは、たとえ欠片かけらの様な記録でも、次代に残したいと思う」




　──かつて四方の竜と呼ばれた宮の守。

　──全てから忘れ去られた黒の宮のお前の存在を。

　──俺だけは。
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「しゃはん」

　名を呼ばれ私は震える。

　──アーシェナ。

　──アーシェナ。

　お前の瞳ひとみの色が紅水晶のように深く輝く緋ひ色いろなのだと、その細い喉のどから発せられる声が高く澄んで美しいのだと、私は知った。

　──竜気がなくとも。

　──竜香が香らなくとも。

　──今ははっきりと感じられる。

　あの竜核の中にあった伸びやかな体と完全に一致しなくとも。

　性の定めを待っていたはずの体が雄に変わってしまっていても。

　──アーシェナ。

　私のイルカヤンヤはお前なのだと。はっきりと分かる。




「アーシェナ」




　もう一度呼びかけ、柔らかな顔を持ち上げ、私よりも小さなその全てを目に収める。

　──愛いとおしくて堪らない。

　そっと顔を寄せ思わずその唇を食はんだ。甘く柔らかで眩暈めまいがした。

「アーシェナ？」

　しかし、その目がじわりと潤んで眉まゆが寄せられたのを見て惑った。

「……何故泣く」

「っふ、う……」

「まだ、私が恐ろしいか……？」

　今まで見せた態度や先ほど乱暴に問い詰めた事を深く後悔しながら顔を覗のぞき込むと、アーシェナはふるふると首を振った。

「ち、ちあう……オイ、オイは…………」

　アーシェナは自分の事をオイと呼び、ぽろぽろと涙を流した。不浄というその名をアーシェナが自分に使う事を厭いとい、私は唇で強引にその言葉を塞ふさいだ。

　──何故其方そなたがそんな名を名乗るのか。

「ん」

　びくっと目を閉じ、反射的に私の服の裾すそを握りしめた手が愛おしい。舌を忍ばせる事も無く離した近さで「……オイなどと」と一度言葉を切った。

「オイなどと二度と申すな。其方の名はアーシェナだ」と、怖がらせないようになるべく優しく囁ささやいたが、アーシェナはただ悲しそうな顔で見つめ返してくるだけだった。

　──どうしたというのだ。

　──何故なぜそんな顔をする？

　ぐるぐると身の内に煩はん瑣さな感情が渦を巻いた。この細い体がアーシェナであると直ぐに気付けなかった後悔。しかし側に戻ってくれた喜び。どんな姿でも愛おしさは変わらなかった安あん堵ど。




　しかし二十年奪われ続けた怒りと焦燥が、

　その表情に煽あおられた。




「アーシェナ」

　涙で濡ぬれる頬ほおを掠かすめ、もう一度その唇を奪った。今度はゆっくりとその咥内に舌を差し込み、とろりとした熱を楽しんだ。

「ん、んぅ」

　びくびくと震えながらもぎゅっと私の長衣を握り、アーシェナは逃げなかった。絡め取る様にして舌先を舐なめ上げると「ふっ」と吐息が零こぼれた。

　そのまま服の裾から手を忍ばせ、滑らかな肌を撫なで上げ胸の突起を探ると、細い肩がビクリと跳ねた。

「あ、や……」

　柔らかさの無い薄い胸、その熱さに劣情が滾たぎる。

「ぅ、んん……あ」

　甘い吐息が零れてそれに確かにアーシェナの竜香が香った気がした。やはり私のアーシェナだとその体をやさしく組み敷き、囲い込む様に腕をついた。ほんの僅わずか竜気を馴な染じませるように注いでみれば、色めいた息を零す様が愛おしい。熱を持つ雄の体に嫌悪感が湧わいてくることも無く、そのまま真白い肌に唇を寄せる。

「アーシェナ」

「あ、ぅん……や、いやあ！」

　しかしそう叫ばれ頼りない力に突然突き放され、

　私は目を瞠る。

「う、ふぁわあん……ごめ、ごめしゃ…………ごめんしゃ、い」

　ぼろぼろと涙を零しながら謝り身を捩よじるアーシェナ。その姿に私は当惑した。

「アーシェナ……」

「ち、ちあう……ちあう、ごめんしゃ、ごめんしゃい…………」

「何が……」

「オイ、オイれしゅ……アーシェナちあう…………ごめんしゃ、ごめんしゃ、っい！」




　そう言って泣き続けるアーシェナが、その時突然ビクリと身体からだを跳ねさせた。
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　起きているのに夢の中にいるような感覚にトラセラは悩まされていた。




　ふぅっと息を吐き額に手をやる。

　──もうすぐ夜が明ける。朝日を浴びればこの靄もやの掛かったような頭も幾分スッキリすると良いのだが……。

「そうだ、竜鱗は届いたか？」

　幾つも積み上がっている難題の中から、ファガビの傷を癒いやす竜鱗が竜の里から届けられているかを侍従に確認する。

「いえ、それが、彼方からは何の連絡も無く……此方から何度も送る通信自体は届いておるようなのですが…………」

「何？」

　竜の里は神代の隠れ里だ。竜種である三竜と竜王、竜王妃である正妃しかそこに行きつくことは出来ない。里と呼ばれてはいるが人はおらず、精霊がおり、霊格の高い数体の精霊が此方と彼方を繋つないでいるというのに……。

「連絡が無いだと？」

「はっ」

　──そういえば、正妃様をお探しする事に懸命になり二十年……竜核から生まれ出で、それからあちらとは繋がってはいなかった…………のか？

「く……」

「青の宮様!?」

　グラリと世界が回る。その感覚にトラセラは膝ひざをついた。

　近くにいた侍従や騎士、青の宮小姓達が驚いて近づいてくるのを見上げ、トラセラは瞠どう目もくする。

「何だ……これは」

　トラセラの目に、その時初めて地から突き出すように伸びる黒い影が、部屋の中に蜘蛛くもの巣すの様に張り巡らされているのが見えた。

「穢けがれ、か？」

　呆ぼう然ぜんと見上げたそこは、竜王のおわす宮殿内とはとても思えない有様だった。

「青の宮様？　いかがされましたか!?」

　そう声を上げる彼らは充満するかのようにある穢れに気が付いていないようだった。

　──いつからだ。

　──これ程の穢れに俺はいつから気が付いていなかったのだ!?

　いや、果たしてこれが本当に穢れなのか？　穢れは地を汚染し、人を殺し、竜を狂わせる。

　差し出される手を振り払い立ち上がると、大きく作られている部屋の窓に駆け寄り、トラセラは外を確認した。そうすると広い宮殿の至る所から起立する黒いものがはっきりと見えた。

「な……何なんだ…………急に、どういう事だこれは……」

　困惑し、よろりと後ずさったトラセラに、「青の宮様！　失礼いたします!!」と宮殿騎士の若い声が掛けられた。今部屋に飛び込んで来たのか張り上げた言葉が少し息切れしている。

「白の宮様が宮殿内に出来た黒の亀裂の一つに入られました事を、ご報告いたします！」

「何だと!?」

　そう叫んだ瞬間、

　トラセラの目だけに映っていた穢れがドロリと嘲あざ笑わらう様に震え、

　この場を呑のみ込むように広がった。
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　どろどろとした黒い淀よどみが、形を取ろうと震えている。

　それはあの日の私の姿。

　生まれ変わったはずの私は、

　追われ。

　追われ。

　刀で突つかれた。

　それでも必死でもがき粘つく体を震わせ逃げてきた。

　逃げて。

　逃げて。

　地の果てで身を癒し、その地に満ちる穢れは我が兄弟と、それを取り込み、取り込み。

　この世界を。

　バーナドンヤを。

　私を押しのけその地位にある偽の竜王を呪のろった。

　正当なる力を持ち、穢れすら我が力と出来る私は強く強大だったが、

　──今カタチが無かった。

　──カタチ。

　──カタチ。

　──カタチ。

　──カタチが必要だ。

　私の力に引き寄せられたモノをさらに取り込みながら、カタチを求め続け、

　気が付いた。

　再び私を生ませればいいのだと。

　──女が必要だ。

　竜の王を孕はらめる胎を持つ女が。

　私のカタチを手に入れる為ために。




　９００年経たち私は漸くその事に気が付いた。
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　──寒い。




　アーシェナはしとどに濡れた体に手をやりながら目覚めた。

　──此処は……

　ゆっくりと起き上がり薄暗く冷たい場所を見回す。するとそこは岩と土の迫る地の中の様だった。

　何故なぜ自分がこんな場所にいるのかアーシェナには分からなかった。自分は竜の里の竜核の中で過ごしていたはずだ。

　ふるりと身を震わせ振り返ると、ぐしゃりと下部が潰つぶれたガラス状の竜核が見えた。

　──私は……生まれたのか。

　竜核を満たしていた液体が零こぼれ出て、辺りとアーシェナを濡らしている。岩と土の地面がドロリとしていて何とも言えず不快だった。

「誰か……」

　初めて音を発した喉のどは引ひき攣つる様に強こわ張ばって、アーシェナを不安にさせた。

　──誰かいないのか。

　竜核の中で過ごしていた時、私を守る様に取り囲んでいた者たちがいたと思っていたが、彼等は何処にいってしまったのか。

　──生まれるとは。

　──このように寂しく恐ろし気な事だったのか。

　長くけぶるような睫まつ毛げを伏せ、アーシェナは震えた。

　──寒い。

　竜核で過ごしていた時には感じた事の無い感覚。気持ち。産まれたまま何も身に付けていない頼りない体を抱え込み、身を縮め、アーシェナはどうすればいいのか分からなかった。

　もうすぐ会えると胸をときめかせてその時を待っていたのに。

　──私の大切なシシカラジビガ。

　──私だけのシャハン。

　頼りなく身を縮め腕の中に顔を沈めて、アーシェナは自分だけに許された、かの人の名前を呟つぶやいた。

　生まれ出でれば、すぐに抱きしめあえるのだと思っていた。会いたかったと囁ささやいて、お互いの体温を分け合うように身を寄せて、いっそう幸せに包まれるのだと信じていた。

「……シャハン」

　──どうして生まれ出でた私を迎えてはくれないのか。

　──どうして誰だれも彼もいないのか。

　──竜の里はいったい何処に消えてしまったのか。

「シャハン……シャハン………………」

　──寂しい。

　どうして私は今一人なのか。

　──寂しい。

　──寒い。

　──寂しい。

『メ……ザ、メ…………カ』

　その時、地を這はうような不気味な声が聞こえて、アーシェナはハッと顔を上げた。

「！」

　目の前にドロドロとした黒い影が大きく伸びていて、息を呑む。

　──何？

　──何だ？

『私ノリュ……ヒ…………』

　それはドロリと広がり、そのままアーシェナの細い足首に絡みついて、強い力で強引にアーシェナを地に引き倒した。

「ひ、あ！」

　そのまま伸のし掛かる様にして、アーシェナの白く細い腰の辺りにまで黒いものが纏まとわりついて、アーシェナは顔を引き攣らせた。

　恐怖という感情を知らなかったアーシェナは、その時初めてそれを心に植え付けられ、真っ青になって身を捩よじった。

　──何。

　──何。

　──怖い。

　訳も分からず腕を振って、そうするとざらつく岩肌に柔い皮膚が傷つけられて、ビクリと震えた。

　──痛い。

「あ、あ、しゃはん……シャハン…………！」

　──怖い。

　──痛い。

　──怖い。

　恐怖に開かれた眼めに、黒いものがどんどんせり上がって身を寄せて来るのが映る。怖くて、痛くて、恐ろしさと気持ち悪さにただ震えるばかりのアーシェナの、その顔の辺りまでくると、黒いものはポコリと丸いものをアーシェナに差し出して来た。

「な……」

『タ、マ……』

　それが何なのか問う間もなく、黒いものは薄赤いそれをアーシェナの口に押し込もうとした。何もかもが恐ろしくて疑ぎ懼くに顔を背けても、顎あごを押さえつけられて無理やり喉の奥にそれを押し込められた。

「ん、ぅん」

　恐ろしさに涙が溢あふれて、アーシェナはその赤い何かを呑み込んでしまった。

「んあ、ああ」

　途端に体の中心から熱が膨れ上がって来て、その状態が恐ろしく悲鳴を上げた。

　きゅうぅと腹の奥が痛んで、胸が苦しくなる。何が起こっているのかと混乱していたアーシェナは恐怖にガクガクと震えた。

「あ、ああ……あ、あ…………」

　そうしてその心を置き去りに、僅わずかな間でアーシェナの体は変化していった。

　ほっそりとしていた無性の体にメリハリが生まれ、柔らかく肉が付く。

　女によ性しようの珠を食はまされたのだと分かった時には、アーシェナはふるいつきたくなるような体つきの女性に変わろうとしていた。

　それがどういう意味を持つのか、アーシェナは知っていて恐怖した。

　竜王の妃である自分が女性体になるのは当然の事で、竜王と愛を交わして次代の王を産み育てる。その幸せをずっと待ち望んでいたのだから。

　ただそれは竜王の手によって成される事で、

　──こんな。

　愕がく然ぜんとして固まり、真っ青を通り越して色の無くなったアーシェナの顔を、黒いものがズルリと撫なで上げた。

　恐怖に悲鳴も上がらなかった。

　そのまま黒いものが体を這いまわりアーシェナの足を割り拓ひらく。長いものが身の中につぷりと沈められようとして、乾ききった喉からやっと「ひっ、ぃあ！」と悲痛な叫び声が零れた。

　激しい嫌悪感と眩暈めまい。

　それでも何が行われようとしているのかアーシェナはようやく正しく理解して、絶望に大きく目を見開いた。

　──いや。

　──だめ。

　──だめだ。

　体を震わせて逃げ出そうとアーシェナは必死に手を伸ばす。

　──この体は竜王のもの。

　──触れさせては。

　──いけない。

　それでも黒いものに包まれる様にして抑え込まれている体は、身を捩ることも、足先一つ動かす事すら出来なかった。

　──いや。

　──いやだ。

　──だめだ。

　──だめだ。

　──だめだめだめだめだめだめ。

　ぬぷぬぷと次第に入り込んで来るものが、アーシェナの最奥に触れようとした瞬間、カッと体の中から何かが弾け飛んだ。

　すぐに酷ひどい痛みに襲われ、アーシェナは辺りに響き渡るほどの絶叫を上げて、そのまま崩れる様にしてがくりと意識を失った。







　そうしてそこには。

　小さく縮んだアーシェナが倒れていた。

　自分自身を必死で守った証あかしに、凌りよう辱じよくを拒んだ体はその強い意志の力で、




　小さな雄の体に変じていたのだった。








＊＊＊30　ふさわしい名前









　──私を拒む卑しいお前に相応ふさわしい名前を付けてやろう。

　──オイと。

　──煩わしくも私に抵抗する愚か者に、

　──過ぎたる竜気は必要あるまい。










「あ、あぁ……！　あああ!!」




　ビキビキと体中から音がする。

　突然体の奥から噴き出して来たような熱い痛みに、オイは悲鳴を上げた。

「アーシェナ!!」

　竜王が血相を変えてオイの体を抱き寄せた。

　しかし火のように熱を持った体は、竜王に抱きしめられても治まらず、さらに体中針で刺されるような、かき回されるような痛みがオイを襲い呻うめく。

　その様に竜王は咄とつ嗟さに自分の竜気を練り上げた。

　正妃を育てた竜王の気はアーシェナにとって薬となるはずで、先ほども傷つけた体を竜気で包み込めば癒いやされたのだと思い出したからだ。今度は包むのではなく注ぎ込む様にして、苦しむ体へと竜気を流したが、その瞬間、か細い体に無数の金の筋が走り、オイは絶叫した。

「な、アーシェナ！」

　驚き竜気を止めた竜王の腕の中で、そのままぐったりとオイは意識を失った。










　気が付くとオイは暗い場所にいた。




　──どこ？

　──シャハンは？

　さっきまでシャハンといたのに。と、不安な気持ちでオイは視線をさ迷わせた。

　──オイの事をアーシェナと呼んで泣いたシャハン。

　──優しく触れられて。

　──口と口を合わせた。

　──どきどきして苦しかった。

　──でも嬉うれしかった。

　シャハンにあんな風に触れられた事が嬉しくて嬉しくて、でもオイはアーシェナじゃないから。




　すぐに悲しくなった。

「しゃはん」

　オイが名前を呼べば幸せそうにシャハンが笑った。

　──嬉しい。

　──悲しい。

　シャハンがオイの事をアーシェナと呼ぶのなら、もうそれでも良いじゃないかと、ズルい自分が何処からか囁ささやいてくるのに必死で耳を塞ふさいだ。

　──苦しいよ。

　もうシャハンは苦しくなくなったのだろうか？

　──オイは苦しい。




　そう思った時、闇やみの中に誰かが横たわっている事に気が付いた。

　誰だろうと目を凝らせば、今の大きくなった姿とは違う、小さく醜い裸の自分の姿が見えて、オイは驚いて後ずさった。そしてその横に立つ人影を見上げて今度は飛び上がる。

　──御主人様。

　いつもの仮面が無い顔は真っ黒で、全身形が定まらない様に不気味に震えていて、それでもオイにはその人影が御主人様だと分かった。恐怖を感じたオイは口を両手で押さえて震えながら慌てて気配を消した。しかし御主人様は横たわっているもう一人のオイにしか注意がいっていないようだった。気付かれないように息をひそめて、オイはじっとその様子を窺った。

　その時おもむろに御主人様の黒い腕のようなものが持ち上げられて、その細い先がズプリと横たわるオイの胸にめり込んだ。

　──ひっ。

　黒いものをめり込ませたオイの悲鳴に、それを見ているオイもまた喉のどの奥で小さく悲鳴を上げた。

　──何？

　──何をしてるの？

　眠るもう一人の自分に施される恐ろしい行為に、オイはカタカタと震えた。

　黒い指のようなものはオイの胸に埋め込まれたまま、ゆっくりと身体からだの真ん中を下りて腹の辺りでぐるりと円を描いた。

　意識が無いにも拘わらず、そのオイは指が動くたびに体を上下させ悲鳴を上げた。

　その光景は恐怖以外の何ものでもなかったが、それでもそのオイの体から血が流れ出すような事がなかった為ため、まだ見ていられたのかもしれない。

　痛がるオイを構う事無く、御主人様は何かの模様を描くようにオイの体のあちこちに指を動かす。四肢まで全すべてを指が通り、複雑な文様を描くようにして胸に戻ってくると、やっとその指が引き抜かれた。

　その瞬間横たわるオイの体に、無数の線が禍まが々まがしく金色に輝き、強い痛みがあるのか激しく体を震わせ、そのオイは絶叫した。

　それを見守っていたオイは、その声に耳を塞いで涙を流した。

　──怖い。

　──怖い。

　それでもこれは一体何なんだろうと、オイは震えながらも考えた。これは過去の出来事なのだろうか？　でもこんな事をされた記憶はオイにはなかった。

　それともオイが忘れてしまっているだけなのだろうか？

　──怖い。

　──怖い。

　震えながら周りに手掛かりを求めて目を凝らせば、土と岩で閉じ込められた狭い場所の奥に、ガラスで出来たような大きく不思議なものが壊れて転がっているのが見えた。

　──何？

　──何？

　──息が苦しい。

　辺りの様子を窺いながらもこの場所から逃げ出してしまいたくて堪らなかった。

　──シャハンの側そばに戻りたい。

　──怖い。怖いよ。

　それでもオイの体は動かず、そもそも今オイはいったい自分がどういう状況に置かれているのかもわからないまま、まだ苦しんでいる自分の姿を眺め、怖くて逃げ出したくても逃げ出せずに怯おびえていると、御主人様は奥に転がり割れたガラスのような大きなそれに近づいた。

　しばらくじっと見つめていたかと思うと、黒いものが御主人様の体からドロリと広がりそれを呑のみ込んだ。

　──ひっ。

　──怖い。怖い。

　びくびくとそれを見て震えるオイの側で、ぐにぐにと黒い体を暫しばらく動かした御主人様の、顔の辺りから小さな小瓶がコロリと吐き出された。

　……!!

　それはオイがいつも胸に忍ばせていたガラスの小瓶と同じものだった。驚くオイに気付くことなく、何処か満足気に御主人様は一度体をブルリと震わせ、横になってぐったりしているオイを半分体の中に呑み込むようにして持ち上げると、岩肌の中に消えて行った。

　怖くて怖くて真っ白になったオイの頭の中に声が響く。




『サテ。オ前ニ相応シイ名前ヲツケテヤロウ』




　　　　＊＊＊




　突然激しく苦しみ意識を失ったアーシェナを抱き上げ、竜王は王小姓の控える部屋の扉を乱暴に開けた。

　そのか細い体の熱はどんどん上がり、今や燃える様に熱かった。

「トラセラと典医筆頭のファンインを呼べ!!」

「……へ、陛下！　御意!!」

　少年達がその命令にパタパタと出て行くのを見もせずに、竜王はその部屋の奥に作られている氷戸を開けた。今はそれほどでもないが、熱さの厳しいバーナドンヤで竜王の為に用意されている氷戸の中には、形よく砕かれた氷がたくさん用意されている。そこに竜王は無造作に手を突っ込み掴つかめるだけの氷を取り出した。

「陛下!?」

　部屋にまだ控えていた王小姓の少年が、その行動に驚いて声を上げたが、竜王はコレを包む布を寄越せと怒鳴った。

　王小姓は目を白黒させながらも低頭して白絹の目の細かい布を差し出した。それを手にすると竜王はアーシェナを抱いたまま器用に氷を布で包み込むと、意識の無いその額にそっと押し付けた。

　その様子を見て残った王小姓らが竜王の意図を察し、ぱたぱたと動き出す。寝台を熱の籠こもりにくいものに変え、水みず桶おけに冷たい水を満たし寝台の横に置く。水差しに熱を取る檎きんの甘水を満たし、竜王陛下が手にしているのと同じような氷ひよう嚢のうを何個も用意すると、さっとその場に控えた。

　何が起こっているのかは分からないが、王の意向に添うよう行動するのが王小姓の務めと少年たちは誰だれもが弁わきまえていた。

　彼らが用意を調えたのと、典医筆頭のファンインが別の王小姓に連れられて部屋に入って来たのは同時だった。

「陛下、どうされましたか」

　その姿を目にして竜王が顔を上げた瞬間、

　突然その場に真黒い闇が噴き上がった。








＊＊＊31　ふたり









　赤のファガビが目を覚ました時、宮侍従のシスランが緊張した面持ちで明後日あさつての方向を見やっていた。

「シスラン……」

「宮様！　まだ起きられては……!!」

　体を起こして声を掛けてきたファガビに、シスランは驚いてその背中を支えた。

「よい。我はもう動ける故」

「いいえ、あれから半日も経っておりませぬ。まだお休みくださいませ。今青の宮様がお薬をお取り寄せされております」

　未いまだ青い顔をして寝台から出ようとするファガビに、シスランはそう言って諫めたが、ファガビは油断なく辺りに目をやりながら、「すぐに出る。甲かつ冑ちゆうをもて」と腕を差し出した。

「宮様」

「はようせい!!」

「……畏かしこまりました」

　カッと目を見開き、怒気を飛ばしたファガビにシスランは一度膝ひざを曲げると、優美な曲線を描く赤の宮の甲冑を取りに行く。そうして無言でファガビにそれを着付けた。その肩には未だ痛々しく血が滲にじんでいたが、ファガビは背筋を伸ばし、いつもの様に毅き然ぜんとした横顔をシスランに見せる。

　完全に着付けが終わると、シスランは低頭して赤の宮が代々受け継ぐ赤刀を掲げ持った。それを取り上げ、ファガビは赤くうっすらと光る刀を腰に佩はいた。

「宮の者を天願の塔へ避難させよ！　より高き場所へ逃げるのだ!!　よいな！」

「畏まりました」

　そうシスランに指示を出すと、ファガビは部屋の扉を自ら開けた。そこには待ち構えていたように赤の軍の三将が跪ひざまずいていた。自分達の主を気遣い守るために控えていたのだが、赤の宮が起き上がり部屋を出ようとする様子に気が付き出迎えたのだ。

「陛下のおられる本宮に急ぐぞ」

　そうしてその言葉に「はっ！」と短く応こたえ、三将は主に従い立ち上がった。




　　　　＊＊＊




　あちら此方から突如噴き出した黒いものは、触手を伸ばす様に人に襲い掛かり、その場に居た王小姓の少年達がそれに触れ、意識を失う様にして倒れた。

「む」

　すぐに竜王は結界を作り出し、器用に人を避けながら黒いものを放射状に押し除のける。

「ファンイン！　倒れた小姓共を見てやれ!!」

　結界を維持し王宮典医にそう指示を出した竜王は、アーシェナを抱えたまま窓辺に寄り外の様子を窺う。するとバーナドンヤの宮殿のあちこちから黒いものが噴き出しているのが確認出来た。

「穢けがれか」

　そう呟つぶやくと、竜王はそこから左腕を突き出し竜気を練り上げる。

　千年前まではそうやって竜王がこの地を守っていたのだと、竜の力の根源が語り掛けて来る。存在するだけで穢れを抑える抑止力となるその竜王の力を、溢あふれた黒を押し込める様に解放するとドッと、黄金の光が辺りに広がった。

　その一瞬で眼前に広がっていた黒いものがその場から押し出されていく。しかしその代わりに竜王の腕の中にあったアーシェナの体がビクリと跳ねた。

「!!」

　大量に放出された竜気が熱を持つ体に意図せずに入り込んだのか、先ほど浮かび上がった金色の筋が強く光り出し、意識の無いアーシェナを激しく震わせた。

「ぬ！」

　竜気を止めねばアーシェナを苦しませる。その様子に竜王は焦りをみせた。しかし竜気を止めれば穢れは抑えられないと感情が揺れ、竜王を中心として硬質な輝きを放っていた巨大な竜気の帳とばりが、その時斑まだらにぼやけ揺らいだ。




　その濃淡の付いた竜気の隙すき間まから黒い陰りが竜王のすぐ側に広がり、

　するりと。

　突然そこから白い腕が伸ばされた。




　はっと身構えた竜王の前に、その人物が現れたのは僅わずかな瞬きの間だった。

「な……」

　──流れるような銀の髪。

　──嫋たおやかな四肢。

　──美しい顔かんばせに無性の体。




「ア、シェナ……？」




　そこには二十年前竜核の中にいたままの姿のアーシェナが立っていた。

「ば、馬鹿な……アーシェナは…………」

　そう言いながら竜王は腕の中で苦しむアーシェナを感じつつも、目の前に居るアーシェナを見つめる。どちらが偽物か惑ったその鼻先に、ふっと愛いとしい竜香が、その人物から香った。

　その香りに瞠どう目もくした竜王の目の前に、突然距離を詰めたそのアーシェナが手を差し伸べて優し気に微笑ほほえみ言った。

「会いたかった」

　──と。

「馬鹿な……」

　にこりと笑みを浮かべたその顔は何処までも清らかで竜王は混乱した。腕の中で苦しむこの者こそアーシェナであると先ほど確信したばかりだというのに、竜香の香るその体こそがアーシェナだと、竜王の竜気に苦しむような体は愛しい正妃ではないと、自分は間違えたのだと囁ささやく声がする。

「アーシェナ……」

　竜気で滾たぎる結界の膜に触れても向けられる笑みは崩れない。どれほど守る為ためとの意図をもって注いでも竜王の激しい竜気は時に三竜ですら傷付ける。




　──それが、

　──平気なのは。

　──竜核の中で私の気を受け育った妃のみ……。




「陛下!!」

　その時後ろから飛び込んで来た声に、ハッと竜王は我に返った。しかしその声が近づいてくるも、側そばに立つアーシェナの姿を目にしてその者もまた立ち止まる。

「せ、正妃様……!?」




　赤のファガビの声が竜王の耳にいやに大きく響いた。

「会いたかった」

　目の前に立つアーシェナは、もう一度そう言って片手を竜王の頬ほおに添えたまま、首を僅かに傾け唇を寄せる。噎むせ返るような馨かぐわしき竜香にくらりと竜王は眩暈めまいがした。








＊＊＊32　怒り









　痛みに騒ぐ情けない体を押さえつけ、禍まが々まがしき気の満ちる宮殿内を赤のファガビは三将を連れ駆けていた。

　あちこちから噴き出る穢れを払いながら進み、それでも目指す場所に中々近づけない苛いら立だちを感じていた時、急に辺り一面に広がっていた穢れが金色の輝きに抑え込まれるのを目の当たりにした。

　これは竜王陛下のお力だと、ファガビは嘆じながら三将と共に陛下のおられる本宮へ急いだ。そうして駆けつけたそこは、苦しい程の竜気が満ちていた。

　王小姓や王宮典医のファンイン、騎士までもが気を失い倒れていたが、ファガビは一呼吸の下に気合を入れ陛下の許へと駆けつけた。

　が、しかしその側に立つ人物を目にしてファガビは驚きよう愕がくした。

「せ、正妃様……!?」

　──馬鹿な。

　──何故なぜ此処に正妃様がおられるのか!?

　二十年、必死で探し続けていた竜王妃が今目の前にいる。その信じられない光景に、ファガビは息を呑のんだ。しかし、隠すもの無く全身を晒さらした美しい姿を見、そして何よりも鼻先を擽くすぐる竜香は正妃様のものに違いなく、その存在が誤りであるとも思えなかった。

　竜王陛下も正妃様を凝視したまま、酷ひどく乱れておられるようにファガビには見えた。そうしてさらにその視線の先、竜王陛下の腕の中に見慣れぬ佳人が抱かれている事にファガビは気が付いた。

　──正妃様!?

　ファガビはまたしても目を剥むいた。その姿も又正妃様のお姿であるように見えたのだ。

　美しく流れる銀の髪、花のような顔、嫋やかな肢体。しかしその人物は竜王陛下の腕の中で酷く苦し気に息を乱している。

　何が一体どういう事なのだろうかと混乱したファガビの耳に、「会いたかった」と甘やかな声が聞こえ顔を上げると、スッと立つ正妃様が竜王陛下に顔を寄せ、その唇に口づけたのが見えた。

　強い竜香にファガビが眩暈を覚えたその時ドンと、

　竜王陛下がその体を押し退のけた。

「……な」

　あれほど探し求めていた竜王妃を拒絶するように押し返し、一歩下がった様子に瞠目する。

「……陛下？」

　ファガビは混乱したまま、竜王陛下の顔を見やり厳しい視線を向ける横顔を凝視した。




「其方そなたではない。私はもう間違わぬ」




　そう言うと「ファガビ！」と突然竜王陛下がファガビの名を叫び、それに応じて「は！」と答え陛下の側にファガビが跪くと、その腕に抱かれていたもう一人の正妃様と見まがう人物を竜王陛下がファガビに預けてきた。

「余の妃だ。守れ」

　その言葉にファガビは目を瞠みはった。

　眼前に立つ方ではなく、この方こそを陛下は正妃様と断じられるのか。と。

　しかし。陛下がそう言われるのならそうなのだ。我もまたこのお方が正妃様であられるのだと様々な疑問は呑み込み、赤の宮としてお守りする。そう決意してファガビは顔を上げた。

「御意」

　驚くほど軽く熱いその体をしっかりと抱え、ファガビは頷うなずいた。

「余の竜気に当てぬよう行け！　此処から暫しばし離れよ!!」

　その命に「は」と短く応こたえると、ファガビはか細い息を苦し気に吐く体をぐっと抱え込んだ。

　そのまま部屋を飛び出さんと駆けると、膝をつきつつもなんとか意識を失わずにいる三将を目にする。「其方らは此処に留まれ！　何かあれば陛下をお助けせよ！」とファガビは命じ、背中に力を込めて竜の羽をぶわりと広げた。そうすると傷ついた肩から血が迸ほとばしったが、顧慮せずそのまま文字通り飛ぶように廊下を突っ切り、竜身に変じ地を蹴けった。

「正妃様、今暫しばらくご辛抱を」

　陛下の竜気の波動に震え、熱を持った体を全すべてから遮るようにして抱え込み、ファガビはまだ夜の明けぬ暗い空に飛びあがった。変化の膨張により肩に負った傷口がさらに開いたが構わなかった。

　ただ命じられたままお守りするのだと自分を律しながら、それでも浮かび来る疑問が脳裏を掠かすめる。

　正妃様を何故陛下の竜気からお守りせねばならぬのかと。

　陛下の激しい竜気は三竜をも傷つける。しかし陛下の竜気で育てられた正妃様だけはその力に害される事が無く、自らの力にすら出来るのではなかったか、と。

　──いや、今は無む知ち蒙もう昧まいな我の疑問などどうでも良い。

　とにかく陛下に託された正妃様の苦しみをなんとか鎮めねばならぬと、陛下の命を受けその竜気から離れるべく、より高く高く夜空に飛び上がろうとファガビが羽を羽ばたかせた瞬間、

　痛めている肩を下方から何か大きなもので貫かれた。

「ぐっ!!」

　その衝撃に広げた羽の制御が激しく乱れ横に体が流れた。が、しかしなんとか踏みとどまり空中で停止して振り向く。

　するとそこには、先の夕刻にファガビを傷つけた仮面の怪しの者が、地に立って此方こちらを見上げているのが見えた。




「き、貴様……」




　その広げた黒い両腕に、真黒い穢れを渦巻かせて。表情の無い仮面の洞が不気味な喜悦を見せたような気がした。




　　　　＊＊＊




　アーシェナをファガビに預けた竜王はいっそう竜気を迸らせた。荒れ狂う竜気が竜王の波打つ黒髪を乱し、その長衣を激しくはためかせる。

「会いたかった」

　しかし目の前に立つ人物は長い銀髪を同じように竜気に騒がせても、静かに微笑ほほえみかけて来るだけだった。

　──その姿。

　──竜香。

　それでも違うと竜王はもう確信していた。

　──これは私のアーシェナでは無い。

　竜王は竜気をどんどん練り上げ、目の前の形に注ぎ込まんと暴力的に滾らせた。

　竜王の竜気に、体中に忌まわしい呪を光らせたあの身体からだを思い出す。二十年見つける事の叶かなわなかった理由の一つを推察出来た気がして、瞋しん恚にの炎が竜気と共に渦を巻く。




　──アーシェナは囚とらわれ、苦しめられていたのだ。




　──竜気を封じられ。

　──竜香を封じられ。

　──体すら変えられ。

　──不浄と貶おとしめられ。

　──二十年。




　怒りが激しい憎悪になって竜気に乗せられる。その衝撃は空間にビキリと亀裂を入れた。

「正体を現せ」

　──その姿も。

　──竜香も。

　──アーシェナのものだ。

　その言葉と共に、大量の竜気が目の前の華きや奢しやな体に襲い掛かった。

「会いた、かった」

　壊れた人形の様に同じ言葉を口に乗せる体が、荒れ狂う竜気に翻ほん弄ろうされ、その瞬間不自然に砕け散ったように見えた。

「会い、タかっタ」

　しかしよく見れば、その体は何か黒く丸いものの集合体で、所々アーシェナの形を残しつつも、今は幾つもそれが体から溢あふれ零こぼれ散らばって不気味に崩れていた。

　竜王はその体だったものを見下ろし、側そばに転がった黒い何かを一つ手に取った。

「へ……陛下」

　膨大な竜気は目の前に集約されていたが、それでもこの部屋に渦巻く量は大量だった。怪しい対象が竜気により崩れ壊れた事に、ファガビの抱える三将が呻うめきながら近づいてくる。

　しかし今、竜王の目に周りの状況は何も映ってはいなかった。手にした黒い実から微かすかに感じる甘やかな気配に竜気が膨れ上がる。




　──これはアーシェナの気配。

　──この黒い実は、アーシェナの命そのものではないか。




「あ、あぁ」

　──焼き切れてしまいそうだ。

　──二十年。

　──二十年。

　──二十年も。

　──二十年もの間どうやってアーシェナが生きて来たのか、

　──見える。

　竜核の中で育ち切っていたはずの体が小さかったのは。

　竜気も竜香も……何一つ竜種の力が感じられなかったのは。

　その全てを二十年奪われ続けていたからだったのか。と。

　竜王妃であるアーシェナはそう簡単には死なない。だがその体は痛みを感じ、その心は恐怖に震えただろう。

　──竜気も。竜香も奪われ続け。

　──私の竜気をすら毒に変える呪を施され。

　──その命も消費されていたのだというのか。




「く、ぅぐ……」




　噛かみ締しめた唇が裂けて血が滴った。焼け付くような怒りが竜王の体を揺らめく金色に染め上げた。




　──誰だれだ。

　──誰がやった。

　──蜥蜴とかげの地か。

　──穢けがれか。

　──禍神か。




「よくも私のイルカヤンヤを」




　ゾワリと爆発的に膨れ上がった竜気が、その時制御を失ったようにバーナドンヤを真昼の如く眩まばゆく光らせた。








＊＊＊33　トラセラ









「う……」

　トラセラは頭を押さえて起き上がった。

「何が……」

　一瞬何があったのかとぼんやりと視線をさ迷わせたが、あちこちで人が倒れている様子にハッとして思い出す。

　──そうだ、穢れが……!!

　そう考えて直ぐに穢れを払うべく、腰に佩はいている青刀をぐっと握りしめトラセラは立ち上がった。が、しかし辺りには払うべき穢れは無く、代わりに薄うつすらと金色の竜気が立ち込め周りを覆って光っている事に気が付いた。

　──これは……陛下のお力が？

　怒りではなく守りによって張られた竜気は、トラセラにピリピリとした緊張感と強い安心感をもたらした。

　ならばと、まずは側に倒れていた宮小姓の少年の脈を確認する。そうすると弱々しくも脈打つ体にほっと息を吐いた。

　同じ様に幾人かの状態を確認して誰も死んでいない事に安あん堵どしつつ、落ち着いて思考を巡らせる。

　今突然に穢れが地から溢れ出した事は問題だが、陛下のお力によって抑えられている現状ならば、古いにしえの通り少しずつ三竜が払っていけば良い。

　──そうだ。それでいい。

　そう納得して、直ぐに自分の考えにトラセラは違和感を覚えた。

　いや、それで良いのか？　対処として間違ってはいないがそれ以前に考えなければならない事があったはずだと。

　──穢れが。

　──いつからか。

「ぐっ」

　深く考えようとしたその時、トラセラの頭の中を酷ひどい衝撃が襲った。

「……な」

　そのまま視界が回って立っていられなくなり、せめて膝ひざをついた姿勢で堪えようとしたが、体に上手うまく力が入らずにどさりと横に倒れた。

「く、ぅ、……」

　手足が痺しびれたように力が入らない。自分の状況に目を見開いたトラセラのその視界に、何かがゆらりと映り込んだ。

　それは青い陽炎かげろう。

「……何？」

　揺らめくそれは大きく何かを振りかぶる動作を見せると、力の入らないトラセラに刀のようなものを突き立てた。

「!!」

　瞬間身構えたトラセラに痛みは無く、だがその拍子に自分の体から立ち上がる黒いものを目にして驚きよう愕がくした。

　──穢れ、だと？

　驚き呻いた言葉は音にならなかった。自分自身から立ち上る穢れがそのままゆっくりと広がり、しかし離れたくはないとばかりにトラセラの体に纏まとわりつく。

「く……!!」

　そうして再び体の中に入ってこようとしているのか全身を押さえ込まれたが、トラセラは腰の辺りにある自身の青刀を手探りで掴つかんだ。自らの体から出たものとはいえ、穢れであればこの刃で払えるはずだとそれをなんとか引き抜く。

「……っぬ」

　しかしギリギリと次第に締め上げ絡んでくるそれに、トラセラは思わず青刀を取り落としてしまった。

　──くそ。

　所しよ詮せん武力の乏しい青の宮かと、自じ嘲ちようしながらも足掻あがくことは止やめなかった。

　徐々にトラセラの思考が澄んできたからだ。

　考える事こそ青の宮の最大の武器なのだからと、あらぬ方向に引き捩ねじられ出した腕をトラセラは精一杯青刀に伸ばした。

　──腕一本ならくれてやる。

　そう呻いた時、膨大な竜気が突然背後から嵐あらしの如く吹き込み、トラセラを締め上げる穢れがズッっと浮き上がった。

「な……」

　唖あ然ぜんとしたトラセラの視界の向こうでそれが壁に叩たたきつけられた。そのまま暴力的な衝撃に、穢れは見る間に黄金の竜気に押しやられ見えなくなった。

「……陛下…………」

　ぼたぼたと気が付けば口から血を零し、使い物にならなくなった腕を庇かばいながら、トラセラはゆっくりと身体からだを起こす。チカチカと明滅する竜気が苦しい程に辺りに満ち、強い眩暈めまいと吐き気に襲われた。

　これほどの竜気を発された竜王陛下に一体何があったのかと思いはしたが、今は先に考えるのだと、ずるずると柱の陰に体を押し込み息を吐く。部屋の真ん中にいるよりは僅わずかにでも竜気の影響がマシになった気がした。

　ゆっくりと息を吐き、

　トラセラは目を閉じる。

　幾つも知らず中途半端に投げ出した問題が、整理され導かれるのを待っている様だった。

　何故なぜ充満していた穢れに気が付かなかったのか。

　何故正妃様をお探しするのに執しつ拗ように地中を避けたのか。

　何故怪しい蜥蜴の娘を放置したのか。正妃様の竜香が香る手紙は何だったのか。

　何故二十年竜の里と交信を行わなかったのか。

　何故私の記録がこれ程に乱れているのか。

　──何故。

　──何故。

　──何故と。

　形にならなかった疑問が次々と明めい瞭りようになり、違和感の答えがつまびらかにされた青の宮の記録から導き出されようとした。

　その時、先ほどの陽炎が長い青髪の男に変じ、トラセラの頭の中で口を開いた。










『初めからだ』










　そう答えを得て、トラセラは呻しん吟ぎんした。

「……そう、か」

　──二十年前。

　正妃様の竜核が浚さらわれたあの時。

　脈々と知らずに宮の守に宿った穢れが、三竜を通して異界の隠れ里を襲ったのだと気付いた。

　──前宮の守から今代の宮の守への、最後の継承を利用されたのか。

　染み込む様に理解していくトラセラを見守る青髪の男は、悲し気な顔でそのまま揺らいで消えた。

「初めから、か……」

　大きく息を吐きトラセラは項垂うなだれた。

　俺もツェグもファガビも、先代から力を受け継いだその時に密ひそかに穢れに汚染されていたのだと、奇妙に歪ゆがめられ、それで良しとする不可解な思考も全すべて身の内に宿した穢れの為ため。知らずに考えを操られていたのか。

　いや、俺に比べればツェグやファガビはまだ影響が薄かった様にも感じられるが……穢れに関する警戒感は不自然に薄かった。

　そう紐ひも解といてみれば、千年前の青の宮の記録からもそれは窺える。

　──そうか、さっきの男は。




　当時の青の宮か。




　──ここ最近おぼろげに見ていた夢。

　生々しい記憶は記録になり切らずにずっと燻くすぶり続け、解放される時を待っていたのだな。




　トラセラは深く息を吐き、動く片手で額を押さえた。

　膨大な知識を受け継ぎはしているが、実働はまだたった二十年の赤子竜でしかない未熟な自分を奮い立たせるようにして、トラセラはひたすらに頭を回転させた。




　──身の内の穢れに操られ、

　──隠し隠された真実は何を差すのか。




　今代の正妃様の竜核を浚ったのは何故だ。いくら三竜に染み込んだ穢けがれを介したとて、神代の隠れ里にあれほどの暴風を起こすのは決して楽な事では無かったはずだ。

　──一体何を求めた？

　意志持つ穢れは俺の中の何を隠し何を思うのか。

　靄の晴れた頭の中で、ベールが剥はがれる様に次々と青の宮の記録が解放される。

　元宮の守。四竜。黒のワンツィ。

　──全ては千年前の変事から始まっている。




　穢れに狂った宮の守。

　亡くなった正妃様。

　──何があった？

　──思い出せ。

　青の宮俺は覚えているはずだ。

　何があったのかを。










　──子だ。










　──そうだ子が生まれた。

　千年前穢れに狂った黒竜が正妃様を犯し、竜の子が出来たのだ。黒竜は我々と違い竜王陛下と同じ系譜の竜種だったと……創成の頃ころ、この地に降りた兄弟竜。

　竜王の血を持つ黒竜の子が、竜王を生む竜王妃の胎に、あの時宿ったのだ。

　しかし正妃様のお命がその衝撃に耐えられずすぐに消えてしまい、一日でその胎から這はい出た真黒い意志持つ穢れは……どうなった？　いや殺したはずだ。黒い汚泥のようなモノを、残った三竜で追い立て刀を突つき、遠き地の染みになった。




　──いや。

　──まさか生きていたのか？

　ワンツィを操り正妃様に宿ったあの汚泥が未いまだ生きていて、体を。

　──求めたのか？




　今代の正妃様は竜核の中で生まれる直前だった。まさかその無垢むくな胎に種を付けて竜王を作り乗っ取る為だったのか？

　あの時のワンツィのように。

　──馬鹿な。

　──いや二十年だ。

　すでに事が為っていれば、すでに生まれているはずだ……意志持つ穢れが。ならば…………。

「失敗したのか」

　何らかの理由で正妃様に種を付ける事が出来なかった？




　どちらにしても正妃様は穢れに襲われ、未だ危機的な状況におられるのではないか？




　──地の奥で。




　正妃様の捜索を妨害させた意図に気付きゾッと青ざめ、トラセラはよろりと立ち上がった。途端に竜気が体を締め上げるのに目を閉じる。

　──まずは、この陛下の竜気を体になじませ動けるようにならなければ。

　明確になった宮の守の記録に、竜王の竜気に身を慣らす祝詞のりとがあった。それを実践すべく、荒れ狂う竜気の中にトラセラは一歩足を踏み出した。

　視界を金色に染める竜気は息をするのも困難なほどトラセラを苛さいなんだが、体に力を入れ、一つ吐き出すと口を開く。

〝我が心に頂くは至高なる光

　力は我を傷つけず

　共に歩む糧となす〟

　──ツゥダンオンデュハン──本来は竜核から産まれ出で、両陛下に跪ひざまずいて宮の守が行う聖宣の一部だが、我々はそれを行う事も無く唯々諾々と日を送り、正妃様をお探しするのだと思いつつも狼狽うろたえ、何一つ正当な手順を踏まずに過ごしてきたのだ。




　──異常な状態だと、今ならしみじみと分かる。




　竜気を身に取り込み、トラセラは顔を上げた。体中に巡るそれが気力を後押しするようだった。




「すぐに。陛下にお知らせせねば」








＊＊＊34　ファガビ









　その両腕に渦巻く穢れを見た時、ファガビは瞬時に逃げる事を選択した。

　穢れであれば赤竜の竜気をぶつけ、赤刀で切れば払えるのではと一瞬考えたが、陛下の竜気にあてぬよう正妃様をお守りせよと命じられているのだ。腕の中のこの方をたとえ陛下に及ばぬ自身の竜気とて、不用意に触れさせるわけにはいかないだろうと身をひるがえした。

　肩から羽の付け根まで穴が空いてしまったのか、どぼどぼと血が噴き出し思うように動かせなくなった体で、これより高く飛び上がれる保証も無かったが、それでも陛下から任された正妃様を危険にさらすわけにはいかないと、そう考え力を振り絞ろうとした。

　しかしその体は、ファガビの意志に反してゆっくりと下降しだす。

「な……!!」

　意図せぬ体の動きに驚きよう愕がくするがなすすべなく、仮面の男の広げる両腕に吸い込まれるように下へ下へとファガビの身は男に近づいて行き、人に比べると五倍は大きい赤竜の体が男の黒い手から広がる闇やみに触れた。

「あ、ぐぁ!!」

　その瞬間ファガビの竜化が解け、前のめりになって人型の身が地面に転がる。それでも腕に抱いていた竜王妃をファガビは放しはしなかった。自分とそう大きさの変わらない体を抱き込み、素早く体勢を整えると、「ふっ」と短く息を吐き出して腰の赤刀を引き抜いた。

『ソレヲ渡セ』

　ズワッと仮面の男の黒い体が広がり、ファガビに襲い来るのを横なぎにして払う。

　しかし手ごたえが全く感じられずファガビは惑った。夕刻に体を貫いた時のような感触すらない。まるでこの数刻の間に不滅の身へと、この怪しの男の内側が変質したかに思える程に。

　──馬鹿な。

　眉まゆを寄せ、上がる息を押し殺す。

　同時刻に負ったファガビの肩の傷は、治るどころか今やさらに大きく広がり、最強の竜種の体を蝕むしばんでいるというのに。体に空いた大穴を塞ふさぎ、この短き間にさらに強さを増したなどと。

「ありえぬ」

　苦々しく吐き出しながらも、背中を嫌な汗が伝っていく。そうして虚勢を張りつつも、心の何処かでこの状況に危うさを感じたファガビは、助けを呼ぶべきだと咄とつ嗟さに判断し、喉のどにヒュっと力を入れた。

　バーナドンヤの宮殿の端も端。本宮からは遠く、宮殿の端に広がる林の側そばとはいえ、ファガビが喉を鳴らせばツェグか宮殿騎士が駆けつけるはずだ。とにかく人を呼び正妃様を安全な場所へお連れせねばならないと喉の奥に力を入れたが、いつもなら「ヒュイ」と高い音を響かせる喉は、掠かすれた音を空気に吐き出しただけだった。

　──竜鳴が響かない。

　ぎょっと身を固めたファガビを嘲あざ笑わらうように、穢れを纏まとった男はじりりと一歩近づいてきた。




　──穢れには近づくな。




　そう辛そうに言ったトラセラの顔がふと脳裏に浮かんだが、刀を突きだしたまま、ファガビはぎゅっと、か細くも熱い体を抱きしめ構えた。




　──我が守り切らねば。




　──此度はなんとしても。たとえ、そうだたとえ我が身を滅ぼしてでも、お守りせねばならぬのだトラセラ。

　そう決意に身を滾たぎらせた時、男の背後からドッと黄金の奔流が押し寄せてきた。

　それが竜王陛下の竜気だとすぐに分かったファガビは、陛下の命令を想起する。

〝余の竜気から守れ〟

　咄嗟に竜王妃の体を庇かばうようにファガビは身をひるがえした。

『グァ』

　仮面の男の呻き声が聞こえる。それはそうだろう。穢れの様なその体に、これほど膨大な陛下の竜気を浴びせられればとても耐えられまい。

　そんな風に知覚しながらもファガビは、腕の中の存在を全すべてから守る為体を丸めた。

　じりじりと身を苛む竜気は恐ろしい程だったが、宮の守として耐えられぬほどではないのだと力を入れたその時、仮面の男に穿うがたれた肩の黒い傷口にあった淀よどみが、黄金の竜気に焼かれ、ファガビの体内へと押し入ろうと突然暴意を振るいはじめた。その激しい痛みに瞬間びくりと身を震わせファガビは呻うめいたが、しかしすぐに歯を食いしばり耐えた。

　いまはこのお方を守る事に注力するのだと、未いまだ苦し気に眉を寄せる腕の中の竜王妃の小さな顔をファガビは眺め見た。

　──お苦しいですか正妃様。

　──我の力及ばず申し訳ない。

　竜王の激しい竜気が辺りに満ち、力の奔流がさらにファガビの身の内を焼く。

　それでもファガビは力を振り絞る様にして、手と背を歪いびつに竜の巨体に変え、羽を繭まゆのように回り込ませ、なによりも大切な存在をしっかりと内側に抱え込んだ。

　赤の宮として生まれ。誰よりも正妃様のお側で過ごす栄誉をただ無邪気に喜んでいた我は。

　──愚か者であった。

　ファガビが梼とう昧まいを自じ嘲ちようしたその時、白銀の長い睫まつ毛げがふるりと震えて、真白い花が開くように、目の前の竜王妃がふっと目を開けたのを見た。




　──その目は。

　──赤ススルギの葉の、

　──濃く色づく秋色のような深く美しい赤目だった。




「………こ、深緋こきあけ？」

　その目を見て咄嗟に、半月ほど前、赤の宮に囲った人の子につけた名前がファガビの口から零こぼれ出た。

「ふぁ、がび……」

　すると竜王妃もまたぼんやりと此方こちらを見上げ、青ざめ力無くも、何処か不思議そうにファガビの名を呼んだ。

　──竜核の中で過ごしていた竜王妃は、ファガビの名を知る事は無かったはずなのに「ファガビ」と……。

「まさか、其方そなた……いや。そうなのか…………？」

「ファガビ……？」

　そう言葉を零しながらもキーンと遠く耳鳴りがして、だんだんとファガビの視界がぼやけていく。竜王の激しい竜気はまだ辺りを覆いつくしているのか、血に濡ぬれるファガビの体を苛んでいた。

　だが。

　もう痛みは感じなかった。

「其方が……そうか、そうだったのか…………」

　ほぉっと深い安あん堵どの息を吐いて、ファガビは泣き笑いの表情を見せた。

　見下ろす顔は、そう思って見れば深緋の面影があると身の内で納得しながら。

　そうか。

　そうかと。

　ファガビは安堵した。

「……よかった………………我は、知らずお助けしておったのだな。貴方様をなんとしても守らねばならぬと……不思議と強く感じておりまし……た。……きっと、何処かで、分かっておったのでしょう」

　──竜気も。

　──竜香も香らない幼い体だった。

　──それでも惹ひかれた。

　──守らねばと。

　──不ふ甲斐がいない我はそれでもちゃんと……。

「ファガビ？」

「大事御座いません。このまま……今しばらく…………ご辛抱を……」

「ファガビ!?」

　そう言って俯うつむいたファガビの頬ほおに、突然熱く細い手が触れた。

　その柔らかな指先にファガビは笑み崩れた。

　──深緋と呼び、いつまでも側に置きたいと愛しんだ子は。

　──竜王妃その人であらせられたのだ。

　その身を見つけ、保護し、今お守り申し上げているこの誇らしい気持ちを胸に。







　ファガビはゆっくりと目を閉じた。
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「ファガビ!!　ファガビ!!」

　オイは急に言葉を発しなくなったファガビに大声で呼びかけた。

　目が覚めてみればファガビの腕の中にいたのだ。

　何が何だか分からずに顔を上げたオイの目に映ったファガビは真っ青だった。だんだん小さくなるその声に、怖くなってオイはファガビの顔に手をやり、必死で声を掛けゆさぶった。

　でもファガビはそのまま目を閉じ動かなくなった。

　自分の体が酷ひどく熱いからかその頬を冷たく感じて、それがオイにはとてつもなく恐ろしかった。

「ふぁがび!!　ふぁ、がび!!」

　──どうして。

　──何が起こったの？

　泣きながら、眠ったファガビを起こそうとオイは、一生懸命その体を揺さぶった。

　でもファガビは目覚めない。

　がっちりとオイを閉じ込めた腕。なにか薄い膜で覆われているそこを見上げて、誰かが来てくれないかと咄嗟に大声を出した。

「だれ！　か！　ふぁがび……ファガビが!!」

　オイを守る様に背中を丸め、もうピクリとも動かなくなったファガビ。

　ファガビの名を呼びながら泣きわめくオイに、その時ドンと衝撃が襲った。

　ドン！　ドン！　と外から何かがファガビを叩たたいてでもいるのか、その衝撃がどんどん大きくなって薄い膜の様な物が激しく震える。

　その恐ろしさにオイは身を縮めたが、その目に黒い影が薄うつすらと見えて、固まった。

　薄い膜の向こうにあった影は見る間に広がり侵食し、ぬっとそこから何かが飛び出しオイを掴つかむと、そのまま外に引き摺ずり出した。

　オイは声も出なかった。

　外は金色の光が蠢うごめいていて、途端にオイは体中に激しい痛みを覚えて悲鳴を上げた。

　苦しむオイを見て、オイを掴んだままの黒いものがぶよぶよと震えた。

『ソウカ、瓶ガ無カッタナ』

　頭の中で響くような奇妙な声に、ハッと痛みも一瞬忘れてオイは目を瞠みはる。

　──御主人様。

　自分の体を掴む黒いものが仮面の主人のものだと気が付いて、オイは真っ青になった。

　──怖い。

　──怖い。

　痛みと恐怖に震えるオイに構わず、仮面の男は反対側の手を動かなくなったファガビに向けた。

　腕の中では無く、外から見るファガビは奇妙な体をしていたが、でもそれがファガビなのだとオイにはすぐに分かった。

「……ふぁがび」

　嬉うれしそうに、悲しそうに、オイを見て動かなくなったファガビ。

　その背中は血だらけだった。

　唖あ然ぜんと見つめるオイに構わず、仮面の男はまるでただ不要な物を処理するかのようにスッと地中から黒いものを引き出したかと思うと、ファガビの体を包みこんだ。辺りに溢あふれる金色の光とその黒いものが反応して、バチバチと激しい音をたてながらも、ファガビの体はそのままずぶずぶと地中に引きずり込まれていった。

「ふぁ、がび！」

　その禍まが々まがしさに、止やめてと手を伸ばそうとした体は動かない。

　そうする間に黒い渦の中に呑のみ込まれ、ファガビの体は地面にとぷりと沈んで消えて無くなってしまった。ひっひっと泣くオイのその体にも同じように、黒いものが徐々に広がりオイの身を覆い隠していく。

『貴様ノ胎ハ使エルカラナ』

　そのまま体中にぴったりと張り付くような黒い何かがオイの動きを奪っていった。それでも、金色の光にさらされて感じる痛みよりはましな気がして、それが恐ろしくてオイは震えた。

　本当に痛くて苦しい時は、逆に何も感じなくなることを知っていたから。

　そのまま弛し緩かんしたオイを吊り上げ掲げると、仮面の男はオイの体を呑み込むように自分の中にずぶずぶと落としていった。

『後ハ、瓶カ』

　そう呟つぶやいた真黒い男は何処か楽し気に見えた。
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　迸ほとばしる竜気を纏まとい、竜王は飛び上がった。




　──何処だ。

　──何処にいる。

　──偽のアーシェナを差し向けた者は何処に潜んでいる？




　荒い息を吐きながら上空からバーナドンヤの宮殿を見下ろすと、西の端に黒く蠢うごめく闇やみが見えた。

　ビリビリとした怒りが脳を焼く。その感覚に身を浸しながら全身を黄金に輝かせて、竜王はその場に接近すると、長衣をはためかせ舞い降りた。

『……来タカ偽者メ』

　そこには辺りを渦巻く竜気を物ともせずに立つ、真黒い仮面の男がいた。

「…………そうか。貴様か」

　その容よう貌ぼうは青のトラセラから報告された怪しの者と一致すると、竜王は目を細めた。

　このバーナドンヤを脅かす穢けがれ。

　コレが元凶かと、竜王は直感した。

　ぞわりと金色の竜気がさらに膨れ上がり、そのまま上空に渦を巻いて立ち昇る。怒りの感情が振り切れているのか、その中心に立つ竜王の顔は仮面のように冷たく冷え切っていた。

「余の妃を浚さらい、命を脅かした浅短の愚物め」

　その竜巻の様な暴風から礫つぶての如き竜気が仮面の男に降り注いだ。激しい光が刺すように輝くと、一瞬で男の体が粉々に砕け散ったかの様に見えた。しかしそれだけで竜王の怒りは収まらず、さらに男に向かって膨大な竜気が発せられる。

「万死すら温ぬるい」

　ドン、ドン！　と降り注がれる衝撃に空気が震え地が揺れる。それでも竜王の力は緩まなかった。

　死した命は全すべて神代を巡る。しかしその来世の繋つなぎすら消し去らんと竜王はさらに力を込めた。

「消え去れ」

　そうして恒星の命尽きるその時のように、全てを跡形なく燃やし尽くす光がそこに収束した。




『ク、クク……』




　しかし、その不可避の光の中で、男は不快な笑い声を響かせ揺らいだ。

　目を焼く輝きが収まると、そこには黒い体を穴だらけにしながらも、奇妙なバランスで崩れずに立っている男がいた。

　仮面やローブは燃え尽きてしまったのか跡形も無かったが、黒い淀よどみはもはや知能ある者には見えないほど歪いびつで不気味な汚泥のようだったが、それでもまだそこに男は居たのだ。

　そのさまに瞠どう目もくする竜王に、見せつけるようにして男は穴の空いた自らの体からボトリと何かを吐き出した。

「!!」

　吐き出されたのは細い体だった。

　しかし腕や足は抉えぐれ血を流し、吐く息は細く、瀕ひん死しのように頼りなく命の灯を揺らすその体に、身構えた竜王の顔色が変わった。




「アーシェナ!!」








＊＊＊36　暗あん澹たん









　──ほらみろ。

　──私はこんなにも強くなった。




　どれほど追いやられても立っていられる。もう私はあの時の弱く醜い幼体ではないのだ。

　竜王の忌々しい竜気も、正妃の竜気を何十年も根気よく取り込んだ今の私ならこうして耐えられる。

『ク、クク……』

　この地に潜んでいた穢れも想像以上に私に力を与えた。これ程にこの地が心地よく変わっているとは思わなかった。千年前に撒き散らした芽が宮の守に取り憑つき豊かな土壌を育んだのか、私に収穫される時を待っていたのだ。

　穢れを力に取り込める私こそが完全なる地の王。真の竜王なのだと証明された気分だった。

　王の孕はらみ胎も再び手にした。弱ってはいるが、もはやその胎さえ使えれば良いのだと今は言える。子供だろうが雄だろうが関係なく、あとは竜核の瓶を見つけ埋め込み、今度こそ確実に子を作らせよう。

　──あぁ愉快愉快。

　──ぴりぴりと身を焼く竜気すら心地ここちいい。

　──ほらみろ。

　──この竜気の中で立っていられるほどに私はなったのだ。

『ク、ククク……』

　収めておいた孕み胎の状態に動揺して、竜気の流れが滞ったぞ偽者め。

　ぶるりと身を震わせ腕を伸ばす。




　──貴様も取り込んでやろう。

　──仮かり初そめの体として。

『使ッテヤル』
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　白のツェグは真暗い地中で大きく息を吐いた。

「何も無いな」

「はい」

　地に出来た怪しい亀裂に潜り込めば、地の穢れというものと直接対たい峙じするかもしれない。そう身構えてはいた。それでもファガビを傷つけ、この地を脅かす何者かの手がかりが掴めるならばと、白の将二人を引き連れて飛び込んだが、此処には何も無かった。

　白刀を光らせ、亀裂の端から端まで確認したが、何を発見するでもなく。それでも横に伸びる大きな亀裂を見つけてその先までやってきた。しかし何も無い。

「どれぐらいの時間が経たった？」

「まだ半刻も経ってはいないでしょう。地上に戻られますか？」

「そうだな……」

　ガシガシとツェグが頭を掻かいた時、その少し向こうにある土壁がふっと撓たわんで見えた。

「!?」

　何事かと三人が身構えると、ズッと赤い何かが天井から現れ落ちてきた。

「何だ！」

　そう叫んだのは白の将ジャンジェだったが、ツェグはその赤いものを見た瞬間、前に飛び出した。素早く両手を広げ、ごつごつとした大きく赤い奇妙なそれをがっしりとそのまま抱きとめた。

「し、白の宮様？」

「……ファガビ」

「は？」

「ファガビだ!!」

　突然声を荒らげ、竜気がぶわりと迸った事に将二人は怯ひるんだ。しかしツェグは竜気を暴れさせた自覚もないのか、慌てながら目の前の体の状態を確認しはじめた。

「あぁファガビ!!　くそ！　何だ!?　何がどうなってやがる!!」

　その体は辛うじてまだ生きてはいた。だが歪に竜身へと変じた体は背が裂け血に濡ぬれ、丸く包み込むように奇妙に伸ばされた羽は大きな穴が空けられていて、体は氷のように冷えきり酷ひどい状態だった。

「ファガビ!!　ファガビ!!」

　真っ青になって妹竜の名前を呼ぶツェグに、もう一人の将チルヤオが、そのツェグの竜気に苦し気に息を吐きながらも、「白の宮様。地上に戻りましょう」と提案した。その言葉にジャンジェも頷うなずく。

「そうです宮様。赤の宮様がそのような状態でこの様な地中に現れたなどと、なにか異常な事態が上で起こっているに違いありません。赤の宮様も青の宮様に急ぎ見て頂いたほうが良いのではないでしょうか？」

　ジャンジェの言葉にバッとツェグは顔を上げた。

　すると返事もせずに立ち上がったかと思えば、物もの凄すごい速さで亀裂の横穴をファガビを抱いたままツェグは走り去って行ってしまった。

「み、宮様……？」

　指示も無くあっという間に置いて行かれた二人は、その竜気の残影に青ざめつつ、主の駆けて行った亀裂の向こうに目を向けたまま、暗い地中で唖然と立ち尽くした。
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　青のトラセラが部屋から出たその時、竜王陛下の金色の竜気がさらに激しく高い大波のようになって何処からか襲ってきた。

「む」

　しかし祝詞のりとを口にしたトラセラにはその竜気が力に変わる。臆おくすることなく滾たぎる竜気を体になじませると、バサリと竜身に変じ羽を広げた。

　先ほどよりも何倍も大きな竜気に、ただトラセラは焦りを感じた。

　──これほどに陛下が荒あらぶっておられるなど……。

　何か大変な事が起こっている。そう確信してトラセラは思考を巡らせる。

　──陛下に守られたこのバーナドンヤを脅かし、そのお力をこれほど引き出す事の出来るもの。

　──それは。

　──つまり。




「トラセラ……!!」




　嫌な予感が膨らみ、一刻も早く陛下のお側へ向かうのだと、宮殿上空に飛び上がったトラセラを誰かが後ろから呼び止めた。

　振りかえると竜気の中をよろよろとよろめきながら、白い竜が此方こちらに向かって飛んでくる。その腕には何か赤いものが抱えられていた。

「ツェグ!?」

　そういえばツェグは地中に入ったのだと報告を受けていた。大丈夫だったかと駆け寄る様に羽ばたき近付けば、ツェグは腕の中に抱えていた赤いものをドンとトラセラにいきなり押し付けた。

「……頼む！」

　そう一言だけ告げ、ツェグはそのまま力なく地上に落ちて行った。

「な、ツェグ!?」

　トラセラが慌ててその後を追うように降下すると、地に着く寸前でツェグはくるりと回転し、人型に戻りながらドシャっと尻しり餅もちをついた。

「ツェグ！　大丈夫か!?」

「……俺は、大丈夫だ。それよりファガビを…………！」

　そう言って竜身のトラセラの腕の中を指さしたツェグに「何？」と顔を向け、トラセラは目を瞠みはる。

「ファガビ!?」

　そこで初めてツェグに渡されたものが、歪に体を赤竜に変じさせた瀕死の妹竜であることに気が付いた。

　──何があった!?　何故こんなことに！

　頭の中に巡った疑問は、しかし様々に発生している緊急事態の一環だと、トラセラはすぐに飲み込み顔を上げる。

「ツェグ。今から宮の守が竜気に身を慣らす祝詞を授ける。まず復唱しろ」

「……は？」

「唱えれば陛下の竜気に脅かされる事無く、それを力に出来るのだ」

「な？　は？」

　何を言っているのか意味がわからないと目を丸くするツェグの額を、トラセラは鉤かぎ爪づめのついた竜の大きな掌てのひらで鷲わし掴づかんだ。

「ちょ、まずファガビを!!」

「騒ぐな！　直ぐに済む！」

　暴れ出そうとするツェグを一喝し、トラセラは青の宮の記録、その祝詞を直接ツェグの脳に転写する。

「う……な、なんだ…………」

「分かったか？　それを唱えろ!!　俺はファガビを青の宮に運び治療を施す。お前はこの竜気を辿たどり陛下の許へ行け！　急げ!!　俺もファガビを落ち着かせたらすぐに行く!!」




　そう言うとトラセラは、焦りを隠さずにバサリと宮の方向に向かって飛び上がった。








＊＊＊37　意志持つ穢けがれ









「アーシェナ!!」

　ボロボロの体を抱き寄せ跪ひざまずき、竜王は悲鳴じみた叫びを上げた。最愛の妃の姿にあらゆる感情が渦巻き爆発する。しかし抱き上げたその体に、溢あふれた竜王の竜気が反応して強く光を放つ呪が浮かび上がったかと思うと、体を硬直させたアーシェナがごほっと大量の血を吐いた。

　それに竜王はハッとして僅わずかに体を離す。

　しかしそれで距離が取られるわけも無く、アーシェナは竜王の膝ひざの上で弱り切った体をガクガクと震わせさらに吐血する。

　アーシェナの悲惨な様子に歯を食いしばると、竜王は呪の浮くその体をそっと地に横たえ立ち上がり数歩下がった。そうして唇の端から血を流し、ブルブルと怒りに震える目で黒い穢れを睨にらみつけた。

『ク、クク……何ダ？　ソラソラモット離レロ。ソノ竜気デ、コレガ死ンデシマウゾ？』

　その竜王の様子に嘲ちよう笑しようを浮かべ、黒い男はそう言ってアーシェナを指さし煽あおってみせた。

　──ここまで力を得た自分ならば、これが死んでいようが生きていようが用は足せる。だが、この偽者には堪たまらないだろう。

　そうほくそ笑み、男はブルリと歪いびつな体を揺らした。

　そうしている間にもアーシェナはどんどん力を失っていく様だった。自分の体から溢れる竜気がアーシェナを傷つけるのだと、その震えるか細い体を眼前にして竜王は苦し気に目を閉じた。




　──アーシェナ。




　そう最愛の妃の名前を心の中で呟つぶやき、竜王はすぐに決断した。荒れ狂っていた竜気の放出を一息で抑え込み、




　フッと全すべて消し去った。




『ハ、ハハハハ！　馬鹿メ!!』

　闇やみが膨れ上がり、嗤わらいながら男は竜王をごぷりと呑のみ込んだ。




　　　　＊＊＊




　──俺は難しい事は苦手だ。

　スッキリと何でも白黒つけて、竜王陛下にとって〝悪いものは悪い〟で始末をつけたい。宮の守三竜の一人、白のツェグはそんな男だった。

　理解する頭があれば、考える為ための頭は人に預けその分、行動で結果を出す。

　だから、だからこそ、戦えるように整えられ指示されたなら、もはや無心に力を振るい、ただ全力でぶち当たる。それだけだ。

　トラセラから陛下の竜気になじむ方法を授けられ、竜核から生まれて初めて感じる、滾るような感覚にツェグは興奮すら覚えた。

　ピリピリとした黄金の竜気の流れが見える。

　──陛下。

　いつも以上の速さで羽が軋きしむほどの力を込めて、この騒動の中心へ急行せんと疾走してみれば、唐突に竜王陛下の竜気が消え失せた。まわりに狂ったように溢れていた金色の竜気を体内に上手うまく循環させていた流れが断ち切られ、はっとツェグの息が止まる。

　しかし、慣性に逆らわずそのまま目標とした場所に接近してみれば、竜王陛下らしき人影が何か、禍まが々まがしいものに飲み込まれる瞬間だった。

　──あ、

　──あぁ。

「……陛下!!」

　どす黒い沼地に一瞬で沈みこんだように、竜王陛下の体が消えて見えた刹せつ那な、ツェグは両手に滾らせた竜気を照射した。

　ただ、それでも眼前の光景は止まらなかった。今までのツェグが全力で放つ竜気よりもなお多いそれが、子をいなすように容易たやすく弾き返され、竜王陛下を呑み込むおぞましい何かは、チラリと、此方を僅かに確認しただけだった。

「貴様ぁあ!!」

　ツェグは視線を固定したまま急接近しつつ、竜身から人型へと素早く身を戻すと、体中に巡らせた竜気を、手にした白竜の白刀に込める。

　バチバチと稲光のような雷光を纏まとった刃が、光の筋を残して真っすぐに振り下ろされ、横に伸びていた男の黒い腕の様なものを切り落とした。

「ちっ」

　肩から胴体を切り落とすつもりで振るった刃先が、上手く躱かわされた事にツェグは舌打ちをする。それでもその身を削そいでやったと本来ならすぐに体勢を立て直し、次の攻撃を仕掛ければいいと動く体がスッと冷える。

　ぼとりと無機物のように地に転がったソレから、命あるものの感触は伝わってこなかった。

　──はっ、

　──は。

『陛下の竜気に脅かされる事無く、それを力に出来る』

　──あぁクソ、マジか!!

　一瞬でしかない時間が長く長く引き伸ばされていく。そんな感覚の中で、ツェグは悪態をついた。

　自分の呼吸音が煩い。耳障りなはぁはぁという音の内側で、最高の斬撃が躱され、相手の身を切り落とした痛つう痒ようすら与えられず、次の一歩を無意識に踏みとどまった。

　それは宮の守としての白の宮の価値を──自ら貶おとしめたような一瞬。




『マァ待テ』




　言葉なのか思念なのか。目の前の何かから声が聞こえて、切り落とされたそこからズプリと同じ様なものが生えて来るのをツェグは目にした。

　ぐらりと足元が揺らいでしまう様な気持ちを、意識して飲み込みツェグは、喉のどの奥で『ばかやろう』と噛かみ締しめる様に呻うめいた。

　──勝てない。

　頭の隅で、そう口を出して来た自分にツェグは怒鳴り返す。

　──ばかやろう!!　ぐだぐだ考えるんじゃねーよ！　陛下のお側を任されたんだ!!　おぜん立ては終わってんだ!!　怯ひるむな！　くだらない考えは必要か？　動かせ体を!!　陛下の役に立て!!

　──役に立たないなら死ね。

　──あぁ心置きなく死んでしまえ白の宮!!

　すぅっと突如心臓の動きが落ち着いて、煩いくらいだった呼吸音が遠ざかる。それと共にツェグの視界が狭まって、ぬるりと残像を伴い水のように体が動いた。

　──より速く。

　息を吸い、そうして陛下が取り込まれた──ソコに今度こそ刃が届く。

　一いつ閃せんの煌きらめきの内に、四度ツェグは刀で切りつけた。振り下ろし引き、振り上げ下ろす動作は、竜種の体でも容易くは再現出来ない程の速度と強さを以って行われた。

　それは宮の守白の宮として竜気の聖宣を終えた本来の力の発露。いや、それ以上だったのかもしれない。

　しかし気が付けば、ツェグの視界は黒いもの一色で覆われていた。

「ぐ」

　口を塞ふさぎ鼻を塞ぎ、ツェグの内側へと潜り込んでくる黒い何かに、咄とつ嗟さに刃を振り上げたが、

　──ブツリと、

　そこでツェグの意識は唐突に刈り取られた。




『相手ハ後デマトメテシテヤル』




　　　　＊＊＊




　そう呟くと真黒い男は、ビクビクと震え、完全に無力化された白の宮を遠くに放り投げた。そうしてもう興味は無いと、身の内に取り込んだ竜王の方に意識を集中する。

　竜王は男の体の中で、自らの下僕が無様に倒されようとも穢れに纏まとわりつかれて、もはやピクリとも動けないでいるようだった。

『ククク』

　──愉快。

　──愉快。

　悦楽に身を震わせる男の正面から、徐々に光が差し込んだ。

　バーナドンヤに夜明けが訪れたのだ。

　竜王を取り込み真っ黒に蠢うごめく男の体を朝日が照らし、その足元に未いまだ転がる血だらけの竜王妃をも浮かび上がらせ、離れた場所に投げ出された白の宮の体も、しらじらと明るい光が照らし出した。

　宮殿の白い建物も、それを囲む林も森も眼下の町までも明るく晒さらし、それはまるで男に新しい始まりを予感させる閃せん光こうのようだった。

『ククク、ハハハ!!』

　──心の底から湧わき上がって来る喜びに声が抑えられない。

　──もう地の底で這はいずり隠れる必要は無いのだ。

　この地の王として生まれ変わる時がやっと訪れたのだと、真黒い男は身を震わせひとしきり笑った後、ぐにぐにとその黒い身を動かした。そうして取り込んだ竜王の体に大量の穢れを流し込んでやる。するとどんどん水が地に染み込むように吸収されていく感覚に、男は満足気に息を吐いた。

　──偽者とはいえ流石さすがは竜王の体だ。

　──コレを介して胎に種を付けてみるか？　素晴らしいカタチが手に入りそうだ。

　黒いものがゆっくりと竜王の体に集約されていくのを感じながら、チラリと足元に転がる胎持つ体を見やり、ボロ布のような身すぼらしい姿に鼻を鳴らした。

　胎さえあれば死んでしまってももはや構わないと思ったが、生きているに越した事は無いかと、男は腕を伸ばした。

　そのままつぷりと体の中に入れておいた黒い実を取り出した。

　それは竜の血を糧に育つように男が作り出した力の実だった。

　竜王妃の竜気を奪ったとしても竜種の体は非常に力に溢れ厄介だった。なにかの拍子に正妃と見破られ、間違っても見つけられる事の無いように、これで正妃の力を奪い取り続けたのだった。

　そうして出来たこの黒い実は体の無い男にとって竜気のような価値はなかったが、蜥蜴とかげ娘を美しい姿に変じさせる効果を見せ、また集めて人型に詰めてみれば、竜王妃の姿の木偶でくが作れたりと中々愉快な実だった。

　それを、横たわる孕はらみ胎の口元に近づけ握にぎり潰つぶし、流れた汁を咥内にボタボタと落としてやる。そうすると血が止まり、抉えぐられた皮膚が少し盛り上がりを見せ、ヒューヒューとか細い呼吸音が聞こえてきた。

　そうしているうちに男自身の黒い身の内がボコリと泡立つ。もうこれ以上竜王の中には入らないと震えた僅かな穢けがれが、とろとろと男の足元に流れ落ちた。その黒い流れの中から、取り込まれた竜王の顔が水面に浮き上がる様に現れた。

　それを合図に男の力がそこに集約され意識が移っていく。今持てる力の殆ほとんどを注ぎ乗り移った体は、黒い穢れを纏まといながらゆらりと立ち上がると、一歩足を踏み出し。

　ニタリと笑った。




　　　　＊＊＊




　オイは黒いものに心の奥まで浸されてしまったような苦しさに呻きながら、それでもそのほんの少し残った隙すき間まに潜むようにして涙を流していた。




　──ファガビが消えてしまった。

　オイに笑ってくれたけど。

　とても苦しそうだった。

　冷たい体で。

　動かなくなった。

　真っ黒なものに包まれて。

　消えてしまった。

　──嫌だ。

　──どうして？

　ファガビを消さないで。

　助けて。

　誰かファガビを助けて。

　──オイは。

　──オイはもう消えてもいいから。

　消さないで、いなくならないで。

　──シャハン。

　──シャハン。

　ファガビもシャハンも皆いなくなった。

　──オイのせい。

　オイが皆を気持ち悪くするから。

　汚い、醜い、嘘つき。

　──ごめんなさい。

　──ごめんなさい。

　──暗い。

　──寂しい。

　体は何処か遠くに行って、オイの心と切り離されてしまったように、動かず、痛みもなくなった。

　──でも苦しい。

　心が、気持ちが、苦しくて堪らない。

　──お願い。

　──皆を助けて。

　──ごめんなさい。

　──ごめんなさい。










　──泣くな。




　その時低く響く声がオイの心に落ちてきた。

　びくりと震えて、でも大好きな優しい声が誰だれのものかオイにはすぐに分かった。悪い夢から覚めるように、オイはもうピクリとも言う事を聞かないと思っていた体に力を入れて、ゆっくりと目を開けた。

　そうして大好きな大事なその姿をなんとか目にしようとしたのに、

　──何も見えなかった。

「しゃ、はん？」

　酷ひどくかすれたオイの声は、殆ど音にならずに消えた。自分の状態がわからない。でもさっきまではなにも感じなかった体中の痛みを感じる。

　ボロボロの体で、真っ暗な闇やみの中に一人放り出されているような恐ろしさに怯おびえながら、オイはのろのろと身体からだを動かした。

　──何？　何がどうなったの？

　ゆるりと伸ばしたオイの手が、その時生温かい何かにぺとりと触れた。








＊＊＊38　傷つけない









　──力が滾たぎる。




　ゆっくりと身体を動かしながら男は自らを眺め見た。

　豪華な長衣を羽織った逞たくましい体。これが自分のものになったのだと満足気に息を吐く。

　いっそこのまま、これを自らのカタチとして使い続けても良いのではと思えるほど、この体は男にしっくりきていた。

「くくく」

　──愉快。

　──愉快。

　──何もかもが上手うまくいく。

　──此処に来て良かった。

　竜王の孕み胎を使って竜気を取り込み力を付けたが、カタチを手に入れる事は出来ずに行き詰まっていた。

　結局胎を使わなければカタチは手に入らないかと考えていた時、蜥蜴女が竜王妃になるのだとバーナドンヤに下ったのだ。その時無断で孕み胎を連れ去った事には憤慨したが、その波紋が様々に作用して、このような素晴らしい結果を生んだ。

　──愉快。

　──愉快。

　本来は千年前、私のものだったはずの全すべて。




「返してもらったぞ」

　そう機嫌よく呟つぶやいて踏み出した足が、ぐにゃりと崩れた。

「何？」

　実際には形が崩れたわけでも無く、足の力が抜けただけで、しかし男はそのまま前のめりに地面に倒れ込んだ。

「な、何だ!?　何故なぜ力が……」

　動揺したその体は、その時さらに何か見えないモノに抑え込まれたように、ぎゅっと地に四肢を体を頬ほおを押し付けた。

「な、な!?」

　意思のままに動かず顫せん動どうする体に男は何が一体どうなったのかと、どぷりと身の内へ意識を潜り込ませて硬直する。

　広げ、浸し、竜王の体に張り巡らせたはずの力の源である穢れが、どんどんと何処かに抑え込まれていた。

　──何が。

　──馬鹿な!!

　訳も分からず恐怖を感じ、直ぐにそこから逃げ出そうと判断した意識は、しかし強固な膜に阻まれるように、そこで押し止められた。

　悲鳴を上げて足掻あがく意識に向かって、どんどんと圧力が高まり、次第に内へ内へと圧縮される。何処か一点に抑え込まれ、ギュウギュウに小さい何かに男は押し込められ始めた。

『[image: ア゛]、ア[image: ア゛]……』

　──何が。

　──何が。

　──何が起こっている。

　──カタチを手に入れたのに。

　──偽の竜王の体を乗っ取り。

　──カタチを。

　──竜王の。

　──体の。

　──中。で……？

　そこで男はやっと、自分が竜王のカタチの中で、輝く竜気に押されて圧縮されているのだと気が付いた。

　本意では無かったが自分の意識は穢れの中にあった。竜気を手に入れても、穢れを取り込み強大になった自分は、穢れと同化して……。

『ア、[image: ア゛]ア[image: ア゛]……!!』

　その時男は絶叫した。

　竜王の力で穢れとして抑え込まれている事に、漸く気が付いたのだ。

　この私が何故と悶もだえながらも、抑え込み圧縮する力はどんどん強くなり男は恐怖を感じた。まさかこの為ために体を明け渡したのかと、外に放出するのではなく私を内に取り込み抑え込むためにやったのかと叫んだ。

『[image: ア゛][image: ア゛]、ア[image: ア゛][image: 止゛]メ[image: ロ゛]……[image: イ゛][image: イ゛]ヤダ!!　イ[image: イ゛][image: イ゛]ヤダア[image: ア゛][image: ア゛]！！！！』

　──待て、

　──待て、

　そんな事をして抑え込めば、私は滅びてもお前の竜気が反動で膨大な量まき散らされるぞ!?　良いのか!?　すぐ側に貴様のイルカヤンヤがいるのだぞ!?　良いのか!?　と、ぎゅうぎゅうに潰つぶされながら男は必死で叫んだ。

　──そんな事になればお前の孕はらみ胎が死ぬぞ、

　──お前のせいで死ぬんだ、

　──良いのか、

　──イイ、

　──ノ、




　──カ。










　男の意識が消えた直後。

　朝日よりも真っ白な光が世界を染め上げた。










　耳が痛くなるほどの静寂の中で一人、竜王が立っていた。

　その手に、何か赤いものを握りしめて。




「………私は、もう。其方そなたを傷つけぬ」




　そう呟くと、竜王はそれをぐしゃりと握りつぶし倒れた。




　　　　＊＊＊




　真っ暗な中で伸ばしたオイの手が、ねとりとした生温かいものに触れ、その感触に驚いてオイはさっと手を引っ込めた。

　──何？

「しゃ、はん」

　濡ぬれた感触が怖くて、それでも戸惑いながら、オイはその名を呼んだ。愛いとしい人。誰だれよりも何よりも大事なオイのシシカラジビガ。

　泣くなと、その人の声が聞こえた気がしたから。

「……しゃはん」

　もう一度呼びかけると「ア、シェナ」と小さな声がオイの耳に届いた。

「しゃは、ん、しゃはん!!」

　やっぱり側にシャハンがいるんだと、真っ暗でも何も見えなくても、オイは必死でその声のした方向に腕を伸ばした。

　──大事な大事なオイのシシカラジビガ。

　そうして再び温かくも濡れた何かに手が触れる。

「……あ」

　それがシャハンの体だとオイは漸く気が付いた。

　つんと鼻につくのは血の匂におい。ひたりと濡れた感触に力のない体。指先が触れただけで何かとても酷ひどい怪け我がをしているのではないかとオイは悟った。

「しゃはん!?　しゃはん!!」

　横たわっているその体に取りすがってオイは悲鳴を上げた。

　──どうして!?

　──血、

　──血が、

　シャハンから血がいっぱい出てる。

　──どうしよう。

　──どうしよう。

　──シャハンが。

　──シャハンが死んでしまう!!

　いや、いや、どうして、どうしようと、真っ暗な中でシャハンの体に顔を寄せて泣きわめくオイの頭に、その時大きなシャハンの手が力無く乗せられた。

　シャハンの吐く熱い息が感じられるくらい、近くにあると分かる唇から「もう……苦しく、は、ないか？」と、小さく声が落ちてきた。

　──苦しい？

　──オイはくるしくない。

　──苦しいのは。

「くるし、のは、しゃはんれしょ？　いたいれ、しょ？　……血が、いっぱいろうして？」

　ぼろぼろと涙を零し、喉のどを詰まらせながらオイはシャハンの体に縋すがり、生温かく命を噴き出すそこを探り白い手を押し当てた。

　次から次から溢あふれて流れ出るシャハンの血を、オイはなんとか抑えようと必死だった。

　生き物は血が沢山出たら死んでしまうのに、どうしてこんなことをと、泣きながらその身に縋った。

「ろうして？　らめ、らめれしょ……だいじ。だいじいのに」

　喉を詰まらせ、オイはこんな事になっているシャハンを叱しかった。混乱しながら何よりも大事な竜王が傷つき血を流す状況が耐えられなかった。

「良いのだ……」

　ひっひっと喉を鳴らし泣きじゃくるオイに、シャハンの力無い呟きが聞こえて顔を上げる。目を凝らしてもやっぱり何も見えないのに、シャハンの優しい眼まな差ざしが見える気がした。

「……私の、竜、気が、其方を傷つけ、る。なら…………竜、気を、作る器官、など……」

　……いらぬ、と、そう吐かれた息と一緒に、オイの頭に乗せられていたシャハンの手が弱々しく脇わきに滑り落ちた。

「…………しゃは、ん？　しゃはん!?　いや！　らめ…………らめ！　げんきいなって!!　しゃ、はん!!　……しゃはん!!」

　喉を引き攣らせオイは必死でシャハンに呼びかけたが、シャハンはそのままオイの呼びかけに応こたえる事も無く、動かなくなった。








＊＊＊39　私の美しいイルカヤンヤ









　──いや。

　──いや。

　暗くら闇やみの中でオイは悲鳴を上げた。ピクリとも動かなくなったその体に縋って、必死でシャハンに呼びかけた。

　──だめだめ。

　──シャハン。

　──いやだ元気になって。

　──シャハン。

　──シャハン。

　──し。死なないで。

　──オイを。置いて行かないで。

　──大事。

　──大事な大事なオイの。

　──オイの。シシカラジビガ。










　オイの悲鳴が、その時暗闇を切り裂いた。

　オイの体に金色の線が浮かび上がり、それが内側からはじき出される様にして壊され、眩まばゆい光が辺りに溢れ迸ほとばしった。

　その光は大きな柱となって空を突き抜け、やがて。雨のように降り注いだ。

　そうすると真っ暗だったオイの視界が、突然光を取り戻したように輝いた。

　闇やみの中に世界があったのか。

　それとも何も見えなくなったオイの目が突然光を取り戻しただけなのか。

　どちらかは分からなかったけれど、全すべてが洗われて行くように輝き、清められて、自分の身体からだの中から溢れ出した何かでそうなったのだとオイは感じ取った。

　──でも。

　オイは目の前に横たわるシャハンに抱き着き違うのだと、顔を歪ゆがめ泣きながら首を振った。

　世界を綺き麗れいにしたかった訳じゃない。オイの目に光り輝く全ては美しく見えるけれど、それじゃないのだ。

　──オイはシャハンを。

　──シャハンを助けたいだけ。

　大事な大事なオイの……シシカラジビガを助けたいと願ったのに。血に濡れたシャハンを……ただ。

　──助けて!!







『ゆっくり』







　悲痛なオイの叫びに、まるで応える様にその時何処からか声が聞こえた。




『ゆっくり、おちついて』




「しゃは、ん？」

　オイは腕の中のシャハンの青ざめた顔を覗のぞき込むけれど、やはり意識はないままで、でも何処からか響く声はシャハンのものだとオイは涙に濡れた顔を上げた。

『アーシェナ、私の竜気を取り込んで巡らせる感覚を掴つかんだな？　上手だアーシェナ』

　優しく語り掛けてくるシャハンの言葉は、オイの頭の中から響いてきているのだと、その時気が付いた。そうしておぼろげに蘇よみがえったのは夢の世界。

　キラキラ光る何かの中でオイはアーシェナになってシャハンの声に耳を傾けていた。

『では今度は此方にそれを戻してほしい』

　そう言って腕を広げるシャハンに、夢の中のアーシェナはそっと顔を向けた。

『そうだ』

　おずおずと体の中にある何かを押し出すようにすると、シャハンが幸せそうに笑った。その笑顔に嬉うれしくなってアーシェナはまたグルグルと体の中にある何かをシャハンに届ける。

『上手だアーシェナ。お前を巡った竜気は私の力になる』

　──嬉しい。

　──大事なシャハンの力になれる。

　そう思った気持ちも突然思い出して、オイは自分の体の中を探る様に目を閉じた。そうすると夢の中と同じ感覚が体を巡っている事に気が付いた。

　──ぐるぐる巡る何かを届ける。

　──シャハンに。

　そう意識してシャハンの胸に当てていた掌てのひらから、そっと温かいものを流し込むと、すぅっと溶け込むようにそれはシャハンの中に吸い込まれていった。

　途端にシャハンの青ざめていた顔にじわりと赤みがさした。それを見てハッとしたオイは、シャハンを元気に出来ると確信して、どんどんと体の中を巡る何かを注ぎ込んでいった。

　──血止まって。

　──げんきになって。

　──目を覚まして。

　──シャハン。

　──シャハン。

　流し込めば流し込むほどオイの心は温かくなった。夢の中のアーシェナと自分が一つに溶けあっていくような不思議な感覚を覚えながらオイは、そうしてぽとんと、理解した。オイはアーシェナだったのだと。

　──そうか。

　──そうだったのか。

　そう認識した時、オイの艶つややかな銀の長い髪の先まで眩い竜気が巡り輝いた。

　アーシェナと呼ばれても苦しむ必要は無かったのだと、そう理解してオイは身を屈めた。

　自分はシャハンの唯一の妃。

　銀のイルカヤンヤであるのだと漸く、漸く思い出した。

　──そうやっと。

　──やっと。




「シャハン………」




　──思い出した。

　──思い出した。

　愛し愛された記憶が自分自身のものなのだと、胸の中に広がっていく。

　──私のシシカラジビガ。私のシャハン。

　そう声に出して囁ささやくと、そっとその唇に自分の唇を重ねて直接竜気を流し込んだ。シャハンの体の中で力強く流れ出す竜気が、傷を塞ふさぎ、肉を再生させ、その命の熱をも蘇よみがえらせていく。その脈動を感じ微笑みすら浮かべて。

　──これが竜王の半身たる正妃の力なのだと……。

「う……」

「シャハン」

　目を開けたシャハンに、かつてオイだったアーシェナは目を細め涙を零した。その雫しずくは歓喜に満ちて輝いていた。

「やっと会えた……もう、離れない。私のシシカラジビガ」

「ア、シェナ……」

　その言葉にシャハンは起き上がり、細い体を強く強く抱きしめ呟つぶやいた。

「私の……」










　──私の美しいイルカヤンヤと。




　　　　＊＊＊




　穢けがれの消えたバーナドンヤの地は浄化され、人々は今までと全く違う清浄な空気に戸惑うほどであった。

　穢れに取りつかれた者達は、あの時溢れた竜王の竜気によって一命を取り留めた。竜王の竜気は三竜ですら傷つけると知られていたが、その本質は守りの力に満ちていたのだと誰だれもが理解した。

　幸い建物などには殆ほとんど被害が無く、地に出来た深い亀裂は今後地中の穢れの状態を観測する為ための場所にすることが決まり、それ以外は埋め戻された。

　竜の里との交信も翌日には無事に行われ、危うい状態であった赤の宮や白の宮も助けられた。

[image: ]

　しかし、あれから何日も眠り続けたアーシェナは、目を覚ますと体が幼く縮んでしまっていた。







　その姿はファガビが深緋こきあけと呼んだ子供のものだった。

「お力を使いすぎたのでしょう」

　トラセラは酷ひどく苦い気持ちでそう告げた。

　意志持つ穢れの意図に気付いたというのに結局何の役にも立てず、知らず大変な状況に置かれていた正妃様のお力に頼り全てが収められた事に、後悔では済まされない気持ちがその中に渦を巻いていた。

　──いくら穢れに取りつかれていたとはいえ、このお方が正妃様であったと気付く事もできなかったとは……。

　悔やんでも悔やみきれないと目を伏せたトラセラに、しかし当のアーシェナはふんす！　と拳こぶしを握って頷うなずいた。

「だいじょぶ。もうげんきでしゅ！　しゃはん、ぎゅっとして？」

　寝台から両手を伸ばしたアーシェナをシャハンが笑いながら抱き上げた。

「どのような姿でもよい。其方そなたは余の唯一の妃だ」

　そう言ったシャハンの首にアーシェナは腕を回して幸せそうに抱き着いた。

　ふわりと竜香の香るその姿はオイであった時とは違い、愛情を受け止め喜びを素直に表現するイルカヤンヤの姿だった。そんな妃の姿に竜王もまた愛おしそうにその体を抱き締め、蕩とろけるような笑みを見せた。

「シャハン。ファガビに会いたい。会いにちゅれてって？」

　しかしその後発せられた愛しい妃の言葉に、途端にむっと竜王は眉まゆを寄せた。

「ファガビなら明日には此方に来るであろう。其方が今見舞わずともよかろう」

「れも会いたい。ファガビ助けてくえたれしょ？　ね？」

「む」

　小さな両手で竜王の頬ほおを押さえて小首を傾かしげる妃の様子に、竜王は眉を顰ひそめながらも隠し切れない笑みを口元に浮かべ、ならば少しだけだと、部屋の外に向かって歩き出す。

　そんな仲なか睦むつまじい様子の両陛下の後ろに、宮殿騎士と王小姓らが付き従い部屋を出て行く。それをトラセラは静かに見送った。

「うぅ……陛下があのように笑みを見せられて……………………穢れも払われ、正妃様がお戻りになられた事は真に……真に喜ばしい事でございます」

　その時トラセラの隣に控えていたマギム侍従長が、ここ最近すっかり緩んだ涙るい腺せんに布をあてながら嬉うれし気に言った後、少しだけ寂しそうに目を細め呟いた。

「……竜王陛下の最後の治世は、輝かしいものになりますな」

「最後とは？　侍従長。それはいささか性急では？」

　しかしマギム侍従長の呟きに、トラセラは拳で口元を押さえながら苦笑いを見せ言った。

「は？　え？　ですが正妃様は、その、雄に変じられておりますよね……？　それでは、御子が…………」

「今はまた、正妃様のお身体からだが幼体に戻られたので、暫しばらくは無理だとは思われますが、竜香が香るという事は子を孕はらめるという事です。お体が元に戻られれば雌体ほど容易ではありませんが……あれほど仲睦まじいのですから、正妃様が次代の竜王を孕まれる事自体は、確実だと思われますよ」

「な！　なんと!!」

　目を剥むいた侍従長にトラセラはフッと悪戯いたずらっぽく笑って見せた。

「まだまだ侍従長にはお勤め頂かねば」

　その言葉に、マギム侍従長は泣き笑いのように顔をぐしゃりと歪め、「は、はは……さ、さようで…………。それではまだまだ老身に鞭むち打うたねばなりませんな」と滂ぼう沱だの涙が伝う皺しわの多い顔を布で押さえ、骨ばった両手で隠し俯うつむいた。

「ようございました……本当に、ようございました…………」

「そうだな」

　様々に苦しい二十年であったが、今この時に漸く報われたのだとトラセラはしみじみと呟いた。











おしまい


















番外編～バーナドンヤのあれそれ








＊＊＊　ファガビとの再会









　──アーシェナ。

　それが本当の名前。シャハンがくれた大事な名前。

「アーシェナ」

　そう耳元で囁かれて嬉うれしくてくすぐったい。

「シャハン」

　同じ様に唇を寄せて囁けばぎゅっと抱きしめられた。

　──嬉しい。

　──ずっとずっと一緒。ぎゅっと抱きしめて。

　──放さないで。

　──大事な大事な私のシシカラジビガ。




　目が覚めるとまた体が小さくなっていた。

「お力を使いすぎたのでしょう」

　青い髪をした男の人が悲しそうな顔でそう言った。

　この人は知っている。トラセラ様だ。

「だいじょぶ。もうげんきでしゅ！　しゃはん、ぎゅっとして？」

　小さくなったけれど自分は元気だ。手を伸ばすとシャハンが抱き上げてくれた。

　──嬉しい。

「どのような姿でもよい。其方は余の唯一の妃だ」

　そう言って笑ってくれるシャハン。

　──嬉しい。

「シャハン。ファガビに会いたい。会いにちゅれてって？」

　そのまま気になっていたファガビに会いに行きたいと強請ねだった。

　動かなくなって地面に沈んで行ったファガビ。あれから助けられたと聞いたけれど、もう元気になったのだろうか？

「ファガビなら明日には此方に来るであろう。其方が今見舞わずともよかろう」

「れも会いたい。ファガビ助けてくえたれしょ？　ね？」

「む」

　──駄目？

　眉を寄せたシャハンを怒らせたのかと悲しくなったが、「ならば少しだけだ」と言って笑ってくれた。

　──嬉しい。

　──幸せ。

　そう思いながらもう一度その首にぎゅっと抱き着いた。




　　　　＊＊＊




「竜鱗を粉末にした薬湯にはこれ程の効き目があるのですね……本当に驚きました」

「うむ。結局竜種の体の事はアレトラセラが一番詳しいのだ」

　傷きず痕あと一つ残っていない肌に薄紅色に染め上げた絹衣を着せ、その上から簡易甲かつ冑ちゆうを着付けながら感嘆する宮侍従のシスランに、ファガビはそう言って頷いて見せた。

　あれほどの傷を受け寝こんでいた様子を知っているシスランからすれば、それは舌を巻くほどの驚異的な回復力だった。

　だが、それでもファガビはあれから五日も寝込んでいたという自分の不ふ甲斐がいなさに、臍ほぞを噛かむ思いだった。

　結局正妃様を守り切ることも出来ずに気を失った。その後正妃様は危機に陥ったのだと聞かされ、もはや心の臓を捧ささげ死にたくなった。

　──情けない。

　だが生き恥を晒さらす事になっても、宮の守として生きねばならぬとトラセラやツェグに諭され、こうして生きている。

　──であれば今度こそ赤の宮の務めを全うせねばならぬ。

　そう決意を胸に顔を上げた時、赤の宮小姓の少女がパタパタと部屋に入って来た。

「どうした？」

　その慌てた様子にシスランが訝いぶかし気に声を掛ければ、「は、申し上げます」と少女は低頭して口を開いた。

「ふぁがび」

　しかし宮小姓が声を出す前に入口の扉が開けられ、思ってもいなかった人物がひょこっと顔を出した。

「せ……!!」

　正確には部屋の入口から顔を出した人物は一人ではなかった。

「両陛下」

　ファガビらはその姿を目にして慌てて膝ひざをついた。赤の宮に突然竜王とその妃が現れたのだ。

「シャハンおろちて」

「む。このままでよかろう」

「おりてお話ち、したいれしょ？」

「ぬ」

　首を垂れて固まっているファガビ達の頭上でそんな会話が聞こえて来る。そうするとサラリと衣擦れの音がして、トテトテと小さな足音が聞こえてきた。

「ファガビだいじょぶ？　げんきいなった？」

「正妃様……」

　深緋こきあけとファガビが呼んだ、深い緋ひ色いろの目が心配げに此方を覗のぞき込んで来た。

「問題ございません。しかし正妃様の御身を危険に晒しました事、真に申し訳なく……」

「ろうして？　ふぁがび助けてくえたれしょ？」

　項垂うなだれるファガビにそっと小さな手が触れる。

　──小さな手。

　五日前にこの胸に抱えた時にはしっかりと成長されたお姿だったのに、また縮んでしまわれた。

「いいえ……いいえ正妃様。そのようにお言葉を頂ける資格など我には何一つ…………」

　──あぁなんとお労しい。我が守り切れなかった為ために……このような…………。

「ふぁがび」

　苦し気に眉を寄せたファガビの頭部に、柔らかな感触が触れそっと撫なでられた。

　そのままふわりと香った竜香に目を瞠みはったその時、「あいがと。ファガビ。うれしいかった」と、優しい声がした。

「せ、いひさま……」

　目の奥がジンと熱くなった。そのままファガビの視界が滲にじんでいく。

　竜の里の優しい記憶が蘇よみがえるように、温かな気持ちがファガビの心に染み込んでくるようだった。

　この瞬間確かにこの地に正妃様がお戻りになられたのだと、ぐっと胸が詰まった。

「正妃様……」

　思わずその柔らかな体を抱きしめようと手を伸ばした刹せつ那なふっと、温ぬくもりが離れた。

「もうよかろう」

　温もりを追って顔を上げたファガビの目に、正妃様を抱き上げ、不機嫌極まりない顔で見下ろしてくる竜王陛下の顔が飛び込んで来た。

　その今まで見た事のない程の恐ろしさにファガビはサッと青ざめ、慌てて膝をついた姿勢のまま低く頭を下げた。

「しゃはん？」

「ファガビ。其方そなたが早々に正妃の身を保護し守っていた事には礼を言おう。だが、赤の宮である貴様の職務は妃の守り。それのみだ。逸脱するな」

「御意」

　だらだらと汗を流しながらファガビはそれだけ答え再び身を固めた。










「まぁ、陛下のお怒りはもっともではありませんか？」

　両陛下が本宮に戻られやっと体の力を抜いたファガビに、シスランが呆あきれた様に言った。

「そもそも何故なぜ正妃様にお手を伸ばされたのですか？　もうあの方は深緋様などではないのですよ」

「わかっておる!!　過ぎた事をぐちぐち言うな！　茶を持ってこいシスラン！」

　ファガビはムスッとして顎あごに手を当ててそっぽを向いた。

　あの姿に、つい深緋にしたように接してしまいそうになったなど、馬鹿正直に告白するつもりはない。それで陛下のお怒りを買うなど冗談ではないのだ。

　そう考えながらも先ほどの両陛下の様子を思い出す。

　仲なか睦むつまじい二人の姿を脳裏に描き、ファガビは思わず笑みを浮かべた。

「何を笑っておられるのですか？」

「煩い」




　──二十年。




　それは竜種にとって僅わずかな時間といえるかもしれないが、

　決して短い時間ではなかった。




　両陛下が寄り添い、共にあられる様子はファガビが何よりも望んでいた光景だった。それを目にし二十年胸にくすぶり続けた苦しみが溶かされていくのを感じる。

　ファガビはシスランの視線から逃れるように窓の向こうに目をやりながら、確かに溢あふれて来る喜びに浸ったのだった。








＊＊＊　小瓶の行方ゆくえ









　赤の宮小姓〝邑〟




　赤の宮様が何処からかお連れになられ、深緋こきあけ様と呼ばれた人の子は、人などでは無く、行方知れずになられていた竜王陛下の正妃様、その人であられたのだと聞かされ、我々赤の宮の者は誰だれもが酷ひどく驚いたのでした。




　一連の出来事が収まり、お怪け我がをされた赤の宮様もお元気になられて、宮中が安あん堵どした数日後、赤の宮の宮小姓であり、かつて此処で深緋様と呼ばれた正妃様に僅かな時間であったがお仕えしていた私は、ふと思い出したのです。

　──あの瓶の事を。

　それは当時深緋様が常に御胸に忍ばせていた小瓶で、大切な物だったのではと私が感じていた物でした。

　深緋様が突然姿を消された時に、置手紙と共に部屋に置かれていた空の小瓶。

　その手紙には、元気になるので上げます。とそのような事が書かれておりました。

　それから大変な状況に置かれすっかり失念していましたが、あれは今や正妃様であられる深緋様にお返しするべきものではないのかと私は一瞬思い、しかし、改めて考えてみると、あれは置き手紙に上げると書かれていたのです。であるならば正妃様から赤の宮様への下賜品となるのかもしれないとも思いました。

　どちらにしてもこのままにはしておけないだろうと、私は手紙と小瓶を赤の宮の宮侍従シスラン様の許に持って上がりました。

「これが？」

「はい。深緋様……いえ正妃様が先日お残しになられていたのですが、正妃様へお返しするべきか、赤の宮様へお渡しする物かと……」

「ふむ……何か薄い……液体が入っているようですね」

「？」

　小瓶を明かりに透かすようにして観察するシスラン様のお言葉に私は首を傾かしげました。何も入っていないように見えるのですが……小瓶に液体が入っているようにシスラン様には見えるのでしょうか？

「そうなのですか？　申し訳ございません。わたくしには何も見えませんが……？」

　そう申し上げると、シスラン様は片かた眉まゆを器用に持ち上げて視線を上げられました。

「其方らも見えないのか？」

　シスラン様は横に控えていた他の宮小姓の少女達にも瓶を翳かざして見せられました。すると側に近づいた彼女たちも揃そろって「わたくしも何も入っていないように見えます」と首を傾げました。

「なるほど……」

　私はそのやり取りを見ながらどういう訳か、ヒヤリと背筋を冷たいものが伝い落ちる心地ここちがしました。

「ファガビ様にお見せしましょう。邑、付いて来なさい」

「畏かしこまりました」

　宮侍従のシスラン様に従って宮の奥に向かいます。その間もドキドキと胸が苦しく自分の顔が青ざめていくのが分かります。

　なぜなら私は酷い失態を犯してしまったのではないかと、そんな考えが頭の中を巡ったのです。




「……これを正妃様が……？」

　宮の奥に入り、赤の宮様へシスラン様が小瓶と手紙を渡されました。それを見て赤の宮様は眉を寄せられました。

　そのままキュッと瓶を開けます。

　私やシスラン様が開けようとしても開ける事の出来なかった小瓶の栓が抜かれ、中を確かめる様に赤の宮様が顔を近づけ、すぐにきつく目を閉じられました。

「……宮小姓、邑と云ったか？　これを正妃様はいつから持っておられたのか」

　小瓶に栓をし、赤の宮様は厳しいお顔で此方こちらを向き、私に問われました。

「は、申し上げます。そちらの小瓶は正妃様がこの宮に来られた時から御胸に忍ばせておられました。胸元に無ければならないとおっしゃられたので、正妃様のお召しになられた服の内側に布袋を付け、小瓶が入れられるようにしておりました」

　私は赤の宮様からじわりと漏れ出る竜気に声が震えないように、体に力を入れてそう答え低頭しました。

　基本的に宮様は下々の者にお優しく寛大な方であらせられます。

　それがこのようにお怒りになられている。

　やはり私は大変な事をしでかしてしまったのでしょう。

「も、申し訳ございません」

　堪らず謝罪の言葉を零した私に、赤の宮様は大きなため息を吐かれました。

「いや良い。其方を責めている訳ではない。この小瓶の事を知るのは其方だけか？」

「は、わたくしだけでございます」

　すぐにお知らせに上がろうとしたが、あの時赤の宮様は負傷され、シスラン様も奥に籠こもってしまわれたので、報告する機会の無いままでいたことを説明すると、赤の宮様はそうかと物憂げに呟つぶやかれ、「もうよい。この瓶については他言無用と心得よ」と指示されました。

　そうして私は下がらされ、小さな自室に一人戻ってまいりました。

　今日は非番であったのです。

　椅子に腰かけ私は項垂うなだれ、そうして考えます。

　あの小瓶の中身は一体なんだったのでしょうか？　私にもほかの宮小姓にも見えませんでしたが、シスラン様と同じ様に赤の宮様にも何かが入っているように見えていた事はわかりました。

　それはつまり……竜種の方々のみ見る事の出来る、特別な何かがあの瓶には入っていたのです。

　深緋様は正妃様であられたのだと周知されました。

　今回、バーナドンヤを揺るがせた変事。それは穢けがれと呼ばれるものが意志を持ち、金の竜王シシカラジビガを害そうとしたのだと、私はそっと明様から知らされました。それ以上詳しくは知りえませんが、最終的に正妃様のお力で救われたのだとも……。

　ただ、結果として上手うまくそうなっただけで、正妃様は深緋様と呼ばれ赤の宮で保護されてはいたものの、正妃様だと見いだされる事も無く、非常に危うい状況だったのではないでしょうか？

　竜王陛下と、深緋様が初めてお会いした中庭での様子を私は知っています。

　竜王陛下は深緋様をご覧になられても、正妃様だとはお気づきになられませんでした。

　では。

　私がもっと早くこの瓶の事を竜種の方々に報告していれば、もしかして深緋様が正妃様であられたと直ぐに知れたのではないでしょうか？

　だからあれほど赤の宮様はお怒りになられたのではないでしょうか？

「あぁ。何という事……」

　私は自分のしでかしてしまった事に思い至り、がっくりと机に崩れ落ちました。




　　　　＊＊＊




「これは正妃様の竜香……いや竜気そのものか」




　ファガビから受け取った小瓶に入った金色の雫しずくを確認してトラセラは呟いた。

「やはりそうか。殺してやる」

　その言葉にドッと怒りの竜気を滾たぎらせたファガビに、トラセラは「落ち着け。誰を殺すつもりだ」とこめかみを押さえて言った。

「誰かなぞ知るか！　こんなことをやらかした愚物を見つけ出して殺してやるのだ！　正妃様のりゅ、竜気を搾り取っていたなど……殺してやる!!」

「だから落ち着け。その相手なら陛下が滅せられたのだ。いまさら貴様が騒いでも無駄だ」

「ぬぐぅ」

　パタパタとファガビに手を振って、トラセラは問題の小瓶を机の上にコトリと置いて腕を組んだ。

「しかし、正妃様の竜気か……」

　腕にやった指先をトントンと動かしながら考え込み出したトラセラに、ファガビは苛いら立だった。

　これを見て何故なぜそう冷静でいられるのか分からない。

　──竜種の体から竜気を搾り取ることが、それがどれだけの事かトラセラに分からないわけがないだろうに。

　──正妃様はずっと竜気を搾取されていたのだ、だからこそ我々は深緋が正妃様だと気が付かなかった。その証あかしを前に我はとても冷静ではいられぬ。たとえ、それを為なした者がすでに陛下によって滅せられたと言われても、そうそうにこの怒りを治める事など……出来ぬ!!

「トラセラ！」

「ファガビ」

　苛立った気持ちのまま呼びかければ、存外強い目でトラセラに見返されてファガビは一瞬怯ひるんだ。

「な、なんだ」

「正妃様の竜気は正妃様にお返しせねばならん」

「ん？　む、うむ」

「だが。これを正妃様や陛下にお見せするのは憚はばかられる」

「ん？　む？」

　とりあえず頷うなずきながらも、イマイチ話が見えなくなったファガビが眉を寄せた時、トラセラがもう一度瓶を手に取った。

「この瓶は正妃様の竜核で作られているようだ」

「何!?」

　その言葉に気色ばんだファガビにトラセラは頷いた。

「そうだ。正妃様の竜気に竜核。これを見せれば陛下は其方そなた以上に激しくお怒りになられるだろう。また竜気が無差別に放出されかねん」

「なんと、なんと卑劣な……」

　ブルブル怒りに震えるファガビに、トラセラは瓶を見ながらさらに言った。

「今、竜王妃としての自覚に目覚められた正妃様に、これをそのままお返しするのも辛いお気持ちを思い出されて良くないかもしれぬ」

「む……」

　──確かに。正妃様の心の平安は守られてしかるべきだ。

　そうトラセラの言葉に怒りをとりあえずは飲み込みファガビは「うむ」と返した。

「だが、これは正妃様の竜気だ。正妃様にお返ししなければならないものだ」

「うむ」

　静かにトラセラの話に耳を傾けファガビがもう一度頷いたその時、トラセラにポンと肩を軽く叩たたかれた。そうして、にこりとわざとらしい笑みを作ったその顔に、ファガビは眉を寄せた。

「何だ？」

「ファガビ。だからコレはお前が正妃様にこっそりお返ししてこい」

「何？」

「茶にでも混ぜて秘密裏に飲ませるのが良いだろう」

「何!?」

「出来るだろう？　竜気は竜種の体にしか吸収されない。だからと言って我々が飲んだりする事なぞは当然出来ない。この瓶を処理する為ために必要な事だ。ファガビ」

「い、いやしかし……こっそりと正妃様に……たとえご自身の竜気とはいえ、秘密裏に何かを飲ますなど…………」

「其方正妃様付の宮の守ではないか。其方以外には無理だ。何も悪いことをするわけでは無い。やってこい」

「フひョ……」

　喉から変な声が出たファガビは、青くなりながら握らされた問題の小瓶に目を落とした。







　その後しばらくして、ぐったりと顔を覆って長椅子に横になる赤の宮が、宮小姓の少女達に目撃された。








＊＊＊　してやりたかった事









　──妃が生まれれば。

　竜核から出でたその裸体に精霊の羽衣を纏まとう間にまずは抱き寄せ、その美しい瞳ひとみの色を確認してから、私のアーシェナ、美しいイルカヤンヤと囁ささやき、その小さな唇に口づけ甘やかな吐息を味わうのだ。

　絹糸の様な長い銀髪を優しくくしけずり、竜香の燻くゆる体に触れながらアーシェナの声の響きに耳を傾ける。それはきっとどんな楽器の音色よりも心地ここち良く私の耳に響くであろうと夢想していた。

　──愛いとしいアーシェナ。私の半身。

　成婚の儀を待たずに身を重ねてしまいたいと悶もだえるだろうが、竜核の中で育つお前を何年も待ったのだから、あと一月程の事なれば我慢出来よう。

　そんな事を思いながら、明日には竜核から生まれ出でるだろうお前を待っていた。

　妃にふさわしい宮を整え、家具をそろえ、柔肌を包む貴き真ま蜘ぐもの糸で織らせた美しい衣も誂あつらえた。妃小姓の少女達もすでに宮で主を待っている。

　──アーシェナ、お前はどんな食事を好むだろうか。

　竜種には必要のないものだと驚くだろうか？　だがきっと気に入る。甘露で舌を楽しませ、共に湯に浸つかり、睦むつみ合った後は柔らかな寝台でお前と二人微睡まどろむのだ。

　──この世にある喜び、その全すべてのものをお前に捧ささげよう。

　──アーシェナ。

　──美しい私のイルカヤンヤ。




　　　　＊＊＊




「美味うまいか？」

「美味おいしいれしゅ！」

　長椅子に体を預ける竜王の手前に寄り添うように座っていた小さな竜王妃は、顔を上げて満面の笑みを見せた。

　その幼い手で使うのに丁度いい長さの銀ぎん箸ばしを、まだ少しぎこちなく動かしながら、アーシェナは目の前に目移りするほど饗きようされた美食の中から、山海の珍味が詰め込まれた小こ包づつみ焼やきを一つ取り上げると小さな口に頬ほお張ばった。

　肉のうま味とぷりぷりとしたエビが口の中で弾ける様で、「ん～～」と幸せそうに目を細めて頬ほおに手をやるアーシェナを、竜王は嬉うれし気に眺めた。

　暫しばらく夢中で食事をしていたアーシェナは、その時ハッとして振り返った。

「シャハンは食べないれしゅ？」

「ん？　そうだな」

　朝の光が降り注ぐ王宮のテラスで、朝食にしてはかなり盛りだくさんな食事を堪能していたアーシェナの言葉に、竜王は笑みを見せながら少し体を起こし、そのまま幼い妃の唇に口づけた。

　食事中に突然口づけられて驚いたアーシェナを見据えたまま、竜王はべろりと舌を動かして見せると「では同じものを」と口の端を持ち上げ微笑ほほえんで見せた。

　その艶なまめかしい表情にアーシェナはどきどきと胸を騒がせた。

　未いまだ体は小さく縮んだままで、オイであった時に引きずられるように言葉も仕草も未だ幼いが、それでもアーシェナは竜王妃としての知識を日々思い出してきている。

　性的な触れあいを想起させるシャハンの仕草に顔を赤くしながら、アーシェナはさっき自分が口にした小包焼を目にすると、そろそろと銀箸で摘まみ上げシャハンの口元に運んだ。

「ん」

　肩に大きな手を置かれて、頬が触れあうほど近くで差し出された小包焼を銀箸ごと咥くわえたシャハンを横目で見る。

　鼻筋の通った男らしくも美しい顔立ちの中で、野生の獣の様な鋭い眼光が一瞬細められてからアーシェナを見た。

「……お、美味し、い、れしゅ……？」

　体を起こし、薄い唇を閉じたまま動かし咀そ嚼しやくすると、「あぁ旨うまい」と顔にかかった波打つ黒髪をかき上げ、アーシェナの目を見つめて竜王は微笑んだ。

「も、もっと食べましゅ？」

　アーシェナは堪たまらず顔を背けて、銀箸を両手で揉もむ様にして掴つかみながらそう言うと、「あぁ、もらおう」と耳元で囁かれ、いよいよ真まっ赤かになってしまった。そんな愛しい妃の姿に竜王は満足気に目を細める。

　その時テラスに入って来た王小姓の持つ大きな皿に、山のように積み上げられた赤い実を竜王は目にし、此方こちらへ持ってこさせた。

「アーシェナ、これも食してみよ」

　そう言いながら竜王はアーシェナの手にあった銀箸を取り上げ、そこにコロンとした小さな実を落とした。

「？？」

　まだ頬を赤らめたままのアーシェナは、小さな手でその実を掴んで「このまま食べましゅか？」と首を傾かしげた。

「いいや、これはこのようにして……」

　そう言いながら竜王の大きな掌てのひらがアーシェナの手を上から包み込むようにしてキュッと押さえた。するとぷちっと固い皮が剥むけて、中から白い実がつるんと飛び出して来た。

　果実の甘い香りがふわりと漂って、アーシェナは「わぁ」と目を見開いた。

　竜王はアーシェナの手からその果実をつまみ上げると、そのままアーシェナの唇に押し当てた。

「口を開けよ」

　その言葉に素直に口を開けたアーシェナの咥内に、つるりと白い果肉が入り込んでくる。とろりと甘いのに爽さわやかなみずみずしさを持つ果汁が口いっぱいに広がり、アーシェナはまたしても「ん～～～」と頬を押さえた。

「美味いか？」

　竜王の言葉にコクコクと頭を動かすアーシェナは、幸せそうにその実を咀そ嚼しやくした。

　そうすると再びその手にころりと実が落ちてきたので、アーシェナは今度は自分の力でぷちっと皮を剥くと、つるりとした実を竜王の口に持って行った。

　それに満足気に目を細め口に含んだ竜王を見て、言われなくてもシャハンの意図する事が出来たと嬉うれしそうにはにかんだアーシェナの、その指に滴る果汁を竜王は細い指ごとべろりと舐なめ上げた。

「ひぁ!!」

　熱い舌の感触に飛び上がったアーシェナの手首を掴み、ニッと口の端を持ち上げ笑ったまま、竜王はその実を咀嚼してみせた。

「……お、美味しいれしゅ……？」

　手首を掴まれたままアーシェナはそう言って俯うつむいた。

　食事をしているだけなのに、こんなにもどきどきしてしまう自分は何処かおかしいのかもしれない。

　──シャハンの事が好きすぎてきっとおかしくなってしまったのだ。




　そう考えるとアーシェナは突然物もの凄すごく恥ずかしくなって、ついにそのまま泣き出してしまった。

「ア、アーシェナ!?」

　びぇーっと突然泣き出したアーシェナを見て驚いた竜王は、慌てて体を起こし、「ど、どうしたのだ!?　何があった!?」とそのまだ小さな体を抱きしめた。

「ひっ、ひ、変れ、しゅ、あーちぇな……シャハンが……っふ、う」

　幼い背中を撫なでさすりながら竜王がその顔を心配気に覗のぞき込めば、アーシェナは自分がおかしくなったのだと声を零す。

「シャハン、ここがどき、どきしゅゆ……おかしいんで、しゅ……ひう、ひっ」

　ひっひっと喉のどを鳴らしてしゃくり上げる様にして泣くアーシェナを、一瞬唖あ然ぜんと眺めてから、竜王はぎゅっとその愛しい体を抱きしめた。

「すまぬ……」

　つい調子に乗って、自らの妃ではあるがまだ幼い心持ちのアーシェナを揶揄からかいすぎてしまったと反省した竜王は、泣きじゃくるその体を宥なだめながら、もう一度「すまぬ」と声をかけたのだった。しかしその顔は眉まゆを下げながらも何とも嬉し気ではあった。







　その一部始終を側そばに控えてにこにこ見守っていたというファガビの話を聞いたトラセラは、こめかみを強く押さえ、甘すぎる何かを必死で飲み込もうとした。








＊＊＊　アーシェナとトラセラ









「此処まで宜しいですか？　正妃様」

「ぁい」

　昼下がりの正妃執務室で、アーシェナはバーナドンヤの歴史についての講義を青のトラセラから受けていた。

　竜王妃として何か仕事がしたいとシャハンに願い出たが、まずは小さくなってしまった体を元に戻す為養生する事が先だと諭され、しょんぼりとしていたら、トラセラが「でしたら何か学ばれては如何いかがですか？　執務にも役立つ事もありますし」と勉強する事を勧めてくれた。

　自分がアーシェナであると自覚してから、竜王妃としてしっかりしなくてはと、何処か空回りしていた意気込みが、知識を吸収するようになって落ち着いてくる様だった。

　しかし歴代竜王とその妃の話を聞かされて、またアーシェナは落ち込んでしまった。

「正妃様？　どうかされましたか？」

　声を掛けられてハッと顔を上げたアーシェナは、「何か分からない所が御座いましたか？」と、トラセラに問われ「あ」と声が出る。

　しかしすぐに「なんれも、ない、れしゅ」とアーシェナは口くち籠ごもり俯いてしまった。トラセラはそんな竜王妃の様子に少し困った様に眉を下げ、「では、少し休憩いたしましょうか」と小姓に茶を入れさせ休憩を取ることにした。

「正妃様、もしかして何かお悩みですか？」

「え？」

　花の香りがする温かいお茶で喉を潤しながらも、ぼんやり窓の外を眺めていたアーシェナに、トラセラはもう一度声を掛けた。

　そうすると暫くもにょもにょ口を動かし、「あにょ……」と零こぼされた言葉に、トラセラは聞くのではなかったと直ぐに後悔した。

　自分は雄だがどうやって竜王と子供を作ればいいのだろうかと、幼いたどたどしい言葉で聞かれてしまい、トラセラは取りつくろった笑みを浮かべた。

　竜王妃の一番の仕事は次代の竜王を産む事。

　確かに歴代の妃の言葉にそう言ったものがあった。それで気に病んだのだろうか、竜王妃アーシェナは茶の入った陶器を指で触りながらおずおずと言葉を続けた。

「れも、あーちぇな……女によ体たいなれなかったれちょ？　…………雄なっちゃったれちょ？　だから……次の竜……王……が……」

「……なるほど」

　コホンと咳せき払ばらいをしてトラセラは気持ちを落ち着け、アーシェナに向き直った。

「結論だけ申しますと、正妃様のお身体からだが男体でも御子を授かることは出来ると思われます」

　そういえば前にもマギム侍従長にそんな話をしたなと、頭の隅で逃避気味に思い出しながら、トラセラは続けた。

「今も香っておられる竜香というのは、正妃様のお身体の中にある生殖器官が機能されている証あかしになりますので」

　そう言うとアーシェナはパッと顔を上げ、大きな緋ひ色いろの目を見開きトラセラを見た。

　その期待に満ちた眼まな差ざしにトラセラの脳裏で警鐘がけたたましく鳴り始める。

　──やばい。

「ま、まぁ、ですのでお気になさる必要は御座いません」

　どちらにしても幼い体のままでは閨ねやに入る事も出来ないのだからと、そう言ってこの話を切り上げようとした矢先、アーシェナが「どうやってするんでしゅか？」とさらなる爆弾をトラセラに投げつけた。

　恐れていた問答が始まりそうな予感にトラセラは一瞬硬直し、笑顔のまま「は？」と思わず不敬に返してしまった。しかしアーシェナは自分の考えで頭の中が一杯になっているのか、トラセラの様子に構わず椅子から立ち上がると、自分の股またを長衣の上からぽんぽんと叩たたきながら、

「知ってましゅ。女体ららここにょ、あにゃ穴にしゃはんの陰茎を……」

「わわわーわーわ！！！！　正妃様お待ちください!!　お止めください!!」

　こんな日の高い内からいきなり何をしゃべり出すのかと、トラセラは大いに慌てて立ち上がった。側に控えていた小姓達も固まってしまっている。

「？」

　きょとんとした顔で、股を押さえたままのアーシェナの手をトラセラはさり気なくそっと外してから、ぎこちない笑みを浮かべアーシェナに向き直った。

「今は止めましょう」

「ろうちて？　女体の子作り間違ってましゅか？」

「……間違っては……おりません……が」

「あってましゅか？」

「……合ってます」

　一応そう言ってトラセラが頷うなずいて見せると、自分の知識に誤りがない事をアーシェナは理解したのか、「よかたでしゅ」と真剣な顔で頷いてみせた。

　その様子に竜王妃にとってはふざけた話でも何でもなく、至極真面目まじめにこの話題を取り上げているのだとトラセラは理解はした。理解はしたが、

「じゃあ男体の子作りの仕方を教えてくだしゃい」

　──やめてください。

「ここにあにゃ、ありましぇん」

　──再び股をぽんぽんするのもやめてください。

「あーちゃなは雄なのれ、れも陰茎の先に排尿の小さいあにゃがあるのれ、もしかしれ、男体はしょこにしゃはんにょ陰茎を……」

「[image: わ゛]ーぅ[image: わ゛]ー[image: わ゛]ー!!　違います！　間違っております!!　お、おお恐ろしい事を考えないでください!!」

「違いましゅ？」

「違います」

　キッパリと言い切りながら、此こ処こにファガビが居なくてよかったとトラセラは思った。正妃様の入られる妃宮の監督調整に出ている妹竜がもし此処にいれば、とにかく場が混乱しもっと酷ひどい事態になっただろうと逃避気味に考えながら、なるべく冷静に。落ち着けと、心の中で呟つぶやき、若干乱れた前髪を直すと、トラセラは深く息を吐き出した。そしてすぐにまた笑顔を顔に貼り付けアーシェナに向き直った。

「お身体がご成長されましたら陛下に直接お聞きになると宜しいでしょう」

　こんな会話をしていたと陛下に知られたら殺される。そんな予感を呑のみ込んでトラセラは一息で言い切ると、持って来ていた分厚い歴史書を手に、笑顔のまま一歩出口に向かって下がった。




「それでは今日は此処までに致しましょう正妃様」




　危うい所をなんとか逃げ切ったと安あん堵どしたトラセラだったが、次の日やたらと機嫌の悪い竜王陛下に呼び出された。








＊＊＊　成婚の儀の日









　バーナドンヤ光輝竜王歴四三〇八年陽よう月げつ一日。

　この日、金の竜王とその妃の成婚の儀が盛大に執り行われようとしていた。

　夏の盛りの眩まぶしい陽光に照らされた町には、このめでたき日に向けて二週間前から市が立ち、当代の竜王とその妃を祝う喧けん騒そうに包まれていた。

　また近隣の国々から王族や貴族が成婚の儀に列席する為に続々とバーナドンヤを訪れ、いつも以上に人が流入し賑にぎわっていた。

「失礼いたします。正妃様」

「おはようツェグ」

　長い銀髪を妃小姓の少女に結い上げられながら、アーシェナは部屋に入って来た宮の守白のツェグに柔らかな笑みを向けた。

　可愛かわいらしく幼い姿だった竜王妃は、今や元の体程に成長し、言動もすっかり妃としてのそれに落ち着いていた。その嫋たおやかな姿は目が眩くらむほどに美しく、この姿に戻られてからすでに一月以上が経たつというのに、いつもツェグは一瞬見惚みとれてしまう。

「ツェグ？」

「は、申し訳ございません。着付けを終えられましたら王の間で共に時を待つようにと、竜王陛下がお呼びです」

「陛下が？」

　目をぱしぱしとさせた竜王妃は、側そばに控えていたファガビにこそっと声を掛けた。そのファガビも儀式で宮の守として控えるための美麗な式服をすでに纏まとっていた。

「着替えが終われば直接大講堂に向かうということではなかったのかな？　私の記憶違いだっただろうか？」

「いいえ正妃様。我もそのように記憶しております。ですが陛下は一時でも早く正妃様にお会いされたいのでは？」

　そう返されてアーシェナはポッと頬ほおを染めた。

　以前よりは各段に竜王妃らしい言葉使いに改められはしたが、赤くなって俯うつむいた顔は少し前の幼い姿で見せていた表情と同じもので、ツェグはそれを微笑ほほえまし気に見つめた。

　成婚の儀を行うにあたって十日間、竜王は正妃とは会えないしきたりだ。竜王妃は赤の宮を連れ、一度竜の里に戻り禊みそぎを行う。竜王も歴代の竜王と竜王妃の墓前に参り継つぐの儀を行うのだ。

　そうして成婚の儀を迎えるその時までお互い会う事は出来なかった。それ以前も身体が成長すれば行う事になっていた諸もろ々もろの儀式の為ため、両陛下は目まぐるしい日々を別々に送られていたのだ。しかしやっと今日という日を迎え、大講堂で民に見守られながら婚姻の儀式を行う事となった。

　つまりその当日となれば、儀式までに両陛下が会ってはならないという決まりはない。

「わ、わかりました……すぐに参ります」

　竜王妃は頬を染めたまま小さくツェグに返事を返した。




　　　　＊＊＊




「アーシェナ！」

　王の間に着くと金のいつも以上に豪華な式服を纏まとった竜王が席を立ち駆け寄って来た。十日ぶりに見るその姿にアーシェナも「シャハン」と手を伸ばそうとして、「ん、オホン！」とワザとらしい咳払いに止められる。

「トラセラ」

「そんな目で睨にらまないでください。お衣装が乱れるので儀式の前に抱き合うのはおやめ下さいとお話ししたではないですか」

「ぬ」

「お手を握られるくらいは構いませんよ。正妃様も」

　そう言われてアーシェナはシャハンの体に抱き着こうとしていた腕を慌ててパッと下ろした。

「今日を終えられれば幾らでも抱き合って頂いて構いませんが……まぁ、そうは言っても十日ぶりの逢瀬おうせで気持ちも高ぶっておられますでしょうし、成婚の儀の後、一刻はお時間をお取りしておりますので、それまではお控え下さい」

　三竜として両陛下の後ろに控えるトラセラもまた華美な青の衣装を纏まといながら、キラキラとした笑みを見せた。それにアーシェナは真面目な顔で頷いて見せる。

「大丈夫だトラセラ。衣装を乱す様な事はすまい。シャハン、手を握って……」

「アーシェナ……」

　白くほっそりとしたアーシェナの嫋やかな手をそっと握り、シャハンはその美しく深い緋色の瞳ひとみを見つめた。アーシェナもまた宝石の様に輝くシャハンの金色の瞳をうっとりと見つめ返す。

「これが終われば正式に其方そなたは私のものだ」

「……はい」

「もう二度と其方を放さぬ……」

「はい」

「……美しい私のイルカヤンヤ」

「えー……っと。陛下？　今誓いますか？　後にしませんか？」

　二人だけで成婚の儀を進めてしまいそうな両人にトラセラが呆あきれながら声を掛けたが、竜王妃の後ろに控えていたファガビが、「良いではないか！　煩いぞトラセラ！」と声を潜めながらも「黙れ！」と眉まゆを吊つり上げる。ツェグは一人面白がって成り行きを見守っていた。

「私も……二度と離れない。私の大事なシシカラジビガ……」

　そうアーシェナが宣言してゆっくりと顔が近づきお互いの唇が重なろうとしたその時、「両陛下お時間です」とマギム侍従長が顔を出した。

「む」

「さ、両陛下。さっさと参りましょう。ご成婚されればもうお止めしませんので」

　そうもう一度言って竜王へと促すように手を伸ばしたトラセラを、不機嫌顔の竜王とファガビが睨みつけてくるが、軽く笑むだけでトラセラはそれを受け流した。

　すっかり気安い関係になった三竜と竜王陛下の様子に、マギム侍従長は胸の奥が温かくなるようだった。

　二十年、深く横たわっていた溝が埋められ、正妃様を中心に三竜と陛下の関係がどんどん好転していく様は、年老いて乾いた老人の目に再び涙を呼び起こす。

「ようございました……本当に」

「侍従長。その方毎度毎度泣きすぎだ。どうせ泣くなら成婚の儀を見届けてからにされよ」

　苦笑い気味の白のツェグの言葉に「左様でございますね」とマギム侍従長は慌てて目元を押さえ背筋をしゃんと伸ばした。




　　　　＊＊＊




　そうして何千人もの人々が見守る中で、当代の竜王と竜王妃の成婚の儀は為なされた。数百年に一度、竜王統べるバーナドンヤに訪れるその喜びの儀式は、盛大で美しくも荘厳な儀式だったと人々は語り継いだ。




　　　　＊＊＊




「陛下！　一刻！　一刻でございますからね!!　この後は披露の宴うたげが御座いますから!!　一刻で必ず部屋から出て来て下さいます様お願い申し上げます!!」

　成婚の儀の後、アーシェナを抱き上げた竜王はトラセラにくどくどと言い募られながら王宮の長い廊下を早足で駆けていた。

「わかっておる!!　何度もしつこいぞトラセラ!!」

　そう怒鳴り、王の宮の扉を開けさせると竜王は直ぐに中に入り扉を閉めさせる。そうして二人だけになった部屋の中を横切り、二人で使う大きな寝台に妃をそっと降ろした。

「シャハン」

　美しく装った妃を上から眺め、結い上げられた銀の髪に手を差し込む。目の色に合わせた緋ひ色いろの宝石が飾られているそれをしゅるりと外しながら、その唇に口づけた。

「ん……」

　目を閉じる美しい顔を眺めながら竜王は舌を差し込む。するとビクリと震えながらもアーシェナはおずおずとそれを受け入れた。

「ん、んぅ」

「……アーシェナ」

　アーシェナが竜核の中で育ったままの大きさに戻ってから一月。こうして触れたいと思いながらも何度も我慢を強いられた。

　十年竜気を注ぎ竜核の中で育み、浚さらわれて二十年待った。

「其方に触れたい」

「……はい」

　重たい長衣をするりと肩から落とし、アーシェナは頬を赤らめたまま自らの帯にそっと手をかけた。




　　　　＊＊＊




　アーシェナはどきどきしながら帯を解こうとして結び目に手をやった。

　──きっと今から子作りをするのだ。

　そう思いながら二月ほど前、トラセラに尋ねた男体での子作りの仕方を結局誰にも教わらずにいた事をふいに思い出しハッとした。

「どうした？」

　急に手を止めたアーシェナを竜王はそっと見やった。それにふるふると瞳を揺らし顔を上げたアーシェナは、「も、申し訳ございません……」と唇を震わせた。

「男体の子作りの仕方が分かりません」

　そう真っ青になったアーシェナに、竜王はクッと喉のどの奥で笑った。

「シャハン？」

「そう言えば前には教えなかったな」

　クツクツと笑いながら竜王はアーシェナを優しく押し倒した。

「今教えてやる」

「陛下!!　いけませんよ！　一刻ですから!!　一戦始めるのはお止めください!!」

　アーシェナの衣服の隙すき間まから手を差し入れ甘く囁ささやいた時、控えの間からドンドンと戸を叩たたきトラセラの無粋な声が聞こえて来るのに、竜王はチッと舌を鳴らした。

「いっせん？」

「聞くなアーシェナ」

　そう言ってアーシェナに口づけた竜王は、そっとその無垢むくな体を割り拓いた。

「シャハン？」

　アーシェナは竜核の中で正妃としての行いを様々に学んでいた。その中にあった閨ねや事もきちんと思い出し理解している。女体になれば股またの間に穴が空き、そこに竜王の陰茎を差し込み受精させれば次代の竜王を孕はらむことが出来る。しかし残念ながらアーシェナは女体ではない為ため、股の間には穴が無い。

　正妃とは言えアーシェナに穴が無い事をシャハンは知らないのだろうかと、再び青くなった。

「あ、シャハン……！」

「大丈夫だアーシェナ。慣らすだけだ」

　そう言って竜王はアーシェナの排はい泄せつ孔に指をあてた。

「あ」

　つぷりとあらぬ場所に異物が入り込んでくる感覚に背筋を震わせ、アーシェナは目を見開いた。

「竜気で馴な染じませておるから痛くは無いであろう」

「あ、あ」

「アーシェナ」

「ひ、あ」

「男体の子作りは此処ここで行うのだ」

「でも、そこは、ぁ……」

　くちゅくちゅと身体からだの奥で粘ついた音がしてアーシェナは真まっ赤かになった。そこは食事をすれば要らない物を排泄する場所で汚れた場所だ。そんな所で子作りをするとは思わなかったアーシェナは、恥ずかしさに顔から火を吹きそうだった。

「きた、ない……」

　首筋を舐なめ上げられながらビクビクと震えぎゅっと目を瞑つぶり、アーシェナはそこを隠すように押さえようとした。しかしその手はすぐに竜王によって除けられ、体の横に押さえつけられてしまう。

「其方に汚いところなどあろうものか」

　そう言って秘所をかき回されながらはだけた胸元を吸い上げられた。甘い痺しびれにアーシェナは悲鳴を上げ、そのままグテリと身体の力が抜けた。

「アーシェナ？」

　急に反応の無くなったアーシェナに竜王が顔を上げれば、くったりと意識の無いアーシェナが横になっていた。

「……まさか、眠ったのか？」

　呆ぼう然ぜんとその様を見下ろした竜王の体の下で、クークーと可愛かわいらしい寝息が聞こえて来る。確かに一刻という僅わずかな時間で本気で今アーシェナと身体を繋つなげる気はなかったが、それでも時間ギリギリまで睦むつみ合うつもりであった竜王はがっくりと肩を落とした。

「陛下」

　コンコンと扉がノックされたのに「入って来るな」と忌々し気に答えながら、眠り込んでしまった妃を優しく抱き上げると、竜王は妃と共に使う大きな湯場に向かった。

　甲斐かい甲斐がいしくそこで眠る妃の世話をした竜王は再び寝所に戻ってくると、そっとアーシェナを横たえ「トラセラ」と控えの間に声を掛ける。

　そうすると「失礼致します」とトラセラが何食わぬ顔で入室してきた。

「貴様こうなることが分かっておったな」

　そうジロリと睨み付けると、トラセラは悪びれもせず「正妃様はお疲れのご様子でしたので」と答えた。

「まだ十分お休みの時間は御座いますので、宴迄まで陛下もお休みになられては？　それとも色を治めさせる為に誰か手配いたしましょうか？」

　衣を押し上げる竜王の下肢を見るともなく言ったトラセラに、「馬鹿な事を」と手を振った。

「もう行け不愉快だ」

　そう言いながらトラセラを追い出した竜王は、それでもアーシェナの穏やかに眠る顔に笑みを見せ口づけると、その体を抱きしめ横になった。

　久方ぶりに深く心地よい眠りに落ちていった二人は、その後スッキリとした顔で目覚め無事に披露の宴も行われトラセラらを安あん堵どさせた。




　しかしその宴の後から二人は五日、寝所から出てこなかったのだった。








＊＊＊　二十年の孤独と幸せ









　ふっと意識が浮上して、アーシェナは目を覚ました。

　夜明けにはまだほど遠い時間なのか、薄暗く広い寝室には青白い月の光だけが差し込み冷ややかに空気を染めていたが、背中側から感じる温ぬくもりがアーシェナの体ををじんわりと優しく温めていた。

　──しゃはん。

　そっと身じろぎして振り返れば、愛いとしいシシカラジビガの雄々しくも美しい寝顔がすぐ側に在った。その顔を寝息がかかる程の近さで眺めながらアーシェナは手を伸ばす。

　凛り々りしい眉まゆを指先で辿たどり、鼻筋を確かめながらゆるみの無い精せい悍かんな頬ほおを包むように撫なでて、じんと胸の奥が熱くなった。

『二十年待っていたのだ』

　彼にそう囁ささやかれたのはつい先程、眠りに落ちる直前の事だった。愛を交わし合った後、強く強く抱き締められ、押し殺したような小さな小さな悲鳴めいた声で溢されたシャハンの言葉。

　それはアーシェナに聞かせるつもりはなかった言葉だったのかもしれない。実際にアーシェナはその言葉を音として拾っただけで、シャハンから齎もたらされた快楽に直ぐに意識を手放してしまっていた。

　──私に届けるつもりもなくただ、零こぼれてしまっただけの……シャハンの言葉。

　──それでも聞こえてしまった。

　──二十年待っていたと。

　オイとなって、暗い暗い地下で、幸せも喜びも無く、それでも夢の記憶に縋すがって辛い日々を一人生きて来たと思っていたけれど……、

　──シャハン。

　──私の半身。

　───大切な大切な私のシシカラジビガ。

　でも貴方もこの美しい場所で、一人苦しんでいたのだと今いま頃ごろ気が付くだなんて。







「……どうした」

　ふいに頬を滑らせていた手を握られ、掛けられた言葉にアーシェナはびくりと過剰に震えた。油膜が張った様に滲しみだした視界に美しい金色の瞳ひとみが揺れる。目を覚ましたシャハンが僅わずかに上体を起こし、アーシェナの顔を心配そうに覗のぞき込んでいた。

「アーシェナ？　どうした……どこか痛めたか？」

「し、幸せだと……」

　ぐにゃぐにゃと愛しいシャハンの顔がどんどんと見えずらくなる。自分は今みっともなく涙を流してシャハンを困らせているのだろうと分かっていながら、アーシェナは水面に落ちる枯れ葉のように散漫に言葉を散らした。

「今、シャハンと出会えて……幸せで、だから……」

「……アーシェナ？」

　違う。違うのだ。

　もっとはっきりと、イルカヤンヤらしく、たとえ閨ねやの中と言えど正妃としてふさわしい表情を作りシャハンにこの気持ちをちゃんと伝えたい。

　謝罪を──貴方を一人にして苦しめた事を──ちゃんと……。

　その時そっと、シャハンの暖かな唇で目め尻じりを吸われ、頬に流れた涙をその大きな掌てのひらで拭ぬぐわれた。

「シャハン……」

「私も本当に幸せだ。其方そなたに会えて」

　顔を近づけ視線を合わせて、優しく優しく掛けられた言葉に「……うん……うん」と、オイのような言葉使いで返事をして、アーシェナは気が付くとまた涙を溢あふれさせてしまっていた。

「其方が生まれてくれて、私は幸せだ」

　うん。

　うん。

　でも。

　でも。

「ごめ、ごめんな……さい」

「アーシェナ？」

「……に、二十年……ま、待たせ……て……しまって……」

　そう絞り出すように言うと、シャハンは僅かに目を見開き、どこか苦いものを呑のみ込んだ様な顔をした。

「聞こえていたのか」

「うん……うん……ごめ、ごめんなさい……」

　──貴方を一人にして。

　ついに完全に目を閉じてその胸に顔を埋めて泣き出したアーシェナに、シャハンは「アーシェナ」と優しく顎あごを掬すくうようにしてその顔を持ち上げ、もう一度視線を交わらせると、酷ひどく真剣な目ではっきりと言った。




「其方を、二十年も待たせてすまなかった」




　じわりと。

　その言葉と共にシャハンの気持ちが染み込んできて、アーシェナはまたぼろぼろと涙が零れて、いよいよ止まらなくなってしまった。

　二十年待っていたのだと悲鳴を上げていたのに、ごめんなさいと伝えてちゃんと謝りたかったのに、謝られてしまって、アーシェナはもう完全に気持ちが、心が上手うまく整理できなくなってしまった。

　──辛かった悲しかった苦しかった──会いたかった。

　──でも貴方も。私も。同じ苦しみを共有していたのだと、ちゃんと気付けていなかった。

　──ごめんなさい。

「アーシェナ、アーシェナ……」

　シャハンはそうしてぐずぐずと泣き続けるアーシェナを抱きしめ、顔中に優しく口づけを降らせ、愛し気に「アーシェナ」と何度も呼びかけながら、アーシェナがいつの間にか眠ってしまうまでずっと頭を撫で続けていてくれた。

　──二十年。

　──二十年かかってしまったけれど、幸せだと、生まれてよかったと、出会えてよかったと、そして、貴方をきっと幸せにすると……目が覚めたらちゃんと、シャハンに伝えなくては……。




　二十年、待っていてくれてありがとう、と……。




　アーシェナは優しく沈み込む気だるい感覚にのまれながら、甘やかな夢の続きに誘われる様に、そのままとろりと深い眠りに落ちて行った。




　──この体中に溢れる愛しさごと。







　あとがき







　初めまして皆様こんにちは、桐乃鈴と申します。




　この度は本書「美しい私のイルカヤンヤ」を、御手に取って下さってありがとうございます。最後まで読んで頂けてとても嬉うれしいです。




　不ふ憫びんで可哀かわい想そうな主人公が苦難の末、幸せになる話が大好きで、不幸であればあるだけハッピーエンドを美味おいしく感じる作者です。

　その為ため、なかなか「オイ」に気付かない竜王陛下にイライラされた方もいらっしゃったかもしれません。でも、甘さを隠した冷たい攻めが、もだもだしているの……好きなんです。済みません……。

　辛つらさモリモリの本編でしたが、それでも！　この後のアーシェナは激甘竜王に成り代わったシャハンに愛されて、ファガビ達三竜に見守られながら、幸せいっぱいの日々を過ごしていくのだと思いますのでご安心ください。とはいえ、本当はもっと番外編という名の甘い後日談を沢山書ければ良かったのですが、甘いだけの日々を書くのが私には難易度が高すぎて、「成婚の儀〜」あたりまでが精一杯でした。不ふ甲斐がいないです。

　いつか糖度高めどんとこいマンに進化出来るならしたいですが、まだまだ先は遠いと思い知りました。精進します!!




　このお話は、もともとｗｅｂで掲載していた話で、ネット上で読んで下さっていた読者の方々に支えられて完結する事が出来たものでした。

　それがまさか書籍化のお声がけまで頂いて、こうして無事単行本として出版されて、私自身驚くばかりです。本当に有難うございます。




　最後に、初体験にワタワタする未熟な私を、優しく導いて下さった担当編集者様（土下座）。超絶美麗イラスト!!　で、本書を美しく、美しく飾って下さった佐々木久美子先生。校正、印刷、その他にもこの本を作るにあたって携わって下さった全すべての皆様。そして応援して下さった読者の方々。そしてそしてこの本を手にして下さった貴方様!!

　本当に本当に、本当にありがとうございました。この気持ちは言葉で言い表せない程です。

　では、また何処かでお会いできる機会を願いながら、感謝感謝で締めくくりたいと思います。
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